
2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

事
り・

串

打

介設サービスの柯!類

名

j折

礼会告井止法人南陽

導人する製品名・機器名

導人時期及び介数

名 介設老人保健施設ほなみ荘

【1芥業所播り・:0 6 5 1 9 8 0 0 1 3 】

雌人父はりースの別

※該当するノjに0を,延人

介護老人保健施設

【製品t,・機器名及び台数】

・法人向け 16 ホ'ート POE斜Υ屯 HUB 1 十〒

・i厶人恂け M-fiアクセスホ'イント 6 台

・ 1AXケープル配綵・アクセスホ'イント設椴1?川・式

【導人11紗棚

令和5年Π打導人予定

U1業概要(意'i安・Π的・

現在の剖題点・述川力

法・職Uとの尊人意'筏の

共イD

g"入'"・.
(契約期問

導人により逑成すべきΠ

介護ソフトは導人済みであるが、十分に機能を活川していない状

況である。タブレットナ譜太やスマートフォンでの人ノJ、インカム

や」'丁りセンサー等の導人も検肘しながら、恬般の伝達の門滑

・北イi化、業疹時間の短繍等の業務効*化を図り、ケアの質の七

上等及び職nの人材刷'イ呆・定着に繋げたい。そのため前捉となム1

る硝一Fi環境の懐備を1刈る。

余

利川者数

職U数

(常勣換

算)

0導人後や謬年) 1年Π

インカムや人ノN倚末等を導人し、桁報等の伝達の円滑化、典イi化

を1刈る。

02年Π

タブレットす揣太等を導人し、業務時問の短締等の業務効*化を図

る。

03年Π

↓と1リセンサー等を導人し、」と丁りの効*化、ケアの質の向 1二を

灰1る。

認

導人により期1寺される効

尖等・

56

年

効宋検,111のガ法(効果に

関するデータを客観的な

部仙1指標に Jよづいて,祉

金大)

ケアプランデータ述携シ

ステム利川Ⅲ'治のイj無

※該当するガに0を'延人

イiの場介は、只休的なデ
タ述携の内容、述挑

先、速携方法等

打

0導人後 e謬年)]年Π

職貝問の情帳等の伝述の門滑化、竹帳の典イi化

02年Π

業拐時問の短締界の業枋効*化

03年Π

ケアの質の向 1二及び職Uの人材確保・定着

i'、^

UFE の利川小.清のイi無

※該当する方に0を記人

nFE のデータ登録ガ法及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当するノjに0

を'[1人)

年

文,1T 址を'1を減させる'1'画

のイ"熈

導人前後で佑机等の伝達、共イj化度の検'征
介段時闇の短締、負}Hの嵯減効果等の検.征
職U (利川占)の満足座の朋介等

イi

イiの場介は、只休的な文

.1;の種類や見込み耻等

(11i)無〔

(登獄ガ法);介世ソフトからの取り込み

(ゆ無

※,i印hiの作成に当たっては、火施要綱第4条 a )にポした資料等を参ぢに、導人による業拐フロ

ーの兄1貞し、導人を匙めるための尖施体制、職Uへの研修,汁11晒や技術的な支援体制の繋備につい

て検肘を行い、必要に応じて,汁1川にも衞り込むことが望ましい。

なお、活川定着が1村難な I CTを導人する班業打については、導人,11'1川の作成や取紕の火施に

あたって、 jリ小屶オ動古事業「介設ロボットの開窕・ 1ι'111・,9及のプラットフォームJ"業」の111談

窓Πや介護牛産竹向上総A+n談センターに相談することを推奨する。

行
くN

業



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

令和5年8月7日

令和5年8月8日

令和 5年8月10日

管理職打合せでⅢ一Fi環境整

備について進めること、山形

県 ICT導入支援事業豊補助金

を活用することを決定

内

令和5年8月10日~

令和 5年8月16日

業者との打ち合わせ・見積書

奔

の依頼

令和 5年8月17日

独立行政法人佶報処理推進機

枇のセキュリティアクション

の白己宣言及び取り組みを進

めることを確認

令和15年8月18日

絲費概要

事前恊議書(案)の作成

令和5年Ⅱ月

運営会議及び代表者会議にお

いて説明、内容を検討

令和 5年Ⅱ月以降

俳j冴'

令和5年度山形県ICT導入

支援事業費補助機事前恊議を

提出

令和 5年Ⅱ月以降

~令和 8年10月まで

Ⅲ一Fi環境導入

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

関連機器の導入の検討

機種選定・導入計画の検討

職員の意見聴取

ーーーーー

関連機器の導入

導入の効果検証



2 補助事業計画書(1CT導入計画書)

俳 業

出

行

業

介護サービスの1爪類

乳

1リi

導人する製品f,・機器名

導人時期及び台数

1欠療法人礼団悠愛会

乳 介護老人保俊施設さくらパレス

RⅡ業所行〒1}:0650180011 】

購人父はりースの別

※該当する力に0を,d人

介綏老人保俊施設

亊業機要(意襲・11的・

現在の山題点・述川ガ

法・職Uとの導人意鞍の

艾イD

ND ソフトウェア兄沃のぼの NEXT ・ carepalette」 3 ライセンス、

Apple ipad 柄fi モデル 3 台、×1SSINNI-550BT データ速携体温
'、
1 】、

'Ⅱ'3 台、バッファローj匹綵ルーター1 十↑

令和 6年 lj1導人Υ,ン'

川人リース

現在、過所りハビリ利川行のバイタルデータやケア,祉鉄を、専川

の利用打ごとの"鉄川紙と、刊川行ごとの述絡帳、当Πの利川火

紬表などに下,ヰきで,d人するなど、祠じ砧報を複数下'1:・きでおこ

なっており人変効*が恕い状況にある。その為、タブレット

(ipad)とソフト(carepa】ette)を利川し、簡易的に'氾録できる

体制を作り、"鉄業柄を電子化することで業疹の効*化を1-1指し
たい。

導人により達成すべき口

標

利川行数

令和 5年6j11 Π
~令ln 5年7 j1 3111

(契約期問

職U数

{常勤換

算)

0導人後αど作) 1年Π

バイタルデータを、タブレットを利川し電子化できるようにす

る。

02年Π

現仟のT・,11きしているケア"録と迎銘帳を、ソフト 1tにあるケア

'心録と迎慈帳へ人力し効*化売図る。

03年Π

下'1;きのアナログ業務を削減し、'己録業務における IC1 化の割介

完 50%以上できるようにする。

100 名

94.8 名

導人により期1寺される効

采等

年 打

UFE のデータ登鉄ガ法及

び CSV 取込機能の活川の

イj無(※該当するガに0

を祀人)

.■、ー

0導人後(習年) 1年Π

バイタルデータ等の丁・'11きで 2 度下問となっていた業務在 ICT 化

し効*化する。

02年口

下,1;.き業務を減らすΠ的で、現征1Ⅲ子状の連鰯載を力jΠ印刷した
データを挟み込める形式に変史し下'11'き業薪を減らす。

03年11

1年Π、 2年11に故i嘩した業枋をブラッシュアップし、アナログ業
務を削減し史なる業務効*化をΠ指す。

効果検'il[のノJiム(効果に

関するデータを客観的な

諄佃i指標にj'づいて"

亀村

年

ケアプランデータ述携シ

ステム利川「11'古のイi無

※該当するガに0を記人

イiの場介は、貝.休的なデ

ータ速携の内容、迎携

先、述挑ガ法等

nFE の利川巾'冶のイi無

※該渦するガに0を"人

(登鉄万法);ほのぼの NEXT から CSVデータを抽川し、 LIFE へデ,

ータ脊鉄している。

巾Ⅱイi

通所りハビリ臓Uに、 1CT 化に関するアンケートを力j年突施し、
業務効*化や、業務址の削減、佑帳典イiの向 1:、電子化による職
U満足度などを染計した上でフィードバックし、業拐効*に関す
る PDCAを回し、挺なる効*化を図れるようにしていく。

文'1{址を'F減させる'汁 111'

のイi無〔

心' 1N

咋年度まで、人所職Uが中心とな

つた ICT扣.進委U会だったが、今

年度からは通所りハビリ那業所の

ICT化売進めるゐ、通所りハビリ

の職Uを ICT卯.進委U会のメンバ

ーに加え、施設令休の ICT化の流

れをつかんでもらう。

イjの場介は、只体的な文

'1「の穂類や見込み址等

イi

※'汁1川の什リ戊に当たっては、尖施要嗣第4条 a)にポした資料等を参ぢに、導人による業務フロ

ーの見i貞し、導人を進めるための突施体制、畷共への研修'汁1岫や技術的な支援休制の整備につい

て検村を行い、必要に応じて'a・1血にも嘘り込むことがY!ましい。

なお、活川定着が困難なICTを導人する事業打については、導人,汁向の作成や取紕の火施に

9窓11や介世牛産性向上総介扣談センターに側談することを推奨する。

Ⅲ

内

打

容

通1折りハビリ利川11約 180 名分の、利削゛1ごとの,,ι鉄川紙(カ

ルテ)と、利川行ごとの連絡帳を電子化し文.牛址を削減する f,定

である。

11圧

3 事業・導入スケジュール

通所りハビリのΠ々の業物におい

て、下闇がかかっている業疹など

在通所りハビリの ICT推進委Uが

中心となり現場スタッフと汎い川

し、 ND ソフトの僻業に現業物を

ICT化できるかについて杣談。

モンストレーションを受ける。ハ

ード機器、ソフトの見祐りを取り

Υ,算化する。

令府1 5年8 j] 1 11

令1115年8 刀 31 Πー^

期問(Υ,定) 絲費概要

「1CT轡人支援事業費補助金」の

1 1 1 ri111 。

例jだ

令和 5年4jj111~



令和 5年12 j1 1 1_1

~令ネ116年1 打 31 Π

令和 6年2 j」 1 臼

~令和16年3 j」 31 Π

令1Π6年4 刀 U]

~令和17年3 打 31 Π

ほのぼの総XT 「carepalette」と

タブレット「ipad」、データ述携

体il',;1' rMT一郭卵TJ、 wifi 拙築川

のルーターを!雅入。セットアッ

プ。

令和7年4刀1Π

~令1118年3 j1 31 Π

操作方法の勉強会を突施し、タブ

レットを川いて、電子化を進める

半備を行う。

利川打のバイタルデータ巻、タブ

レットを別いて ICT化を進めてい

く。

1二"の進捗状況に介わせ、冊子状

の述絡帳の形式を、印刷物を綴る

形式に変史するほか、利用打のケ

ア'd録を下,!:'きからソフト kへ,iι

録できるようにし、下,11き業務を

削減する。

ソフト:385,000

円ハード

268,835円

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

じ・ーーーー



2 補助出業計画書(1CT導入計画書)

事 業

出

占

業

介護サービスの斬類

名

1リi

「父疫法人礼団悠愛会

導人する製品乳・機器名

導人時期及び台数

牢, 介没老人保健施艘メルヘン

【uf業所吊 1}:06522800仭

附人Xはりースの別

※該当するガに0を,'人

介池名人保健施設

①XD ソフトウェア「ほのぼの XEXT ・ carepalette」 3 ライセン
ス、

USSⅨMT・550訂データ述挑体温A即]e ipad wifi モデル 3
.ι、
[ 1 、

.i13 台、バッファローj無線ルーター1
メ'、

②富士迦 DIPC1 台、 FortiGate一如F UTN1 台

令和 6年リ」導人予定

事業概要(意i覧・ 11的・

現征のⅢ1題点・述川力

法・胤Uとの導人意裟の

北イD

雌

①現征、辿所りハビリ利川行のバイタルデータやケア"録を、導
川の利川゛〒ごとの,姑録川紙と、利川占ごとの述紹帳、当口の利刑

尖紬表などに下,1tきで"人するなど、同じ"報を複数T・'1}きでお

こなっており人変効*が恕い状況にある。その為、タブレット

(ipad)とソフト(calepalette)を利川し、簡易的に'd鉄できる

体1何を作り、,"鉄業病を電子化することで業疹の効*化を口指し
たい。

②現作';川Ⅲ看池では、利用冉宅にて複リ式の川紙に看護祀鉄を予
,1:きで'祀人し利川占ごとの冊子に綴込み、事業所へ帖礼後に訪剖

,U録を下円・きで逃,'し、パソコンへも'防1川,'録を打ち込みするな

どアナログとデジタルが泥作する状況で、業務1止も 2 度下問が多

く非効*的になっている。その給、"f業所タ"こj"}てもタプレット
で看護,,己録を打ち込むことができ、解業所における 2 度下問の業

務を減らし、"録川紙も削減し、業拐効*アップが見込める仕矧
みを枇築していきたい。

(防剖看没ステーションメルヘン、老健内システムの改修)

人・リース(契約期問

利川行数

職U数

{常蜘換

算)

100 名

88.3 名

年

導人により達成すべきΠ

打

会

0導人後(翌年) 1年11

①バイタルデータを、タブレットを利川し電子化できるようにす
る。

②外部から記録ができる仕組みを拙築し,外部からデータ人力で
きるように業枋のオペレーション(、Υ,定と火紬の人カガ法の変
史)を変史する。オペレーションを変史し、外部人力できる環境
力斗冉築された後に、タブレットを川い看護"録を人力できるよう
にする。

02年Π

①現在の下,1{,きしているケア'ι録と迎絡帳を、ソフト 1二にあるケ
ア.越録と述絡帳へ人力し捌上事化を1刈る。

②タブレットでの看設"鉄の人力に慣れてきたら、那業所内でパ
ソニンやタブレットを川い而,綏,M鉄以外の業務についても作成で

きるようにしアナログ業病を減らしていく。

03年Π

①下'1:きのアナログ業務を削減し、,祉鉄業務における ICT 化の割
介を 50%以上できるようにする。

②Jよ幹業病以外にもイi効にタブレットを川い、咲師やケアマネー

ー、ー 年

ジャー等に利川゛〒のリ真データ等の伏療データを送ることができ

るようにイ,リ報述挑を椛にし、より商いレベルの看没を捉供できる

ようにする。

導人により期1寺される効

果゛f

0導人後(翌年) 1年1_1

①バイタルデータ等の下,じきで 2 座下問となっていた業拐を ICI
化し効*化する。

②亊業所外から看護祀鉄を人力できるようになることで、下,11き
業務を削減し、導業所へb1らなくても業疹が完織できるようにな

る。

02年Π

①下,1:き業務を波らす11的で、現イfⅢ1子状の連鰯帳を力j1作川剖し
たデータを挟み込める形式に変史し下il:・き業務を波らす。

②外部からのデータ人力ができるようになれば、Ⅲ業所内におい

て丁・,11きで行っていた業柄も ICT 化することができるようにな

り、さらに業務効*を kげることができるようになる。

03年Π

①1年Π、 2年11に改泌した樂柄をブラッシュアップし、アナログ
業拐を削減し史なる業務効*化を11指す。

②菓幹業務の ICT 化が進めぱ、タプレットをさらにイi効活川し、
イ占報共イiにイi効に使えるようにし、より商いレベルの新懲業拐を

捉供できる那業所になることができる。

効架検'1[のガ法(効果に

関するデータを客観的な

部価指標に辰づいて"

録)

nFE の利川"1,渚のイi無

※該当するガに0を"人

Π露のデータ登鉄ガ法及

び CSV 取込機能の活用の

打無(※該当する方に0

を'd人)

①通所りハビリ1職Uに、 1CT 化に関するアンケートを力i年突施
し、業枋効*化や、業疹址の削減、砧帆北イiの向トハ電子化によ

る職U満足度などを染.汁した 1二でフィードバックし、拠疹捌,畢に

関する PDCA を回し、更なる効*化を1川れるようにしていく。

②訪制新没事業所職Uに、1CT 化に関するアンケートを阿年火施
し、業拐効*化や、業務址の削減、"報共イiの向ト゛電子化によ

る職U満足皮などを染,汁した bでフィードバックし、業務効*に

関する PDCA を阿し、史なる効*化左1刈れるようにしていく。

巾Ⅱ打

(登鉄方法);ほのぼのNE灯から CSVデータを抽出し、Ππへデ,

ータ登録している。

介

ケアプランデータ述挑シ

ステム利川小'のイi無

※該当するガに0を"人

イiの場介は、只体的なデ
ータ迎挑の内容、連挑
1τ、迎,t/j11ミ牟干

文.!:;址を'r減させる"1'11川

のイij熈

1パ宅介護支援事業所からのΥ,定データを、ほのぼの NE灯で取込
み、火紬を1,,1宅介池支援事業所へ送っている。現在述携できる躬
宅介護支援Ⅱ工業所は2 ケ所となっている。

1Ⅲ
'.、、

イi 1"f



有の場介は、共休的な文

1;の和類や兄込み址等

※計画の作成に当たっては、突施要綱第4条(D に示した資料等を参冴に、導人による業獅フロ

ーの見1貞し、導人を進めるための火施作制、職1-1への研修'汁11珂や技術的な支援休制の整備につい

て検肘を行い、必要に応じて'11佃Ⅲこも嘘り込むことが望ましい。

なお、活用定着が囚難なICTを導人する事業"については、導人計画の作成や取知の火施に

あたって、厚牛労働省事業「介維ロボットの開窕・突証・普及のプラットフォーム事業」の相談

窓口や介護小産竹向1二総介相談センターに扣談することを推奨する。

通所りハビリ利Ⅲ打約 200 名分の、利川者ごとの,己録川紙(カ
ルテ)と、利川者ごとの述絡帳を電子化し文冉・扱を削減するΥ,定

である

3 事業・導入スケジュール

期問(ア定)

①咋年度まで、人所職貝が中心と
なった ICT推進委貝会だったが、

今年度からは通所りハビリ事業所

の ICT化を進める絢、通所りハビ

りの職nを IC1推進委R会のメン

バーに加え、施設令体の ICT化の

流れをつかんでもらう。

②訪囲看没のΠ々の,'録業務にお
いて、千,11・きで行っているものと

パソコンで行っているものを洗い

出し、 1CT化を進めることで効*

化できる業務が何なのかについて

訪岡看設職貝問で話し介いを始

め、課題を抽出した。'円し介いの

§古果、まずは看護,;ι録について、

訪問先でタブレットを川いて"録

を行うことで効*化できるのでは

ないかとの話になり、メーカーよ

リデモンストレーションをしてい

ただき、業務の流れから紀獄まで

の業楞のやり方を変史することで

効*化が図れるΠ呆がつけられ

、-0

令和 5年リ11 Π
~令ネ「15年5 j」 31 Π

内 界 絲費概要

令和 5年6jH n
~令ネf15年7 j・j 31 Π

令11巧年8 j」 1日

令和巧年8j131 Π.^

似1/5'

令和15年12 刀 H]

~令和16年リj31 Π

①通所りハビリのΠ々の業務にお
いて、下問がかかっている業務な

どを通所りハビリの IC丁挑進委a

が中心となり現場スタッフと洗い

川し、 ND ソフトの常業に現業疹

をIC1化できるかについて和談。

デモンストレーションを受ける。

ハード機器、ソフトの見鞁りを取

り予算化する。

②現作導入している「ほのぼの
総XT」がオンプレミス環境で運川

していることから、外部から既存

ネットワークに接紕するガ法につ

いて、 NTT に柘談し捉樂を受け

る。

「1CT導入支援事業費補助金」の

[1r ri1丁。

①ほのぼの N駅T rC釘epa】ettej
とタブレット「ipad」、データ述

挑体私'il rMT-55船TJ、柄 fi 枇築

川のルーターを1琳入。セットアッ

プ。

②既存サーバーへほのぼのNEXI
「carepalette Nurse」の設定を

行い、外部から接統できるよう

U丁M と管"!用のパソコンを購人

し、礼内のネットワークを「1i構

築。

令和6年2門Π1

~令和 6年3 打 31 Π

令和 6年4 刀 H、1

~令不117年3 j1 31 Π

①操作方法の勉強会を突施し、タ
ブレットを川いて、電子化を進め

る川備を行う。

②外部からデータ入力できるよう
に業務のオペレーション(予定と

火紬の人力方法の変史)を変史す

る。

ソフト: 1,045000

円ハード

9例,835円

令和17年4 打 1 Π

~令洞18年3 刀 31日

①利川名のバイタルデータを、タ
ブレットを川いて ICT化を進めて

いく。

②操作方法の勉強会を尖施し、タ
プレットを川いて看護,U録業務を

開始する。

① 1二祀の進捗状況に介わせ、冊子
状の述紹帳の形式を、印刷物を綴

る形式に変史するほか、利川打の

ケア,記録をT、円'きからソフト上へ

肥録できるようにし、下'11・き業疹

を削減する。

②タブレット活川の進捗状況に介
わせ、事樂所内でパソコンやタブ

レットを川い看設紀録以外の業務

についても作成できるようにしア

ナログ業務を減らしていく。



2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

那

事

打

業

介段サービスの釉類

名

j折

導人する製品気・機器名

導人時期及び台数

阪療法人社団悠愛会

名 肋問看姓ステーションメルヘン

【J"業所排1}:0662290006 】

雌人Xはりースの別

※該当するノjに0を,矼人

訪剖イi設

斗1業槻要(意鞍・Π的・

現在の倒題点・述川力

法・職nとの導人意Nの

共イD

ND ソフトウェア「ほのぼの XE灯・ carepalette NUTse」 5 ライセ

ンス、 A叩leipadwi-Fi + ceⅡUlar モデル 5 台

雌

現在訪問看凄では、利川占宅にて複写式の用紙に看複,;ι録を下'11
きで"人し利川打ごとの冊子に綴込み、事業所へ1厨礼後に訪剖心
録を下"1:きで辺記し、パソコンへも,め問記録を打ち込みするなど
アナログとデジタルが混在する状況で、業務址も 2 度下問が多く

非効*的になっている。その為、堪業所外にli,1てもタブレットで
而護,延録売打ち込むことができ、Ⅲ業所における 2 度下問の業務
を減らし、"録川紙も削滅し、奬枋効*アップが見込める仕紕み
を刷築していきたい。

人・リース(契約期問

利川行数

導人により述成すべきΠ

職R数

{常勤換

算)

'

0導人後(モ里年) 1年Π

外部からω鉄ができる仕矧みを構築し、外部からデータ人力でき
るように業枋のオペレーション(Υ,定と火紬の人力方迭の変史)
を変史する。オベレーションを変史し、外部人力できる環境が枇
築された後に、タブレットを川い看殴心録を人力できるようにす

る。

02年Π

タブレットでの看護.氾録の人力に慣れてきたら、事業所内でパソ
コンやタブレット在川い看護"鉄以外の業枋についても作成でき
るようにしアナログ業務を波らしていく。

03年Π

jよ幹業務以外にもイi効にタプレットを川い、咲師やケアマネージ
ヤー等に利川打のり」'↓データ等の咲療データを送ることができる
ように佑帆述携を密にし、より品いレベルの看護を捉供できるよ
うにする。

田名

5.4 名

年 jj

効果検証のガ法(効果に

関するデータを客観的な

諄仙i指標に基づいて,'

録)

..、ー

導人により期1寺される効

牙1無;

年

UFE の利刑小川9のイi無

※該当する方に0を,,ι人

Π露のデータ登録方法及

び CSV 取込機能の活用の
打熊(※該当するガに0

を'己人)

0導人後 e謡年)]年Π

事業所外から看姓祀録を人力できるようになることで、下,11き業
莇を削減し,堺業所へ戻らなくても業務が完判,できるようにな
る。

02年Π

外部からのデータ人力ができるようになれば、事業所内において
予,咋きで行っていた業務も ICT 化することができるようになり、
さらに業務効*を上げることができるようになる。
03年Π

j'幹業柄の ICT 化が進めば、タブレットをさらにイj効活刑し、恬
報ルイiにイi効に使えるようにし、より局いレベルの看,;佐業疹を捉
供できる出業所になることができる。

,坊山看護嚇業所職Uに、 1CT 化に関するアンケートをhj年尖施

し、業拐効*化や、業膓址の削減、1占机共イiの向上、電子化によ

る峨U満足座などを染,汁した上でフィードバックし、業拐効*に

関する PDCA を印1し、史なる効*化を1刈れるようにしていく。

ケアプランデータ述携シ

ステム利川Ⅲ請のイi無

※該当する方に0を"人

イiの場介は、熊体的なデ

タ述携の内容、述挑

先、述携ガ法等

容

イ」

(登鉄ガ法);

4"モイ]

文'111止を'手減させる'111阿

の有無

h'夬煕

'折し介いのま古樂、まずは看護心録

について、,;カ'剛光でタブレットを

川いて,祉鉄を行うことで効*化で

きるのではないかとの,括になり、

メーカーよりデモンストレーショ

絲費概要 俳jι

打の場介は、具体的な文

'11、の1面類やjι込み址等

現作述挑できる1',}宅が 0 件のゐ、

ない。

※'Ⅱ11川の作成に当たっては、火施要嗣第4条( D に示した資料等を参冴に、導人による業枋ワロ

ーの兄1此し,導人を進めるための尖施体制、職nへの仙修,什11h1や技術的な支援体制の柴備につい

て検゛1を行い、必要に応じて',"1岫にも嘘り込むことがq{ましい。

なお、活川定着が囚難な ICTを導人する事業打については、導人,il'11hjの作成や取紕の突施に

あたって、怜小屶'働古事業「介護ロボットの開窕・火,11】1・゛〒及のプラットフォーム,喫業」の11怜炎

窓1_】や介護牛産性向上総介村1談センターに棚談することを挑奨する。

3 事業・導入スケジュール

イi j!煕

複リ式の看設,佃録を電子化することで、Ⅱ冏 200 枚から 300 枚の

川紙削減を兄込む。

小し込みはしたが活川できてい

期問( f,父ι)

令和 5年 ljjl H
~イ}不115年3 j1 31 Π

令和 5年4 打 H_1
~令1115年5 打 31 Π

防剖新姓のU々の'録業疹におい

て、 T・'吽きで行っているものとバ

ソコンで行っているものをi先い川

し、 1CT化を世めることで効*化

できる樂務が何なのかについて,沽

岡看設職n問で話し介いを始め、
課題を抽出した。

内

業



令和 5年6jΠΠ
~令和 5年7j] 31日

ンをしていただき、業務の流れか

ら記録までの業務のやり方を変史

することで効率化が図れる1・リ11が

つけられた。

令和15年8 j、1 1 Π

令和 5年8jj 31 Πー、^

現在導人している「ほのぼの

NEXI」がオンプレミス堺嶢で述JU

していることから、外部から既存

ネットワークに接紕する方法につ

いて、 NTT に相談し捉樂を受け

る。

令和 6年 ljjl n

~令和 6年2 jj29 「1

令不116年3 刀 1 Π

~令和 6年3 打 31 Π

各業岩から見祐りを取り、「1CT

導人支援事業費補助金」の巾'。

令和6年4打1Π

~令和7年3打31Π

ほのぼの NEXT rcarepalette

Nu「se」とタブレット「ipad」を
雌入。外部から接統できるよう礼

内のネットワークを冉枇築。

令和 7年4 j11日

~令和 8年31131 Π

外部からデータ人力できるように

業怖のオペレーション(Υ,定と火

紬の入力方法の変史)を変史す

る。

操作方松の勉強会を火施し、タプ
レットを川いて看没祀録業務を開
始する。

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

タブレット活川の進捗状況に介わ
せ、事業所内でパソコンやタブレ

ツトを川い看巡紀録以外の業務に

ついても作成できるようにしアナ

ログ業務を減らしていく。

ソフト:869,000

円ハード

421,820円

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年月までの取組)



2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

事

事

占

樂

介護サービスの郁類

名

1リi

導人する製品右・機器乳

導人時期及び介数

株式会礼アドバンス&ウェルビーイング

牢,

雌人Xはりースの別

※該当するbに0を'人

サービス付き品齢打向け什宅口和

【Ⅱ1業所排1}:伽71100675 】

事業概妾(意裟・Π的・

現在の削題点・述川力

法・職Uとの轡人意鞍の

」じイ])

ヰ、1定施設人1,!;古小活介護

取り扱いの周知徹底

介設記録方法の確認

ソフトウェア株式会社

Carepalctteipad 令和

導人により述成すべきΠ

標

(契約期問!駄・リース

打

介複"鉄は職Uの下,りきであった為、,11きりし含め時問がかかり

過ぎて負扣が大きかった。タブレットを使用した紀録システムを

導人することで複数の,1;類へ転"する時問が短締できる。

ほのぼの NE灯ケア総介"録システ

6年 lj1導人 f,定

導人により期1寺される効

牙ι等

利川行数

0」丹人後(捌年) 1年Π

タブレットを使用し休開、食事、排池、人浴等のイ,リ報が"録でき

る。

02年Π

,ι録や報告.11を電子化したことで作れた時問をケアに充てる。

03作Π

情蛾を北イiし迎抄yメ1刈りやすくなる。

職U数

(常勣換

算)

効果検.証のノj法(効架に

関するデータを客観的な

評仙指標にJ'づいて"

録)

卯

20.1

0導人後(翌年)]年Π

介池、看忽の,U鉄時問を削減できる。

02作Π

業枋引き継ぎの効*化が図れる。

03年Π

桁報北イiの効*化が図れる

年

nFE の利川"1'古のイj無

※該当する方に0を';ι人

Π琵のデータ登録方法及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当する方に0

を"人)

打 .^

イiの場介は、貝休的なデ

タ述携の内容、述携

先、述挑方法等

令和6年3月

導人後職Uの負扣帷減についてアンケートを火施する。

ICT機器納品

俳j吉'

年

使用機器の操作説明会

職員の教育期間
ケアブランデータ迎批シ

ステム利川小,清のイi無

※該当する力'に0売"人

文'11 址を半波させる.汁 11111

のイi無

心' 1雁

イi 夬煕

イiの場介は、只体的な文

.1卜の荷類や」ι込み址等

(登録ガ法);

※計1川の作成に当たっては、突施要綱第4条(D に示した資料等を参ぢに、導人による業務フロ

ーの見心し、導人を進めるための火施体制、職Rへの仙修,汁血や技術的な支援体制の柴備につい

て検討をljい、'必聾に応じて,;111川にも嘘り込むことがq{ましい。

なお、活川定着が囚難な ICT在導人する事業行については、導人.;11朔の作成や取紲の尖施に

あたって、jWヒ屶'働省Ⅲ業「介没ロポットの開窕・火"1・普及のプラットフォーム事業」の'11談

窓Πや介池小産性向 1:総介和談センターに+11談することを推奨する。

イ」,゛

イi ,'

3 事業・導入スケジュール

期問(ア定)

令1115年4 刀

令和5年5月

令和5年6月

介護記録状況の確認

冏題点洗い出し

内

令和5年8月

タブレット端末使用による記

録方法を検討

容

令和 5年12月

機種選定

令和6年1月

見積書事前協議書作成

絲費慨要

計画検討

令和 6年2月

ICT機器発注

業

却
ム



令和6年3月

効果検証

業務の見直し検討

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ーーーーー



2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

砥 業

事

打

業

介姓サービスの和顎

乳

1リi

導人する製品乳・機器名

導人時期及び台数

社会む井止法人悠愛会

名 1"刈發池老人ホームあこがれ

【尋f業所行〒IJ 067160033田

剛人Xはりースの別

※該当するガに0を,;ι人

介護老人む、諦止施設

那業概要(意i安・11的・

現作の問題点・述川力

法・職aとの導人意纏の

典イD

熊線LAN1川綵増設・式

姉APM-AX4RI : 10 台、 AT - SH230 -】8GP

ADT ; 1 台、 1LS-ADT- SHγ10:1 台)

令和 6年リj導人 r,定

11111

jj )

現在、各ユニットに 1 介の,祉鉄川パソコンが設置されている。

(2 階棟、 3 階棟各 4 台の'18 台),"録を"1うバソコンであるが、

Ⅲ一Πの衆境が不安定なため、バソコンを移動すると通イ,1が途中

で切れる、移動しなくとも人ノJ1Ⅷ而を開いたままにしていると送

受イ.1エラーが出るなどの不只介が川ている。

Ⅲ一Fi 環境を柴える肝で峨Uの不只介への対応と、スムーズな人

力業務、バソコンを移動しながらの人力業務を行うことでの業務
効*化を1刈ることができると判断した。

・リース(契約期問

利川行数

導人により逹成すべきΠ

標

職U数

(常勣換

算)

0町人後(聖年) 1年Π

・Ⅲ一Fi の安定した環境枇築偶i-Fi 環娩が安定しているかの硫

認)

・職Uの心的負11艸偸硫

業疹効*化

02年Π

・磁一Fi の安定した環嶢刷築

・職nの心的負川幌波

・業務効*化(ノートパソコンを移動しながら人力できることで

の人力時闇の短縮)

03年Π

・Ⅲ一Fi の安定した環境構築

・職nの心的負扣嵯減

・業務効*化(効*化できた特問をイi効活川)

9 0 名

3523R

53

年

2

絲費槻妾

8

,ι」、
1 1 、 ⅦS-

打

効果検証の方法(効果に

関するデータを客観的な

評価指標にj'づいて"

金A)

"、^

導人により期lbされる効

斗ι等

年

UFE の利川印諸のイj無

※該当する方に0を祀人

nFE のデータ登録方法及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当する方に0

を,ι人)

イ応ノ5

0導人後α1午) 1年Π

・磁一Fi 環娩が安定する41で、 1卜Fi が途中で切れる、通イ,;エラー

が出ないことで、職Uの紫苑的負川が,悔減。

02年Π

・ノートバソコンを移動しながらの人力を災施することで、人力

業疹の業拐効*化が1刈れる。

03年Π

・業枋効*化火施のフィードバックにより、効*化した時問等を
業務に活川できる。

磁一Fi環境が安定しているか確認すゐ、磁・Fi 環嶢による不共介が

確認出来た際に表にチェックをつけるなど"1視化する。

2年Π以降に業疹の流れの変化について比椴表を作成する。

リコージャ

パン株式会

社

ケアプランデータ述挑シ

ステム利用中詰のイi無

※該当する方に0を,,ι人

打の場介は、只体的なデ
タ述携の内奔、述挑

先、述挟方法等

リコージヤ

パン株式会

社

(登録ガ法)

屯Ⅱ

文,11・址を'r減させる,汁 1】川

のイij熈

ほのぼのNE灯からの CSV取り込み,

村

仰E

イiの場合は、共休的な文

,11の師類や見込み址等

.

※,汁1Ⅷの作成に当たっては、火施要綱第4条(D にボした資料等を参ぢに、導人による業務フロ

ーの兄心し、導人を匙めるための火施体1例、職Uへの仙修,汁11hjや技術的な支援体制の峡備につい

て検,;寸を行い、必要に応じて';11111」にも嘘り込むことが9!ましい。

なお、活用定着が囚難な ICTを導人する事業打については、遵人'汁1Ⅷの作成や取紕の火施に

あたって、厚生労働告事業「介護ロポットの開窕・尖'111・"及のブラットフガーム事業」の扣談

窓Πや介護小産竹向上総介棚談センターに扣談することを挑奨する。

事業・導入スケジュール

打
.

期問(予定)

5年6jl

~ 5年

HI

6 j] 30.Π

5年7刀

~ 5年

通信環境の確認

・現地翻査

(2階棟、 3階棟)

・通信環境整備に必要な捉案

HI

7j] 3]Π

内 イゞ

通信環境の榊築のために必要

な機器の選定・導入検討

見積書の作成依頼

①
心
①



5年12j] 1Π

~ 5年12 刀 3111

6年 ljl

~ 6年

10 H

Ij1 3】Π

商品の発注依頼

6年2j]

~ 6年

通信環境の構築

通信状況の確認

10 Π

2打 28 Π

整備出来次第運用

効果検証開始

支払い

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

リコージャ

パン株式会

社

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年月までの取組)

リコージャ

パン株式会

社

1,949,250円



2 補助事業計画書(1CT導入計画書)

事

事

打

業

介護サービスの柿頴

名

1リi

導人する製品名・機器名

導人時期及び台数

1矢療法人礼団願t蛍

名

雌人Xはりースの別

※該当する方に0を'人

,仂1Ⅲ看護ステーションゆざ

【喫業所打〒}}:0673200473

司1拠概要(意i妾・ 11的・

現在の闇題点・述川力

'去・職nとの導人意'綻の

共イD

,i方Ⅲ1宥.准

介';佐ソフトすぐろく Homc u !Ⅱ業所)

令和 5年Ⅱ刀導人 f,定

11み'"・.
(契約期問

j )'・ー・ー

導人により逑成すべきΠ

示

業務の効*化・枯報のタイムリーな共イiをΠ的としタブレットを

活川する。当ステーションは,山剖エリアが広く移動に時問を要す

るため,心鉄の簡粂化や仙帆共イjの効*化が課題。1C1 活用マニュ

アルを作成し職Uとの導人意綻を共イi、.訪剛時は】人 1 台タブレ

ツトを持参し活川していきたい。

利川打数

導人により期1寺される効

果牟;

0導人後α里年) 1年Π

マニュアルを活川しタブレット使川を習慣化する

02年11

タブレット使川を定着させ記録の飾業化を図る

03年Π

タブレット使川を允火させ業務の効*化を図る

峨a数

(常勤換

算)

36 人

効果検証の方法(効果に

関するデータ夜客観的な

評仙指標にJ'づいて,心

録)

4人

年

0導人後α契作) 1年Π

"鉄時闇の短縮とタイムリーな仙報共イi

02年Π

'矼録の質の向 1'

03年Π

時間のイi効活川により利川打数の増加

UFE の利川 111,清のイi無

※該当するガに0を"人

Π硲のデータ登録ガ法及

び CSV 取込機能の活則の

イi無(※該当するガに0

を'd人)

jl 一司、ノ

イiの場介は、只林的なデ
タ迎携の内容、述挑

先、述携ガ法等

・導入による看護記録方法の

見直し

なし

・利川打満足度朋介の突施

・1鞍U満足度朋介の突施

・Π誌へΠ々の活川状況を"録

年

導入しての効果検証

文 JI・壯を'"減させる'汁 11111

のイi無

ケアプランデータ述挑シ

ステム利川小'清のイi無

※該当するガに0を"人

なし

イiの場介は、嬰体的な文

,吽のlir1顎や見込み1止等

"四)

h 中)

※'汁1岡の作成に当たっては、尖施要綱第4条(1)にポした資料・等を参"に、導人による業務フロ

ーの見硫し、導人を進めるための突施体制、畷Uへの研修'汁1Ⅷや技術的な支援体制の整備につい

て検,i寸を行い、必優に1ぶじて'il'11h1にも幌り込むことがY!ましい。

なお、活川定着が1+1鄭な ICTを導人する那業打については、導人.汁1Ⅷの作成や取和の突施に

あたって、jリ小労働古出業「介没ロポットの開発・火'誠・"及のブラットフォームUf業」の相談

窓Πや介纏牛産性向1二総介扣談センターに扣談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

(登録ノj法);

イi

イ」

⑧

③

期問(Υ,定)

令和4年7刀

5年i'、^

なし

イ}1「巧年7円

5年.、^

1 11

9 jj

なし

令11巧年6j]

~ 5年

1臼

現在の問題点の抽出

タブレット導入Π的の宿呪忍

機種選定

導入計画の検討

使用者の意見聴取

HI

8打

内

令1【巧年9 刀

~ 5年

1 11

1目

8打 3】Π

?f

導入担当者決定

チーム体制整備

令和 5年

1 11

10 j] 31 Π

ICT活用マニュアル作成

令ln5年12

~ 6年

Π刀頃

絲費概要

なし

・1CT活用マニュアルに沿い

担当名より教育

令和 6年4 打

~ 6年

Π

なし

HI

j1 31 臼

すぐろくH0肥導入予定

なし

備ぢ

1 11

1リ] 30

業

]
3



令和 6年12 刀ΠJ

~ 7年Ⅱ j130

Π

令和 7年121ΠΠ

~ 8年Ⅱ j131

Π

・検証結果に基づいた業務改

善の取り組み検討

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

・検証結果に基づいた業務改

善の取り組み検討

・PNAサイクルを回す

ーーーーー

なし

なし

、



2 補助事業計画書(1CT導入計画書)

亊

那

業

り・

行

介艦サービスの柯!類

jリi

名 ラポール介同会社

導人する製品名・機器名

導人時期及び台数

名
【那業所播リ

附人Xはりースの別

※該当する方に0を"人

訪Ⅲ1看設Ⅲ業所

囲看巡ステ

0660890153

'}方1川粁,汝ステーションでは、(ハード 1エア】 Appleipad、ノート PC (1 十〒)【ソフト

ウ1刀ワイズマンすぐろく Home (1水業所)【設定、操作,晩明費用】ワイ

ズマン1DC 'bⅢリよ人料('叟定費川)、ワイズマン1DC すぐろく Home 操

作.託明1't川、タフ'レット設定1?川。

事業概安(意i塞・11的・現

在の剛題点・述川ガ法・畷

nとの轡人意鞍の共イ」')

令和 5年12 打導人・Υ,定

ソヨーノ

購人・リース(契約期問

現在、'汾1川府設では、複リ式の,心録川紙を使川しているが、事業所

にb↓つてからその記鉄川紙を見ながらハ'ソJンで"鉄内奔を人力して

いる。クブレットと山:川のリフトウエアで人ノJすることで、ヘ'ーハ'ーレス化と'id人

と人力の作業は人力のみにでき、作業削減ができる一患占様の状態

を共イiでき、緊急訪Ⅲ1等でイi効利川できる。

また、ノート PC に既存のソフトのアクセスキーを川いてワイズマン ASP にアクセスし

,仍剖看設ステーショシSP のデータとエウ"データを訪問先で人ノJできるように

する。情報の"録を告略でき、その場での訓挟等が奔易になる。

利刑打数

職 a 数

(常勤換算)

導人により述成すべきΠ

橡

45人

6人

年

0導人後(モ里年) 1年Π

操作説明会の火施と操作技術の習得

複リ式"鉄川紙の廃止

02作Π

既存看纓師人数でのご利川行の受人数の増やす(15%UP)

03年Π

看綾師人数の増nとご利川行の受人数を増やす(20%UP)

円~

導人により期1寺される効

牙ι等

年

効果検訶.のガ法(効果に関

するデータを客観的な諄

価指標にJよづいて"鉄)

0導人後(親年) 1年Π

複リi式"鉄川紙の廃止(ヘ'ーハ'ーレス化)川紙代削減

複リ式,延録川紙の記人作業の廃止(人力作業のみ)作業削減

イ占帆を訪剖粁没師と管"!打が同時に,坊囲先と事業所でjιること

ができ、適切な指ポによる防問看護のサービスが捉供できる

02年Π

看設師の"録の作業が嵯減できることで、訪問宥護の質を凡ナず

に件数を増やすことができる

03年Π

,坊岡看設の質を ltげ、イ'、頼を得ることで、利川行1浜の件数が

W1えることができれば,看設師を増aし那業を拡人できる。

サテライトの股羅を';11向する。

jl )

UFE の利川[11'青のイi無

※該当する方に0を,心人

nFE のデータ登鉄ガ法及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当するガに0を

,1ι人)

・複リ式'ι録川紙の川人費川の削減効果の検,;11

・,'鉄の人力のための時問外時問の削減の検証

・'山剖看護川数への"鉄集計による効果検誠

・砧帳共イiによる防岡府設の質の向 1二については、管"!古による

ご利刑"のヒアリングによる効果の検証

・ご利川老の件数の増加の検証

・看椎師の垪Uによる検証

ケアプランデータ述挑シ

ステム利川小,清のイi無

※該当するガに0を,'人

イiの場介は、只1本的なデー

タ述挑の内容、連携先、述

携ガ法等

イi 1無

(登鉄ノj松);

イ」 1nチ

文,11 1,{を'1モ減させる.il'1'11

の打無

ラポー

心' 1!N

イiの場介は、只体的な文,1ト

の師類や見込み址等

他の事業所との火鞁のデータ共イ」'による、ヘ'ーハ'ーレス化。

返bιの防止。

※,汁1111jの作成に当たっては、尖施要網第4条(1)に水した資料等在参冴に、導人による業枋フロ

ーの見心し、導人を迅めるための突施体制、職Uへの研修d'11,hiや技術的な支援休制の柴備につい

て検討を行い、必要に応じて'汁11111にも嘘り込むことがY!ましい。

なお、活川定着がIN排な ICTを導人する事業打については、導人,;1'11川の作成や取判の火施に

あたって、1Wヒ屶'働右那業「介股ロポットの開発・尖'証・杵及のプラットフォームU1業」の棚談

窓1_1や介没小産性向上総介棚談センターに棚談することを推奨する。

イi 無〔

,沽Ⅲ1看,護の複リ式"鉄川紙の"人の廃止。

,
Uレノ



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

令和5年6打

~令和 5年6jl

ICT委員会を立ち上げる。
・ソフトの調査と検討が必要と

いう意見があった。

・費用の面での試算が必要と

の意見があった。

【導入ソフトウエアの選定】

ワイズマン、カイホ゜ケ、アイポウの 3

つで豊用、操作性、仕様を調

査し関係者から確認してもら

つ LO

【導入機器の選定】

タプレット、ノート PC の機種を調

査し関係者から確認してもら

い承認を得た。ソフトをワイズマン

に決定したのち業者の選定し

見積りを依頼する。

内

5Π

2 0 11

令和応年6打 2 1Π

~令和5年6打 30 Π

絲費概要

令和5年7刀

~令利5年7打

見積りを精査し、納得のいく

説明がないため、相見積りを

検討したが、条件のハードル

高く難航した。

備吉

令和5年

3Π

2 5日

8打

業者の選定をめぐり、第一候

補業者とりイス、マンとからの了解

がでず、交渉を継続。

令和5年8打

~令1「15年81]

4" 令和5年度山形県ICT導入

支援事業豊補助金の募集の申

請準備に入る。

第二候補業者からの見積書の

承認を得る。

令和5年111」15臼

~令和5年12打末"

令和 5年8j12 8 Π

~令和5年9打 30 Π

7Π

2 5 Π

令和6年

~令和6年

令和5年度山形県ICT導入

支援事業費補助金の募集の申

請の作業期問をへて電子申請

を実施する。

令和5年10打

~令和 5年1 0j・]

1打

I jl

補助金交付決定後、ソフトウエア、

クプレットノート PC の導入。

操作説明会開催。

令和6年

~令和6年

現状の複写式記録用紙記入作

業と入力作業の再度検証調

査。ワイス'マンすぐろく Homeソフ

トの情報収集を行う。

1Π

3 1 "

2Π

1 6 H

令和 6年2jj

~令和 6年2j、1

ワイズマンすぐろく Home運用試

験の実施。ノートPC運用開

始。社内ICT担当者による

自社用操作マニュアル、業務

マニュアル等の作成

I jj

1刀

交付申請提出書類作成し提出

1Π

3 1 Π

1Π

2 8 Π

補助金交付申請手続き

令和6年3打

~令和6年3打

ワイズマンすぐろく Home実用試

験の帳告会の実施。課題の吸

い上げと対応策の検討を実

施。ノー1、PC の実用試験の評

価報告会の実施。

社内ICT担当者による自社

マニュアルの改訂。

令和6年4打

~令和7年3打

1日

3 1日

業務の状況分析・問題点の洗

い出しを報告会で検証し報告

書にまとめる。また、問題点

は対策案を立案し実施し、そ

の成果を検証する。

令和7年4j]

~令和8年311

1Π

3 1 Π

定期的な業務の状況分析を行

い、改善を推進させ時問短縮

を月指し、訪問時問が増すこ

とで業績アップを図る。

1Π

3 ]Π

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務
の見直し等について、以下の点を反映させること

業務に対するICT化の効果

を状況分析し、評価する。

ICTを活用した業務定着と拡

大を図り、看護師の増員を月

指す。同時にご利用者の件数

も増やしていく。

ーーーーー')

容



2 補助事業計画湃(1CT導入計画書)

出 業

事

行

業

介没サービスの種顎

乳

所

導人する製品名・機器名

導人時期及び台数

株式会社鈴人ファーム

名

購人父はりースの別

※該当するガに0を記人

b"業所番リ

ケアセンター

,扮Ⅲ1介護

事業概要(意i妾・11的

現在の剖題点・述川力

法・職nとの轡人意裟の

共イn

0670401397

マロニエ

ND ソフトウェア株式会村

ほのぼの滞XT IU琳人

令ln6年リj導人予定

匪1囚・
j j )

'力剖介池の訪Ⅲ1尖紬"録人ノJが下'11きとなっており"録川紙を

各畷Uから回収、硴認、.浦求業病に至る処則に非常に時問がかか

つている囲題がある。

システム導人により、職Uがスマートフォン・タブレットで訪

W突紬を人力することで、'治求までデータが述挑し、防剖メι紬の

電子化と、'消求業務まで・式管"!が出来るようになる為導人を検

小1している。

水件に関しては導人にあたり職Uへの1"d知を火施している。

導人により述成すべきΠ

標

リース(契約期問

利川行数

C11rpa l e t t eH0皿e

職U数

側竹切換

算)

尊人により期1寺される効

果等

0導人後(剛41り 1年Π

システムの"水操作の習熟

02年11

システムを活川したι11送りや指ポ

03年11

同・の1叫像等の枯報を共イiする

心人

5.1

年

効果検紅のガ法(効果に

関するデータを写観的な

評価指標に扶づいて"

録)

0導人後(習年) 1年Π

ペーパーレス化によって下.吽きを無くし介設職Rの負択を嵯減す

る

02年Π

"1送り、支持の時間短締

03年Π

り」'!.等の11111像や111込り U"貞のイ,'j報北イj化、紙ファイルの管理から
データファイルの管"!

刀 ".、ー

ケアプランデータ述携シ

ステム利川小'"のイi無

※該当する方に0在,越入

イiの場介は、只体的なデ

タ述挑の内奔、迎挑

先、迎携方法等

UFE の利川小,'のイ"熈

裟該当する力'に0を"人

nN のデータ登録ガ法及

び CSV 取込機能の活川の

イj無(※該当するガに0

売,1ι人)

年

導入担当者・チーム体制整備

システム導人前とシステム稼働後の残業時問の検'111
従業Uの心理的負捉幌減についての尊人前後のアンケート

文 i111止を'P減させる,汁 11川

の打無

令和6年3月

イj

実際にソフトを使用する者へ

のヒアリング

イiの場介は、只体的な文

,1:'の郁類やjι込み1止等

絲費概要

イi 麺tl

(登録ガ法) ,

h・匹司

回

※'寸11hjの作成に当たっては、尖施要綱第4条 a)に示した資料・等を参ぢに、導人による業務フロ

ーのjι゛し、専人を進めるための火施体制、職nへの仙修,il'11111や技術的な支援休制の柴備につい

て検';、1を行い、必要に応じて'il'11111にも嘘り込むことがV!ましい。

なお、活川延着が1村難な ICTを導人する事業行については、導人,汁1向の什成や取紕の火施に

あたって、jリ小ツ"動右亊業「介護ロポットの開発・ 1{'紙・ N及のブラットフォーム町f業」の棚談

窓Πや介纓小産竹向上総合扣談センターに相談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

ソフト導入時期

打

職員の習熟及び教育・研修計
画(マニュアル整備等)

侃j冴

阿

期問(予定)

令和5年4月

令和5年6月

令和5年7月

事業状況分析・問題点の分析

令和 5年7月末

内

ソフトの選定・導入計画の検

討

令和6年1月



令和6年7月

令和6年10月末

導入による介護記録方法の見

直し

効果検証と結果に基づいた業

務改善の取組検討

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見適し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年同までの取組)



2 補助事業計画書 U CT導入計画書)

獅 樂

班

行

業

介没サーピスの柯!類

名

jりi

轡人する製品名・機器名

導人時期及び台数

社会;岳祉法人みのり福祉会

名

購人Xはりースの別

崇該当する方に0を祀人

1"刈錠准老人ホームソラーナ

【事業所播り 0673000311

介池老人袖祉施股

XD ソフトウエア「ほのぼの N駅T

A即le lo.2 インチ ipnd 5 台

令和 6年 ljj導人 r,定

4f業概要(恵'i安・ 11的・

現在の闇題点・述川力

法・職Uとの導人意袈の

典イD

1琳・リース

Ⅱ

現在、スタッフルーム等特定の場j折で介護"鎚業莇を行うことが

多く、下'11'き文,ヰや転,;しが多い、"録業務を行う際にjι'小りが下

越になる、タイムリーな"鉄ができない、同時問術に,ι録業務に

従嚇できる職aが隈定される、などの,探題がみられる。

そのため水尊f業においてタブレット(介護ソフトをインストー

ル)を導人し、①転';df1寺問の削減、②丁・円き文.11の削減を1刈り、
③介池"鉄・'心録内容確認の効*化("録場所までの移動短縦、
1岫像祀録活川含む)を迅め、④他部料とのイ占帳北イi効*化(電子
化)も」ι込んでいる。

タブレットについては、補助Π的以外の使川防止及び利、物と区別

するため、業疹川であることを明硫に判別するための表ポ(シー

ル等による貼イ、D を行う。

1般aとの導人意裟の北イiについては、新しい介護"鉄システム検

,付会議を設け、介護 1ミ任・側談U ・施設ケアマネジャーなどから刷成さ

れる「コア会議」を打いながら、既心のグループケア検肘委U
・フロア会議等で1吊知を1到り、定期的に運川について11'i報共会

イi・課題粧"!等,}円し介いの場を設けていく。

利用打数

(契約期闇

Carc pnlette』 5台

職 U 数

し常勤換

算)

定↓1

80 名

36.5 人

導人により述成すべき門

桧

年 打 .^

0導人後α星年) 1年Π

タブレット及び Carepale比e 導人による新しい介護祀録システム

の操作ガ法習得

新しい介維肥録システムのルール化 Uゞイタル・食事・水分●非

池,d録を中心に)

02年Π

フルタイム勣疹職Uだけでなく、バート職U等も簡易な操作方法
が料得できる。

向像"鉄の活川ができるようになる。

03年Π

小し送りの電子化などによる、ベーバーレス化の推進。

年

導人によりWΠ寺される効

宋A孝

効果検,証の方法(効果に

関するデータを客観的な

諄価指標に茲づいて,,ι

鉄)

イjの効*化が図られる。

03年Π

タブレッ 1寸揣末を活用した、さらなる業枋收辨が1刈られる。

佑報共イiのスピードが上がり、より 111確な恬報共イiが"1能とな

る。

0導人後(製年) 1年Π

下,11き文,1;の削減、転,;ι時冏の削減。

介護"獄の効*化。("鉄場所までの移動、転,祀を含めて"鉄にか

かる時問などの短締)

感染対策等でゾーニングが必要な場介も、桁報共イiしやすくな

る。

02年Π

新しい介護"録システムが定碆し、印し送りや卓務述絡等仙報北

UFE の利用【1「諭のイi無

※該当する方に0を,延人

nFE のデータ登録方怯及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当するガに0

を'心人)

・導人前・導人後に介護・看護等従事打にアンケートを火施。

介倭"録に関する時冏(転,ι、"録のための移動時問も含む)、従

瑪打の満足度を検訶。

活川川例を施設内会議等で北イ]。

ケアプランデータ述携シ

ステム利川小.府のイi無

※該当するノjに0を"人

イiの場介は、具体的なデ

タ述携の内容、迎挑

先、述携ガ法等

イi 1熈

(登録ガ法) ,

機能で登獄

イj 夬煕

内 絲佐槻要 姉i占

文,11・挑を'r 減させる"1'1'11

のイi1熈

介設ソフト(ほのぼの NEXT)へ人ノJ し、 CSV取込

イi 旺

イiの場介は、具休的な文

,11の1而類やjι込み址等

」 111〔

※,il・1阿の作成に当たっては、尖施要綱第4条(1)にポした資判・等を参.号に、導人による業疹フロ

ーの見心し、導人を進めるための尖施体制、畷aへの研修,il'1111iや技術的な支援休制の柴備につい

て検,1、1を行い、必要に16じて'汁1叫にも俳り込むことがq!ましい。

なお、活川定着が囚難な ICTを導人する4{業者については、導人,i11Ⅷの作成や収紕の災施に

あたって、厚小労働古那業「介設ロボットの開窕・火"・"及のプラットフォーム肝業」の相談

窓1_1や介設条産竹向上総介村1談センターに相談することを推奨する。

3 事業・導人スケジュール

・ U'故蝦告,1:・など介姓ソフトで作成する文,11について、各}耶料分

のプリントアウトをせず、ソフト内で科齢忍できるようにしてい

く。

見込み1止:嚇故件数X各部料(8~10 枚1リ庚)分

・小し送りや那拐述鰯の桁報共打を、紙媒休もしくは11動伝達か

ら、介護ソフト・メール・サイポウズなどを活川したガ法に変史

していく。

jι込み址:速粘件数(Πに 5~10 件靴度) X各部'冉(5~10 枚

甲,1度)分

期問(予定)



令和1年度~継絖

令111 3年4 j・]~

業務の状況分析・剖題点の洗い出し。

「介股サービス事業における生産性向上に

資する力'イドライン」などを基に業疹改1耳

令和4年~

令1「巧年7 刀

多職郁で、 nFE迎携を中心に業膓'課題

や導人・活川を,1円し介うチーム体11俳柴備

(1ル打会議開催*)

令和5年秋~冬

タブレット(carepalette)、インカ

ム、ナースコール(見守り機能村き)等

尊入の検討・試行を複数回突施。現行の

凡沃のぼの K別T」活川法を11i科疏忍。

令和 6年リ」頃~

新しい介護"録システムに向けてコア会

議開俳。アンケート内容検'寸。

導入前の介護状況把握(職nアンケート

等突施)

機器操作ガ払について職a研修釧'11hj作成

令府16年4 jl~

令羽1 6年10 j、j ヤri

なし

タプレット・ carepalette 導人

操作方法等研修会開俳

令不11 7年4 j、1 ~

なし

マニュアル柴備、介護記録での活川

導人後の効果検証①(職Uアンケート等
突施)

業務改辨の取紕検肘(小し込り・恬報伝

達への活川に向けて)

令和 7年10 j]頃

Ξ1ξ任・フロアリー

グー・統括等

でチーム形成

なし

令和8年4刀~

業務改fリ・ヘ'ーハ'一以化挑進を念頭に、小

し送りや事莇述絡時も活川。画像紀録活

川。必要時仙修会開俳。

令和 8年10 j、]頃

上"に多畷柿

参加し、チー

ム形成

なし

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

1二紀効果検証②(職IUンケートまたは会議
で意見聴取)

管川!ノ〒・介

護・棚談R・

看護等従事打

新しい介護記録システム定着。

ヘ'ーハ'ーレス化推進のため、取矧検,{寸。

ーーー・ー・-1

¥881,650 (税込)

k,U効果検誠③(職Uアンケートまたは会議
で意見1憾取)

介護}三任・'11

談n ・施設ケア

マネジャ】など

なし

なし

新任職Uへは

舶時内部飢修

なし

*会議活刑

なし

なし

*会議のほ

か、法人全体

の会議も活川

なし

*会議活川

*会議活川

*会議活川



2 補助事業計画,井

事 業

事

"

業

介巡サービスの柿顎

乳

1リi

ICT導入計画書

導人する製品牢,・機器名

導人時期及び台数

社会む井止1厶人川四む,1祉会

老

剛人Xはりースの別

※該当するガに0を"人

41f別昼護七人ホームそよ風の森
【!Ⅱ業所播IJ :067260田52

4工業槻要(意義・f1的・

現πの制題点・述川ガ

法・職Uとの導人意鞍の

艾イD

介護老人福祉施設

XD ソフトウェア休欄ほのぼのケアパレット

アップル ipad l0 介購人 令111 6年1

導人により達成すべき11

標

1川・リース

jl

介護に関する紀鋒は、 J.モ水的にパソコン人力としているが、「阿定のパソコン

に民り人力していろため、介礁職Uの負扣となりていろ。タブレット導人に

より現場のどこでも人力が川来るよDになれば、業痛の伽醐化、職nの負扣

軒波にもりながる,

導人により棚1寺される効

果¥f

利川打数

0導人後や1■年) 1年Π

タブレット操件ノ"去のル1知、介設・看襲"録人力業務削減

02年Π

"録作業時問削波によるケアの質の向 1二、業銹の効*化

03年Π

';ι録作業1寺問削波によるケアの質の向トハ業務の効*化

(契約期問

職U数

州"切換

算)

効果検'il〔のノj法(効果に

関するデータを客観的な

評仙i指橡にj'づいて"

金R)

100 名

10 台附人

j1 川1人予li{

67 布
( 660

名)

0導人後(翌4下) 1年1-1

ペーパー削減、より正硫なりアルタイムでのイ,'1報北イiが出来る

02年11

jιJりやご利川打様とのコミュニケーションの時冏が多くなる

03年Π

同b

年

nFE の利川 111,清のイj熱

※該当するガに0を,心人

UFE のデータ登鉄ガ法及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当するガに0

を,'d人)

打 .、、J

絲佐概要

打の場介は、只体的なデ

タ述携の内容、述挑

先、述携方法等

補助金の内示

ケア向 1二委U会で介池nへのアンケート火施し諄価、検'1fを行
う。"鉄業膓に関して、"獄の場所を姜する時問、,祀録ノj法、ど
れぐらい負"M噛減につながったかを確認する。

機器導入。

使用機器説明会、研修会。

年

例i占

ケアブランデータ述携シ

ステム利川小'の打無

※該当するガに0を"人

文 i11 1止を半減させる,il'11111

のh、無〔

ケア向上委員会にて

導入3力月後の効果検証と今

後の業務改善の取り組み

イiの場介は、只体的な文

冉・の郁類や見込み址等

(登録ノj法);ほのぼの NεXT

制[・

※'汁1川の作成に当たっては、尖施要網第4条(D にボした資料等を参ぢに、導人による業務フロ

ーのjι1此し、導人を進めるための尖施休;1'、畷Uへの研修'汁11111や技術的な支援体1例の藥備につい

て検'付を行い、必要に応じて,;11岫にも嘘り込むことがY{ましい。

なお、活川定着が1相難な ICTを導人する事業打については、導人,i1仙jの作成や取紕の火施に

あたって、川小労働古那業「介准ロボットの開発・火,征・杵及のプラットフォーム事業」の相談

窓Πや介設小産竹向1二総介棚談センターに相談することをⅢ奨する。

事業・導入スケジュール

⑦

打

屯Ⅱ

どこでもタブレットに1貞接人ノJでき、見ることもできるため、

枯報共イiできる。ケース,;ι録を下'11・きで行い、人ノJ していたが、

タブレットで硫認できるので必要なくなる。ノ>までケース,心鎚、

排i世、食事、人浴等佃リj令利川者分(100 名分)を印刷していた

が、必要なくなる。

1111

期問( f,)上)

R5年4 月

R5年5月~6 阿

ケア向上委員会にて業務状況

分析、問題点洗い出しを行

う。タブレット端末導入によ

る記録方法の検討

R5 午 8月

内

R5年10月

ケア向上委員会にて職員から

意見聴取、機種選定、導入計

画の検討。

容

R6年1月~2月

事前恊議書の作成、捉出

R6年4月~5月

⑦
畷
@



R6年7月~8月

R7年1月~2月

ケア向上委員会にて

導入6力月後の効果検証と今

後の業務改善の取り組み

R8年1月~2月

ケア向上委員会にて

導入 1年後の効果検証と今後

の業務改善の取り組み

R9年1月~2月

ケア向上委員会にて

導入2年後の効果検証と今後

の業務改善の取り組み

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ケア向上委員会にて

導入3年後の効果検証と今後

の業務改善の取り組み

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年月までの取組)



2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

事

事

打

業

介設サ

宇,

1リi

導人する製品名・機器名

導人時期及び台数

株式会社奥山商店

ピスの桶類

名

購人父はりースの別

※該当するガに0を"人

グループホームスマイルしぱはし
bⅡ業所番リ:0脚120083 】

Ⅱf業概要(意、i安・Π的・

現在の問題点,述川ガ

法・職Uとの導人意裟の

共イD

認知症ヌ"ぶ型共同牛活介護

介護ソフト・・・ワイズマン 1 D C

タブレット・・ODS TA2C-DR94R

令和 5年12jj導人 f,凝ι

!!{,」

打

弓ι在は介護'氾録を令て下,11、きで"人し、紙媒体で保管している。

同じ内容の,1ι鉄を別の,11顎に転"したり、'祉録の,U人や管"!にか

かる時闇が多い状況にある。

介池,氾録ソフトの導人・斤{人力の活刑により、業病の効*化・

職Uの負"1嵯波を1川りケアの質を向 ltさせることができる。

導人により達成すべきΠ

・リース(契1匁期冏

'

利川者数

0導人後(リ1年) 1年Π

機器の使川方法を習熟し、業務の効*化を1刈る。

02年Π

,延鉄業拐にかかる時問を削減し、心接ケアの時問を増やすことが

Cきる。

03年Π

ケアの質の向 1.と、働きやすい臓場環境の枇築。

職'1数

(常勣換

算)

すぐろく Tablet ・1{;

台

18 名

19 名

(16.フ

名)

導人により期1寺される効

果等

年 jl

0導人後α・1年) 1年Π

"録業獅の短縮、ベーパーレス化。

02年11

人jパ打とのコミュニケーションやアクティビティの時問を増やす

ことができる。

03年Π

人j',;ノ;の満足度の向 1二、剛鮖卸弔の低ド。

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当するガに0

を,;ι人)

.^

効果検,祉のガ法(効果に

関するデータを客観的な

評佃1指標1こ荘づいて,ι

録)

年

ケアプランデータ述携シ

ステム利川ホ,沽のイi無

※該当するガに0を"人

打の場介は、只体的なデ

タ速挑の内容、述携

先、迎携方沽等

U陀の利川小,11のイi無

※該当するガに0を心人

U露のデータ登鉄方法及

導人後令職U向けにアンケートを火施。

,;ι録業枋にかかる時問や負川嵯減に繋がっているか、ケアの質の
向上に向かっているか効果検.証していく。

①

文,11 耻を'争波させる,i11111i

のイ"抵

1111

絲賀概要

システムの導入

職員の操作指導、試験運用

イj

①

イiの場介は、具体的な文

'11,の荷類や」ι込み址等

.

(登鉄力,幻

※釧1Ⅷの作成に当たっては、尖施要網第4条(1)に水した資判・等を参3に、導人による業務フロ

ーの見心し、導人を進めるための火施体制、畷Uへの研修'汁1111jや技術的な支援休1Ⅲの粧備につい

て検.;寸を行い、必要に応じて'汁1111jにも俳り込むことがY!ましい。

なお、活削定着が囚難な ICTを導人する爪業打については、導人,汁1冊の作成や取組の火施に

あたって、厚*ヴ打動告事業「介護ロボットの開窕・メ{'紙・ N及のプラットフォームU工業」の+11談

窓11や介護乍産性向上総介棚談センターに扣談することを挑奨する。

3 事業・導入スケジュール

巾Ⅱ

①

,

介護"録(食4f・排1Ⅲ・健冴ι観察・絲過';ι鉄)や業疹Π誌(Π

報), 111込り・水川についてデータ人力・管理在行なうことによっ

L、 1ユニットにつき 1Πあたり約 6 枚の,祉録物を無くすことが

できると見込まれる。

市1〔

期問(予定)

R5年6jj

R5年.^

イ'i冴'

R5年8jl

~ R5年

UI

7j1 31 Π

R5年8 jl

HI

8 j」 21 H

状況把握・問題点の抽出

ソフト・タブレットの送定

R5年

内

25 H

職員への説明、意見聴取

提出書類の作成

10 jl

R5年12Jj 111

~ R6年リj 31Π

事前恊議書の提1"

機器の発注~納品

災



R6年2jj

R6年2jl

HI

1 Π~

運用の開始

検証及び見直し

職員へのアンケートの実施

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目までの取組)



2 補助事業計画書(1CT導入計画書)

ボ 業

事

打

業

介没サービスの郁類

名

jリi

導人する製品名・機器名

導人時期及び台数

社会む,1;止法人長j1才吊祉会

名

雌人Xはりースの別

※該当する方に0を.心人

1"刈擾巡老人ホーム慈光園
業所排リ:0俳1500122】

老人福祉施股

事業概姜(意綻・Π的・

現介の剖題点・述川方

法・畷Uとの導人意襲の

典イD

む,件止jι開獄【見るツチⅣ】

令IU5年12 刀導人予定

邑芭____^・リース
j])

各部枕のステーションにおいて、福祉見聞鎚(介巡用ソフト)を

使川し、食Ⅲ、排紲、バイタル、ケース,延鎚などの管Nを行って

おります。食Ⅱ1や排せつ、バイタルなどは、紙ベースの様式を使

川し"人後、押当職nがk井止見聞録に人力をする作業を行ってお

ります。 Bιるツチ】を導人することで、その場での人力ができ、

ペーバーレスの火施や職nの負担嵯減にもつながります。

※各部智・での業務負川を"'1愈し、タブレットは 21 台の1川人を行い

ます。

導人により達成すべきΠ

【事

フ」亡

タブレット・'式1!ル人 2】
.ι'、
「、1

利川打数

(契約瑚問

職U数

し常勤換

算)

導人により期1寺される効

果等

0導人後(?材年) 1年Π

効巣的に機器を活朋できる

02年Π

身休的負州の帷減及び事疹作業時闇の短耕

03年Π

無駄なく業務が遂行できる

160 人

胎人

年

効果検舐の方法(効果に

関するデータを客観的な

部仙指標にノ'づいて"

全大)

0導人後(習年) 1年Π

タブレットを活川することで、業獅の効*化が図れるとともに、

負担力刊燃戒する

02年Π

業務の効*化を鬨り、那務作業時問の短締を関ることができる

03年Π

職Uの精神的・身体的負川幌波による蹴城*の低ト

打 ●■、]

ケアプランデータ述携シ

ステム利川ι11"iのイi無

※該当する方に0を,把人

イjの場介は、只体的なデ
ータ述携の内奔、述携

先、述携方法等

Π托の利川Ⅲ論のイi無

※該当する方に0を,心人

U見のデータ登鉄ガ法及

び CSV 取込機能の活川の

打無(※該当するガに0

を'氾人)

年

交付決定後

機器の選定・導入計画の検討
職U満足度や身体的負"1幌減の1',!度等訓介のため、勿リ1及び年度
ボにアンケート訓介を尖施。

絲佐概要

文,{1耻を'1を減させる釧'11hl

のイi無〔

【イ】

機種の選定及びデモ機の提案

機器及び剛入業者の選定

機器の購入

会議等での機器活用方法の研

修【カ・キ】

イflj 、,15'

イj

@

イiの場介は、只体的な文

,1:・のliE類や見込み址等

(登獄方法);智井止jι開鉄

※.汁1舸の作成に当たっては、火施喪綱第4条(1)にポした資料等を参号に、導人による業疹フロ

ーの見lnし、導人を迩めるための突施体制、職Rへの研修'汁11hjや技術的な支援休制の柴備につい

て検.付を行い、必要に応じて,汁両にも嘘り込むことがY!ましい。

なお、活川定着が囚難な I CTを導人する事業ノ〒については、導人訓 1111jの作成や取紕のリι施に

あたって、厚牛ヴ村動省事業「介護ロボットの開窕・火.祉・ N及のプラットフォーム琳業」の和談

窓Uや介設生産竹向上総介相談セシターに棚談することを挑奨する。

3 事業・導入スケジュール

1"1

,

イj

仙チ

期問(Υ,従ι)

令和5年4月

令和5年5月

令和5年6月

専門委員会内で「介護ロポッ

ト・1CT研究チーム」編成

【ウ】

内

令和5年7月

業務においての問題点、課題

の洗い出し【ア】

容

令荊15年8月

介護ロポット・ NT研究チー

ムを中心に、各部署の会議に

おいて意見を聴取【エ】



令和 5年 H 月~令和

5年12月を目途に機

器購入

購入後、部署会議での効果検

証を基に研究チームでの効果

検証(定期的に実施)【ク】

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見適し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当~
者・チーム休制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研修計画

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年同までの取組)



2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

心

Ⅲ

業

業

行

介池サービスの稱頴

jリi

乳

導人する製品名・機器名

遵人Π寺期及び台数

タ,

株式会礼タイヨウ

ソーレ天唯

【斗f業所番1}

購人Xはりースの別

※該当するガに0を,'人

介護列坊1寺定施.没人j,,;行小活介池

スマホ(SH.M20AX.B)8 台及び1,'.]辺機器'式、

アクセスポイント迫加 7か所(APWAPS、AG1266DHP7 台、 HUB

BS・GSL2008P 2 台)

令和5作 12刀遵人予定

0671600773 】

剛人リース(契約期問

班業概要(意、筏・11的・弓ι

作の問題点・述川ガ1ム・職

Uとの導人意綻の共イi)

意義・目的・現在の問題点;

介股ソフトを導人して弓ι作はタブレットやを使って人力在村っ

ていますが、タブレットでは大きすぎ、 PC では持ち述びが川来な

い等の制題があります。劼室した際や、介助した場向場而で人力す

るためにはコンバクトなスマートフォンがいいとスタッフからル

が 1:がりました。また、館内 Wi.fi環境が恕く今回スマホを導人す

るにあたって環嶢を強化したいとぢぇております。

運用方法

勤務しているスタッフにスマホを持たせて、介護ソフトへの人力

をスムーズに行う。また、蔀一人力もすることにより人力が楽にな

る。

職員との導入意義の共有;

介池ソフトの人力にあたり、現作はPC とタブレット完使川して

いるが、持ち述びが楽なスマホを導人して欲しいとのスタッフから

希甲があった。さらに、館内のWi・Fi環境が恕く、タプレットもつ

ながりにくいj,,:室もあったため、 wi.fi の強化もスタッフから ltが

つております。

利用占数

職 U 数

C常勤換算)

42 名

年

22.7 人

打~

導人により達成すべきΠ

標

年

導人により棚1寺される効

果等

j l )

0導人後α契年) 1年Π

・スタッフ闇の意思疎通の効*化と無駄な動きの削減によりスタ

ツフの心身負択の,峰減。

02年11

・スタッフ闇の恵恕、疎通の効*化と無駄な動きの削波によりスタ

ツフの心身負IHの,畔減。

03作口

・スタッフ問の意思疎通の効*化と無駄な動きの削減によりスタ

ツフの心身負IHの悼減。

効果検証の方仏(効巣に関

するデータを客観的な評

価指標にJ'づいて"録)

0導人後(聖年) 1年Π

・業務の効*化と業疹負撹幌減。スタッフの心身負川の,降波。

02年Π

・業務の効*化と業疹負択幌減。スタッフの心身負"1の嵯波。

03年Π

・業務の効*化と業傷負川嵯減。スタッフの心身負担の嵯減。

nFE の利川川,清のイi無

※該当する方に0を,記人

nFE のデータ登録方法及

び CSV 取込機能の活川の

イ"抵(※該当する方に0在

,心人)

価D 介護時冏の短締、11τ接・問1妾負州の・際波効果、介護従事行(利

川お)の満足麼、収支の故汚等について、Π々の活川状況が確認で

きる羽誌等を川いるなど他の介設サービス爪業゛〒等の参打となる

べき内容等

ケアプランデータ迎挑シ

ステム利川小"iのイj無

※該当する方に0を祀人

打の場介は、只休的なデー

タ連挑の内奔、迎挑先、述

携方法等

イi j熈

(登鉄方法)

文'11 1,t を'1モ減させる,il'11111

のイi無

イi 11Ⅱ

イ」

イiの場介は、!!.休的な文,11

の郁類や見込み1止等

※'h叩の作成に当たっては、火施喪綱第4条(D に永した資1斗等を参ノラに、導人による業務ワロ

ーの見心し、導人を進めるための突施体制、職Uへの仙修.;1'1向や技祁Π杓な支援休制の繋備につい

て検,;、1を行い、必要に応じて.汁1川にも特り込むことがq!ましい。

なお、活川定着が1相難な ICTを導人する小業門については、好人,'1'1川の作成や取糾の火施に

あたって、川小労働告亊業「介懲ロポットの開発・火,誠・杵及のプラットフォーム事拠」の'11談

窓1、1や介護生産性向上総介+11談センターに棚談することを扣.奨する。

,1"

①
介護ソフト(TRITRUS)を導人しており、介没"録をはじめ各

文'牛類と,靜求等をソ亡管j,1!して文,11類の削滅に努めております。

11Ⅱ



3 事業・導入スケジュール

期問(・予定)

2020年2月10~

2020年211 1日~

2023年6 j1 15 0 ~

20器年6 j] 30 Π

スタッフからスマホ導入希望あ

り。

内

2023年8円 1 Π~

2023年8 " 28 0

PC とタブレットの使用頻度、

不只合の剥杏。

容

2023年12 j] 1 0 ~

導入する場合の台数の検証と見

積り依頼

2024年1 111日~

2027年3 11 31 0

補助金事前恊議古の作成、提

出。

絲費概要

交付決定後、すぐに発注。(予

定)

スタッフヘアンケート調査(予

定)

偏i'与'

スマホ水体その他

+骨伝導イヤフォ

ン+AP増設=

9釘,040円(税"の

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

ーーーーーι



2 補助事業計画書(1CT導入計画書)

業

亊

打

業

介股サービスの師類

名

1リi

導人する製品名・機器名

導人時期及び介数

ヰ!f定井暫利活動法人米沢油友会

名 グルーブホームピュアグローブ

【事業所播1}:0俳0400脇田

購人Xはりースの別

※該当する方に0を"人

事業概優(意綻・11的・

現在の岡地点・述川ガ

沽・畷nとの導人意英の

典イn

(介俊判リD 認知症対応剛北同小活介護

【"人例】・介世ソフト名 j勺琳人令和5年10 打導人予定

ND ソフトウェア株式会礼ほのぼのXE灯 2台分、

ケアパレット 1 台分、ケアパレット川タブレット 1 台、 wi-ti 設

{前

導人により達成すべきΠ

雌・リース

j]

'

職nの業枋の効*化と、業枋の負11艸肖咸を関ることで、利川占に
関わる時闇を増やすことが川来、サービスの質の向 1:や事故防止

に繋げていきたい。

利川占数

0導人後(習年) 1年Π

令職Uがパソコン及びタブレット操作が川来る。

02年Π

'11知i作成など"鉄作業の嵯滅、桁郁の共イi化を門滑に行い、

峨aの負川,畔波及び業務の効*化を1刈ることが出来る。
03年Π

ソフトの機能を活川し、介護事故を波らすことが川来る。

(契約期問

職n数

(常勤換

算)

導人によりWΠ寺される効

果等

9名

8老

(フ.2 名)

0導人後(習作) 1年Π

令職Uがシステムについて列!解し、人力作業がスムーズに川来るよ

うになる。

02年Π

人力作業に慣れ、時問短紺が川来る班で利川行の↓古丁り等の時問が

増え.る。また、仙報ハイiの円滑化が1"来る!"で、多職柯{連挑の強化や

サービスの質の向上を岡ることが出来るようになる。

03年H

ソフトの機能を活川し、窕小した介護a1故等についてUf巣所内また

は法人内の喫故防止委R会で班故内容を粘作・分析することで、介護

事故の減少及び那故防止の効果が1切1!f川来る。

年

効果検証の方法(効果に

関するデータを客観的な

部価指標にJ'づいて,己

鉄)

刀~

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当する方に0

を,iι人)

ケアプランデータ連携シ

ステム利川小耐のイi無

※該当する方に0を"人

イiの場介は、只体的なデ

タ述挑の内容、池挑

先、述挑ガ法等

年

nFE の利川[11,治のイi無

※該当する方に0を"人

UFE のデータ登鉄ガ法及

仙D 介維時問の短締、心接・問接負担の幌波効果、介護従事占
(利川行)の満足度、収支の改i哮等について、Π々の活川状況が

確認できるΠ誌等を川いるなど他の介没サービス亊業者等の参月
となるべき内容等

0現」牙職Uにヌ、1して、使川感等についてのアンケートを行い、導
人後どのような効果を感じることが川来たかを把握する。改辨点
については次年度の課題とし、現場職Uと恊議をしながら検村を
していく。 1,268,400円

イi

文'1r い.を半波させる,1'11可

のイij弧

11Ⅱ

イi

h、 1熈

打の場介は、具体的な文

,11・の1爪類や見込み址等

引Ⅱ

(登録ガ法);

※,;1【Ⅷの作成に当たっては、火施要綱第4条(D に永した資料等を参ぢに、導人による業膓フロ

ーの見心し、導人を進めるための尖施休制、畷Uへの研修,;1'11川や技術的な支援体1何の柴備につい

て検肘を行い、必要に応じて'汁1川にも衞り込むことが望ましい。

なお、活川定着が1村雌な I CTを導人する串業打については、導人,il'仙iの作成や取組の突施に

あたって、 jリ小労働古U工業「介没ロポットの開允・メι,'1〔・,〒及のプラットフォームUf業」の棚談

窓Πや介纏小産竹向1二総介柳談センターに扣談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

⑦

バイタルチェックの'氾録や業拐11誌、利則打佃人のケース祀鉄

など、Π々の'心録樂枋にかかる時問がT■ミ出来る。

1111

期冏(Υ,定)

令千115年7 門 10 Π

~令和 5年8j] 31 Π

令ln 5年9 j」 1 Π

~令ネΠ 5年11 刀 30 Π

令和 5年12j1111

~令ネ11 5年12 j1 31 Π

0ICT機器導人についての打ち

介わせ開始

0機種避定

0ICT導人支援那業費補助金小,冶

挺川

内

イ》1n 6年 ljj 1 Π

~令和 6年3 打 31 Π

イ手

0喫業所力iの ICT遵人択当占送定

令洞16年4 刀Π1

0ICT導人支援事業n補山令の

交付決定

0ソフト、タブレット等機器の窕

注

0村・n 環境の整備

.'、^

絲費槻要

0タブレット等機器導人

0使川方法についての研修会火施

0ソフト導人推備(基本股定等)

0ソフト述川開始

備ぢ



※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年同までの取組)



2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

出 業

事

占

業

介股サービスの柯1顎

名

}折

導人する製品名・機器を,

導人時期及び介数

11定井僧利活動法人米沢消友会

仏

川人父はりースの別

※該当する方に0を心人

グループホームピュアフォレスト

【Ⅱf業所番 1}:067040074田

事業概要(意鞍・Π的・

現作の冏題点・述川ノj

法・職Uとの導人意綻の

北イi)

(介世判坊)認知症対応剛共同小活介纓

【'氾人例】・介纏ソフトfi lU朏人令利 5年10 打導人予定

XD ソフトウェア株式会村_ほのぼのXE灯・ケアバレット2台分

ケアバレット川タブレット 2 台、村-1i 設備

導人により逹成すべきΠ

標

剛人・リース

刀

畷aの業務の効*化と、業務の負川帳減を1刈ることで、利川者に

関わる時問を増やすことが川来、サービスの質の向上や慕故防止

に繋げていきたい。

利川"数

0導人後(翌年) 1年1_1

个職nがハソコン及びタブレット操作が出来る。

02年Π

,1「顎作成など.氾録作業の嵯減、恬報の共イi化を円滑に行い、

職Uの負担嵯減及び業務の効*化を鬨ることが川来る。
03年Π

ソフトの機能を活刑し、介巡那故を減らすことが川来る。

(契約期間

導人により期イ寺される効

果等

職U数

(常蜘換

算)

18 名

N仏

{13,8

名)

0導人後(製年) 1年Π

令職Uがシステムについて則飢し、人力作業がスムーズに出来るよ
うになる。

02年Π

人力仟樂に慣れ,時開短糊が川来る事で利川打の見'丁り等の時問が

増える。また、佑報貝イiの円滑化が川来る事で、多職神述携の悔化や

サービスの買の向 1:を1町ることが川来るようになる。

03年H

ソフトの機能を活川し、発小した介纓Ⅲ岐等について瑪業所内また

は松人内の斗U劇劣止委n会で事故内容をネh仟・分析することで、介趣

班故の波少及び事故防止の効米が朔待川来る。

年

効果検';1[のガ法(効果に

関するデータを客観的な

部価指標に栞づいて,ι

録)

び CSV 取込機能の活川の

打無(※該当するガに0

を"人)

打 i、ー

ケアプランデータ述携シ

ステム利川小,清のイi無

※該当する方に0を"人

イjの場介は、具休的なデ
タ述携の内奔、述挑

光、述挑方法等

年

UFE の利川小.油のイj無

※該当する方に0を心人

nFE のデータ登録ガ法及

例)介設時闇の短細、心接・問接負担の,修減効果、介設従事行
(利川打)の満足度、収支の收澤等について、Π々の活川状況が

確認できるΠ誌等を川いるなど他の介設サービス事業お等の参劣
となるべき内キ¥等

0現」牙職Uに対して、使川感等についてのアンケートを行い、導
人後どのような効果を感じることが川来たかを把批する。改再点
につぃては次年度の課題とし、現場職Uと恊議をしながら検肘を

していく。

h' 1熈

内

イi

文'1;・址を'1モ波させる,司・1山i

のイi無〔

令1【16年リ1 HI

~令洞16年3 打 31 Π

11托

イ]

容

イiの場介は、只体的な文

,1「のli1類や↓ι込み1止等

11聶

0出業所力jの ICT導人押当行送定

令千116年4 j・H n

(登鉄ガ松);

※'什1岡の作成に当たっては、火施要繼第4条(D に水した資料等を参色に、導人による業務フロ

ーの兄lnし、導人在進めるための火施休制、職Uへの研修'汁11川や技術的な支援体制の整俳につい

て検';寸を行い、必要に1ぶじて';111h1にも嘘り込むことがq!ましい。

なお、活川定着が困難な ICTを導人する事業舌については、導人'汁1阿の作成や取紲の尖施に

あたって、厚*屶'働古事業「介護ロボットの開発・突,証・"及のプラットフォーム事業」の村1談

窓Uや介護小産竹向上総介杣談センターに相談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

0ICT導人支援班業伐補助釡の

交付決疋

0ソフト、タブレット等機器の窕

江

Owi-1i 環境の峡例j

^

⑦
バイタルチェックの,祀録や業務口誌、利川行佃人のケース"鉄

など、"々の"鉄業疹にかかる時問が半減出来る。

絲費概要

111[

0タブレット等機器導人

0使川方法についての仙修会火施

0ソフト導人邦.備(基本設定等)

期闇(丁,定)

0ソフト述川開始

令111 5年7 jj l0 11

~令ネ11 5年8 j] 31 11

偏jみ町'

1,450,400円

令1115年9 j] 1 Π

~令不115年1リ1 30 「1

令和 5年12 j] 1 臼

~令不11 5年12 j1 31 11

0ICT機器導人についての打ち

介わせ開始

0機柯!送定

0ICT導人支援事業費補助令小'

鎚出



じ・ーーーー

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること



2 補助事業計画書 q cT導入計画書)

事 業

事

打

業

介誰サ

宇,

1リi

導人する製品名・機器名

労人時期及び台数

ビスの郁類

ヰ寺定非営利活動法人米沢沽友会

乳 小規椣多機能ホームぴゅありす通町

【・!Ⅱ業所番リ:0釣040010田

叱人Xはりースの別

※該当するガに0を"人

小業概要(意'i妾・ 11的・

現征の剖題点・述川ガ

法・職aとの迫人意設の

共イD

(介池列リD 小脱模多機能刑居宅介姓

{,;ι人例】・介,渙ソフト名・式川人令和 5年10 刀導人予定

XDソフトウェア株式会社ほのぼのXE灯 3台分

ケアパレット 1 台分、ケアパレット川タブレット 1 台、 M-fi'役

制1」

導人により述成すべきΠ

標

附・リース

打

職Uの業痛の効*化と、榮拐の負扣嵯亦'夜「刈ることで、利川゛1に

関わる時間を甥やすことが川来,サービスの質の向 1二や事故防止

に繋げていきたい。

利川行数

0導人後や器年) 1年Π

令職nがパソコン及びタブレット操作が出来る。

02年Π

'11類作成など"録作業の帷減、枯般の北イi化を門滑に行い、

職Uの負担・悌減及び業拐の効*化を1刈ることが出来る。

03年Π

ソフトの機能を活川し、介護41故を減らすことが川来る。

(契約期問

職U数

側竹ψ換

算)

轡人により期1寺される効

↓1ι争干

29 名

12 名

111.フ

宇゛

0導人後(聖年) 1年Π

令職RがシステムについてN餅し,人力作樂がスムーズに出来るよ

うになる。

02年Π

人力作業に慣れ、時開短締が川来る事で利川打の見'Jり等の時問が

則える。また、佑般只イiの円滑化が川来る班で、多職柿述携の弧化や

サービスの質の向 1二を1幻ることが川来るようになる。

03作Π

ソフトの機能を活川し、充中した介護Ⅲ故等について事業所内また

は払人内の事故防止妥R会で辨故内容をlh査・分析することで、介渙

辨故の減少及び辨故防止の効巣が期1寺川来る。

年

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当するガに0

を,1己人)

効果検飢のガ法(効樂に

関するデータを客観的な

評価指標にJ'、づいて祀

全ι)

刀 .、.ノ

ケアプランデータ述携シ

ステム利川 111'清のイi無

※該当するガに0を心人

イiの場介は、只体的なデ
ータ述挑の内容、述携

先、迎携方法等

年

UFE の利川小,行のイi熊

※該当するガに0を"人

Π託のデータ登鉄ノj法及

例)介雄時問の短縮、1n接・冏按負川の幌減効果、介没従水打

(利川芥)の満足度、収支の改辨等について、 U々の活刑状況が

確認できる日誌等を川いるなど他の介護サービス事業者等の参冴

となるべき内容等

0旦μU畷Uに対して、使川感等についてのアンケートを行い、導

人後どのような効果を感じることが川来たかを把挑1する。改再点

については次年度の課題とし、現場職Uと恊議をしながら検肘を
していく。

絲費概要

0タブレット等機器導人

0使用ガ法についての仙修会火施

0ソフト導人半備 U'ポ設定等)

0ソフト述川開始

イi

文,1「址を'r波させる,;11山1

のイi無モ

俳j'ぢ'

1Ⅲ

打

1,805,810円

打の場介は、只休的な文

,11の荷類や見込み址等

イi 11圧

11Ⅱ

※計11可の作成に当たっては、火施要網第4条(D にボした資料・等を参努に、導人による業務フロ

ーの見1貞し、導人を進めるための尖施体制、職Uへの仙修,汁岡や技術的な支援体制の狭備につい

て検付を行い、必要に膳じて,,h佃にも嘘り込むことが望ましい。

なお、活川定着がIN難な I CTを尊人する事業ノ1については、導人.「l'11可の作成や」収紕の1ι施に

あたって、jwk屶'働t"Ⅱ業「介股ロボットの開発・メι,'・"及のブラットフォーム事業」の杣談

窓Πや介護牛産竹.向 1:総介棚談センターに扣談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

(登録ノj法);

⑦

バイタルチェックの胤録や業務11誌、利用'仙人のケース"録

など、日々の,延鉄業枋にかかる時問力やr減川来る。

巾Ⅱ

期間(Υ,定)

令利 5年7 jjlo "

~令和 5年8 jj31 "

令和 5年9j」 1 Π

~令和15年 H j] 30日

令1【巧年12 j1 1 Π

~令和巧年12 打 31 Π

0ICT機器導人についての打ち

介わせ開始

0機肌選定

0ICT導人支援鄭業費補助金小諸

鎚出

内

令和16年1 打 1 Π

~令和 6年3 j、1 31 Π

?f

0Ⅲ業所ωのICT導人扣当打逸定

令洞16年4刀 UI

0ICT導人支援41業喪補助金の

交付決定

0ソフト、タブレット等機器の窕

注

Owi-fi 環境の柴備

..、"



※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ーーーーー



2 袖助事業計画書 a cT導入計画書)

出 業

事

打

業

介設サービスの神顎

乳

jリi

導人する製品名・機器乳

導人時期及び介数

牡定非営利活動法人米沢消友会

名

雌人父はりースの別

※該当するノjに0を.;ι人

小規椣多機能ホームぴゅありす大町

【4f業所排1}:0釣040013田

事業概映(意鞍・11的・

現在の削題点・述川ガ

法・職Uとの導人意裟の

北イD

(介維列リD 小規模多機能川U'宅介護

【,心人例】・介綏ソフト名・式剛人令和 5年10j」導人Υ,定

ND ソフトウェア株式会礼ほのぼのXE灯 3 台分

ケアバレット 1台分、ケアパレット川タブレット】台

専人により達成すべきΠ

標

川む人・リース

打

職Uの業枋の効*化と、業務の負川幌減を鬨ることで、利川占に
関わる時問を増やすことが川来、サービスの質の向 1:や舉故防止

に繋げていきたい。

利川お数

0導人後(翌年) 1作Π

个畷Uがバソコン及びタブレット操作が川来る。

02年Π

,"'類作成など,延鉄作業の帷減、イ占報の北イi化を門滑に行い、

職Uの負川,條減及び業楞の効*化を岡ることが出来る。
03 午 11

ソフトの機能を1舌川し、介護U↓故を減らすことが川来る。

(契約期問

導人により期1寺される効

樂等

職U数

(常蜘換

算)

部名

N名

{11.8

名)

0導人後(習年) 1年Π

令職UがシステムについてH!飢し,人力作業がスムーズに川来るよ

うになる。

02年11

人力作業に慣れ、時問短糊が出来る班で利川行のj古丁り等の時問が

増犬.る。また、恬桃共イjの門滑化が川来る事で、多職liR連挑の強化や

サービスの質の向上を図ることが出来るようになる。

03年11

ソフトの機能を活川し、允小した介設事故等について事業所内また

は松人内の喫故防止委U会で小故内容を粘査・分析することで、介池

事故の減少及び事故防止の効果が期1刷Ⅱ来る。

年

効果検,il〔のガ法(効果に

関するデータを客観的な

評価指標にJよづいて,延

録)

" "画、^

ケアプランデータ述携シ

ステム利川 111'冶のイi無

※該当するガに0を祀人

イiの場介は、只体的なデ

タ述携の内奔、述携

先、述携方法等

年

Uπの利川 111,冶のイi熱

※該当するノjに0を"人

Π見のデータ燮鉄ガ法及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当するノJに0

を"人)

令111 6年 l jl 】 11

~令和 6年3 打 31 Π

伊D 介没時問の短縮、心接・問接負扣の嵯減効果、介没従事打
(利川占)の満足度、収支の改辨等について,日々の活則状況が

硫認できる日誌等を川いるなど他の介池サービス出奬占等の参"
となるべき内容等

0現場職Uに対して、使川感等についてのアンケートを行い、導
人後どのような効果を感じることが川来たかを把蝋する。改辨点
については次午度の課遡とし、現場畷Uと恊議をしながら検肘を
していく。

容

0事業所何のICT導人川当占避定

令11】 6年4 打 1 臼

0ICT導人支援瑪業佐補助令の

交付決定

0ソフト、タブレット等機器の充

注

0柄一質環境の粧俳

.^

文,1;1,1;を半減させる'1血

のイ"熈

絲費概要

0タプレット等機器導入

0使川ガ法についての仙修会火施

0ソフト導人推備(基本設定等)

イi

0ソフト述川開始

打の場介は、具体的な文

'11・の柯!類や見込み1止等

Inl

イi j!煕

※,汁1岡の作成に当たっては、火施要刑第4条(D にポした資料等を参"に、導人による業疹フロ

ーの見心し、導人を進めるための火施作制、職aへの研修';11Ⅷや技術的な支援休制の整備につい

て検肘を行い、必姜に応じて'.;11川にも衞り込むことがq!ましい。

なお、活川定着が1村辨な ICTを導人する弓1業行については、導人,;1'1川の作成や取知の尖施に

あたって、川生労働告事業「介護ロボットの開発・火';止・杵及のプラットフォーム東業」の村1談

窓1、1や介没生産竹向 1:総介棚談センターに扣談することを挑奨する。

3 事業・導入スケジュール

(登鉄ガ法);

41Ⅱ打

⑦

侃卜ぢ

バイタルチェックの"録や業務Π誌、利川打佃人のケース"録

など、Π々の,ι録業疹にかかる時問が'r減川米る。

11Ⅱ

1,766,210円

期冏(Υ,質ι)

令ネn 5年7 門 10 Π

~令ln 5年8 j1 31 Π

令11巧年9 jj 】 11

~令ネ「1 5年11 j1 30 1_1

令111 5年12 jj 1 Π

~令111 5年12 j1 31 Π

0ICT機器導人についての打ち

介わせ開始

0機種送定

0ICT導人支援水業費補助令小,清

ξ止'1,

内



※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目までの取組)



2 補助事業計画書(1CT導入計画書)

那 業

班

古

業

介護サ

名

1リi

叫人する製品を,・機器名

導人時期及び台数

^ ビスの樋類

ヰ!f定非僻利活動法人米沢消友会

名

購人Xはりースの別

※該当するノjに0を"人

小規椣多機能ホームぴゅありす金池

【uf業所番り・:0的040ON田

Ⅲ業概要(意i安・ 11的・

現作の問題点・述川力

法・職Uとの導人意鞍の

共イ"

(介護列坊)小規模多機能剛居宅介護

【"人例】・介設ソフト名 1勺職人令和 5年10 打専人予定

XD ソフトウェア株式会礼ほのぼのXE灯 3 台分

ケアパレット 1台分、ケアパレット川タブレット 1台

導人により逑成すべき11

標

購

刀

畷Rの業務の効*化と、業務の負択嵯減を図ることで、利川行に

関わる時問を増やすことが出来、サービスの質の向上や事故防止

に繋げていきたい。

・リース(契約期問

利川"数

0導人後α・1臼り 1年Π

令城nがパソコン及びタプレット操作が川来る。

02年Π

'11顎作成など,延録作業の幌波、仂帳の北イi化を"滑に行い、

職Uの負扣叩暫咸及び業務の効*化を図ることが出来る。

03年Π

ソフトの機能を活川し、介纓IN牧を減らすことが出来る。

導人により期1、'jされる効

架等

職R数

側竹ψ換

算)

25 名

12 名

(8.7 名)

0導人後(々・1年) 1午Π

个職nがシステムについて判!解し、人力作業がスムーズに川来るよ

うになる。

02年11

人力作業に慣れ、時問短縮が川来る事で利川打の↓上1り等の時闇が

増える。また、恬報共イjの円滑化が川来る出で、多臓柯1述携の強化や

サービスの質の向 1二を1河ることが川来るようになる。

03年Π

ソフトの機能を活川し,充牛した介懲事故等について事業所内また

は払人内のⅢ故防止妥U会で事故内容をネ'介・分析することで、介護

辨故の減少及び粁故防止の効果が期1寺川来る。

年

,

効災検.;1[のノj法(効果に

関するデータを客観的な

諄側i指標にjよづいて心

録)

打 '.、ー

ケアプランデータ述携シ
ステム利川印,'のイj無

※該当する方に0を,己人

イiの場介は、熊体的なデ

タ迎携の内容、述挑

先、述携ガ法等

年

nFE の利川小.清のイi無

※該当するガに0を"人

Π郎のデータ登鉄方法及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当するガに0

左"ι人)

価D 介姓時問の短締、11'〔接・闇接負柳の帷減効果、介准従事行
(利Ⅲお)の満足度、収支の改辨等について、日々の活用状況が

確認できるΠ誌等を川いるなど他の介維サービス事業占等の参冴

となるべき内奔等

0現場職Uに対して、使川感等についてのアンケートを行い、轡
人後どのような効果を感じることが川来たかを把握する。收i1〒点
につぃては次年度の,深題とし、現場職nと恊議をしながら検肘を
していく。

文'11 址を'r 減させる,Ⅱ'1111j

のイi1紙

0ソフト述用開始

イ応冴'

打

1,790,750円

イiの場介は、具休的な文

,1「の肌頴や兄込み1止等

巾1「

イi j熈

※,〒1仙1の作成に当たっては、火施要縞第4条(D に水した資料等を参ぢに、導人による業務フロ

ーの兒心し、導人を進めるための火施休制、峨Uへの研修計1Ⅷや技術的な支援休制の柴備につい

て検,付を行い、必要に応じて引 1111iにも嘘り込むことがY!ましい。

なお、活川定着がIN排な ICTを導人する那業打については、導人,il'1川の作成や取剥の火施に

あたって、厚小労働古事業「介,池ロボットの開発・火'征・"及のプラットフォーム来業」の杣談

窓Πや介護牛産竹向上総介相談センターに側談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

(賢鉄ガ法) ,

パイタルチェッケの,d鉄や業務Π誌、利則J11.,,1人のケース,U録

など、Π々の"鉄業務にかかる時朋が'r減川来る。

1Ⅲ

期問(予定)

令1115年7 Ⅱ 10 Π

~令l「1 5年8 j」 31 Π

令刃15年9 j」 1 Π

~令刃15年Ⅱ j130 Π

く、チ1巧年12 j] 1 11

~令11巧年12 j] 31 Π

0ICT機器導人についての打ち

介わせ開始

0機樋選定

0ICT導人支援水業費補助令小'

1,',1,

内

ニ)和 6年 ljj 1 Π

~令111 6年3 j] 31 Π

容

0事業所何のICT導人扣当行送定

令1Π6年4円 HI

0ICT導人支援Ⅲ業費補助釡の

交刊決疋

0ソフト、タブレット等機器の窕

注

0村・質環境の柴備

ー^

絲費概要

0タブレット等磯器導人

0使川方法についての研修会火施

0ソフト導人準備σよ本設定等)

Ⅱ
"

肌
ハ

一
」イ



※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ーーーーー



2 補助事業計画1}(1 CT導入計画寓)

事
υ,

Ⅲ

占

業

介池サービスの{爪類

名

jリi

導人する製品名・機器乳

導人時期及び介数

4"ι非'片利活動法人米沢消友会

名

購人父はりースの別

※該当するノjに0を"人

米沢沽友会へルパーステーション

【U1業所排 1}:0670401793】

串業概要(意i塞・Π的・

現仟の岡題点・述川方

法・職Uとの導人意裟の

共イD

,汾岡介護

Π、常小活総介出業・'{刎川刑サービス

【,'d人例】・介股ソフト名 1勺朧人令和 5年10 打導人 f,定

ND ソフトウェア株式会礼ほのぼのXEXT 1台分

ケアパレット2台分、ケアバレット川タプレット2 台

導人により達成すべきΠ

標

1噛・リース

打

職Rの業獅の効*化と、樂務の負机幌減を図ることで、利川行に

関わる時問を則やすことが出来、サービスの質の向 1二や出故防止

に"都ナていきたい。

利川者数

0導人後(翌年) 1年Π

令職Uがバソコン及びタプレット操作が出来る。
02年Π

円類作成など"録作業の嵯減、情帳の共イi化を円滑に行い、

職Uの負捉嵯減及び業拐の効*化を図ることが出来る。

03年Π

ソフトの機能を活川し、介設事故在減らすことが出来る。

(契約期問

導人により期イ寺される効

果等

職U数

(常勤換

算)

器名

巧名

(フ.2 名)

0導人後や1■年) 1年Π

令職Rがシステムについて理創し、人力作業がスムーズに出来るよ

うになる。

02年Π

人力外業に慣れ、"問短矧が川来る堪で利川打のjと小り等の時問が

増える。また、仙報只イiの円滑化が川来る辨で、多職机述挑の強化や

サービスの質の向 1二を1川ることが川来るようになる。

03年Π

ソフトの機能を活川し、允小した介設事故等について事業所内また

は松人内の事故防止委U会で事故内容を粘介・分析することで,介投

事故の波少及び辨岐防止の効果が期イ寺出来る。

年

効果検'il[のガ法(効果に

関するデータを客観的な

評仙i指標に jよづいて';d

全向

刀 .'、^

ケアプランデータ速携シ

ステム利川小術のイj無

※該当する方に0を紀人

イiの場介は、只休的なデ

タ述挑の内容、述挑

先、述挑方法等

年

絖佐概要

UFE の利川小.冶のイi無

※該当する方に0を紀人

Π露のデータ登録ガ法及

び CSV 収込機能の活川の

打無(※該当するノjに0

を,祉人)

0タプレット等機器導人

0使川方法についての研修会火施

0ソフト導人叩,備(基水股定等)

0ソフト述川開始

価D 介池時問の短縮、心接・問接負捉の,祥減効果、介巡従班行
(利川打)の満足度、収支の改辨等について、日々の活川状況が

確認できる11誌等売川いるなど他の介設サービス事業占等の参占

となるべき内容等

0現場職nに対して、使川感等についてのアンケートを行い、導

人後どのような効果を感じることが川来たか在把握する。收辨点
については次年度の課題とし、現場職Uと恊議をしながら検肘を
して'いく。

文'じ址を'r減させる'il'岡

のイij鞭

休i吉'

打

1,247,5如円

イiの場介は、只休的な文

'1卜の何i類や見込み址等

d11[

h'典1モ

※'汁1岡の作成に当たっては、突施要網第4条(D に水した資料・等を参"に、導入による業務フロ

ーの見心し、導人を進めるための火施休制、職Uへの研修.汁11h1や技術的な支援休1例の柴備につい

て検'付を行い、必要に応じて,汁1Ⅷにも幌り込むことがY!ましい。

なお、活川定着が1村難な ICTを導人する斗工業行については、導人,il'1川の作成や取判の火施に

あたって、 jリ,11労働省U1業「介,淡ロボットの開窕・尖'i11.・"及のプラットフォームⅡ1業」の杣談

窓Πや介護乍産竹向 1二総介和談センターに扣談することを扣.奨する。

3 事業・導入スケジュール

ぴ劇染方法)

⑦

イj 1匹

,

バイ

など、

11Ⅱ

タルチェックの'越録や業務Π誌、利川行佃人のケース,祉録

日々の祀録業疹にかかる時問が半減川来る。

期問(Υ,定)

令111 5年7 j」 10 Π

~令和 5年8 刀 31 Π

令和巧年9 打 HI

~令和巧年Π打 30 Π

イ)111 5年12 j] 1 Π

~令111 5年12 j1 31 11

0ICT朧器導人についての打ち

介わせ開始

0機肺遣定

0ICT導人支援班業費補山金小,清

1止出

内

令洞16年1刀 UI

~令和6年3打31Π

奔

Ouf業所址の ICT導人IH当行送定

令ln 6年4 j] 1 Π

0ICT導人支援Ⅲ業費補助金の

交付決定

0ソワト、タプレット等機器の充

注

OM一質環境の繋俳

'.、ー



※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見迫し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年月までの取組)



2 補助事業計画冉 a cT導入計画書)

水 業

事

占

¥・

介護サービスの蒜類

名

1リi

導人する製品名・機器名

導人時期及び台数

1"心非営利活動法人米沢消友会

名 デイサービスセンター消ら家

【Ⅱ{業所番り・:0釣040029田

雌人Xはりースの別

※該凹するガに0を"人

地域帝腔剛通所介池

印常小活総介瑪業・池所型サービス

事業概喫(意鞍・Π的・

現在の問題点・述川力

法・職Uとの専人意吸の

共イD

{,;ι人例】・介,護ソフト名・式川人令和 5年10j」導人Υ,定

ND ソフトウェア株式会礼ほのぼのNE灯 1台分

ケアバレット 3 介分、ケアパレット川タプレット 3 台、 M-n 設

佃li

導人により迷成すべきΠ

標

購・リース

jj

職Uの業務の効*化と、業務の負}印修減を図ることで、利川打に

関わる時問を増やすことが出来、サービスの質の向 1二やⅢ故防止

に繋げて'いきたい。

利用者数

0導人後 e喫年) 1年Π

令職Uがパソコン及びタブレット操作が出来る。

02年11

,吽灯i作成など,ι録作業の'峰減、情報の共イi化を円滑に行い、

職Uの負川帷亦ミ及び業膓の効*化を図ることが川来る。

03年11

ソフトの機能を活川し、介纓事故を減らすことが出来る。

(契約期問

職U数

側"切換

算)

導人により期イ寺される効

果等・

15 名

4名

(4.0 名)

0導人後 e器年) 1年Π

令職aがシステムについて理飢し、人ノJ作業がスムーズに川来るよ

うになる。

02年Π

人力作樂に慣れ、時問短紺が川来る事で利川'の見'小り等の時冏が

則える。また、枯報兵イiの円滑化が川来る事で、多職靴述挑の強化や

サービスの質の向 1二を1刈ることが川来るようになる。

03年11

ソフトの機能を活川し、窕小した介纏事故等について事業所内また

は松人内の班故防止妥U会で事故内容を粘介・分析することで、介腰

班故の波少及び小故防止の効果が期待川来る。

年

効果検,'1[のノj法(効果に

関するデータを客観的な

評価指標にノ'づいて.祀

録)

jj

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当するガに0

在"人)

.■、ー

ケアプランデータ速携シ

ステム利用小,治のイi無

※該当する方に0を"人

イiの場介は、只休的なデ

ータ述携の内容、述携

先、述挑ガ法等

年

nFE の利j"H1Ⅲ'}のイi無

※該当する方に0を,祀人

nFE のデータ登録ガ法及

仙D 介維時問の短縮、心按・問接負IHの,祥減効果、介纓従車行
(利川行)の満足度、収支の改辨等について、ロ々の活川状況が

硫認できる日誌等を川いるなど他の介護サービス事業占等の参ぢ

となるべき内奔等

0現場職Uに対して、使川感等についてのアンケートを行い、導
人後どのような効果を感じることが川来たかを把擢する。改汚点
については次年座の課題とし、現場職員と恊議をしながら検討を

していく。

イi

文'1:址を'r減させる'汁11町

のイij熈

11Ⅱ

イi

イi l!煕

打の場介は、共体的な文

,1:・の郁類や見込み址等

(登鉄方法);

※,汁1咽の作成に当たっては、火施要繼錦4条(D に水した資料・等を参占に、導人による業務フロ

ーの見11'〔し、導人を進めるための火施イ杓円、職Rへのωf修'汁11h1や技術的な支援体制の整備につい

て検肘を行い、必要に応じて"11fhjにも嘘り込むことがYほしい。

なお、活用定着が困帷な ICTを導人する事業者については、導人'什11111の作成や取紕の火施に

あたって、序牛屶'働古事業「介設ロボットの開允・突訓1・ N及のブラットフォーム那業」の柳談

窓"や介設生産竹向上総介扣談センターに相談することを川奨する。

3 事業・導入スケジュール

の

バイタルチェックの.叫鉄や業務Π誌、利川お佃人のケース,祉録

など、Π々の,延鉄業務にかかる時問が平波出来る。

11Ⅱ

期問(予父ι)

令和 5年7 門 10 Π

~令ln 5年8 打 3]Π

令1115年9 刀 1 Π

~令ネ115年" j」 30 Π

令刃15年12 j1 1 "

~令111 5年12 j1 31 Π

0ICT機器導入についての打ち

介わせ開始

0機締送定

0ICT導人支援小業費補助令小,冶

拠川

内

令11】 6年リ」 1 11

~令111 6年3 j1 3]Π

容

0事業所1ルの ICT導人川当占送定

令1116年4 j1 1 Π

0ICT羽・人支援事業費補助令の

交村決疋

0ソフト、タブレット等機器の発

注

0Ⅵ一fi環境の整備

ー、^

絲佐概要

0タブレット等機器導人

0使川方法についての仙修会突施

0ソフト導人川備σよ本股定等)

0ソフト述川開始

侃i冴'

1,729,990円



※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業
務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績祁告から3年Πまでの取組)



2 補助事業計画苫(1CT導入計画書)

班

事

業

業

打

介護サービスの報頴

1リi

名

導人する製品名・機器名

町人時期及び台数

名

山形11,耕邪怜行初祉中活協同細介

川人Xはりースの別

※該当する方に0を"人

R"業所番1}:0670701432 】

デイサービスセンターみどり

班業概妾(意"没・11的・現

在の問題点・述川ノj法・職

Uとの導人意鞍の典イD

通所介雄

{,己人例】・介護ソフト名・1U雌人令和 5年10 打導人Υ,定

訊liscman デイ川ケア.;ι録&すぐろく

(契約期問購人・Jース

導人により述成すべきΠ

標

"録簡業化ソフトを導人することにより、"獣に優する時問を古略

すると共に、職Uの下,11きによる'矼鉄管Nのストレス嵯減、並びに

職nの'鉄管Nスキルアッブ。利川打との関わりに要する時間を増

やし、 1足{ルサービスの質の向上を図ることをΠ的とします。

0導人後(リ野司 1年門

システム導人により、職Uの,目録管"!の帷減を鬨ると

共に、,;ι鉄管"!に対するスキルアッブを鬨る。

02年Π

'心録の簡永化により、利川打へのサービスの質の向ヒを

1刈る。

03年Π

ICT活川による利刑行1"々のサービスに対する分析

や評仙iを行い、史なるサービス捉供の質を向 1二させる。

利川者数

職 a 数

(枇弧切換算)

導人によりWΠ寺される効

牙ι等

35 名

年

9.52

打~

効果検,辻のガ法(効果に関

するデータを写観的な評

価指標にJ、1,づいて,;ι全幻

0導人後(翌年) 1年Π

峨Uのスキルアップ

02年Π

サービスの資質向上

03年口

佃拐小けービスの資質向 k

年

イiの場介は、只休的なデー

タ述挑の内容、述携光、述

携方法等

Π門の利川 111川ケのイi1熈

※該当するガに0を"人

Π托のデータ豐鉄ガ法及

び CSV 取込機能の活川の

打無(※該当するガに0を

,延人)

jl )

文'ヰ址を'手減させる'汁1111j

のイi無〔

仰D 介殴Π寺冏の短締、1貞接・問接負捉の嵯減効来、介護従事行(利

川冉)の満足度、収支の改況等について、Π々の活用状況が確認で

きるΠ誌等を刑いるなど他の介護サービス事業打等の参門となる

べき内容等

ケアプランデータ述甥シ

ステム利j1川1.浦のイi無

※該努する方に0を"人

イiの場介は、!ι体的な文,1;

の斬類や見込み1止等

@

※,汁11可の作成に当たっては、尖施優綱第4条(D にポした資料等を参門に、導人による業疹フロ

ーの見心し、導人を進めるための火施休制、職Uへの研修'汁11hiや技術的な支援体制の整備につい

て検肘を行い、必妾に応じて削'1向1こも嘘り込むことが9!ましい。

なお、活川定着が1村難な ICTを導人する事業岩については、導人'寸11hjの作成や取紕の火施に

あたって、厚生屶イ動告事業「介護ロボットの開窕・火.河・"及のブラットフォーム事業」の扣談

窓Uや介設乍産性向上総介椚談センターに棚談することを推奨する。

(登録ノj法); wiseman

イ」1〔

①

@

述覇械、業務1_1誌、 1"別ケア,祉録等

1"1

111E

イi



3 事業・導入スケジュール

期問(丁,定)

令和 5年7月280~ 現在デイサービスの記録管理は

全て于書きで行っております

が、手書きに要する時問と労力

に対する職員の負担が大きく、

記録に姜する時問の簡索化を図

ることで作業効率を良くして欲

しいとの要望が職員からあった

為記録簡素化ソフトの導入を進

めることとなった。

令和 5年8月4Π~

内

令和 5年8月210~

現行の介護保険請求に関するソ

フトを導入していた株式会社ワ

イズマンヘタブレットを利用し

ての記録管即が川来るソフトは

ないか相談した処、この度導入

する予定のソフトを提樂してい

ただいた。

絲費概要

令和 5年9円 120

デイサービス管皿者・生活朝談

員・主任看護師・主任介護員に

よる職貰者に対し、提案いただ

いたソフトのカタログに栞づい

て説明を行った給果、尊入のガ

向で進めて欲しいとの要望があ

つた為導入を決定とした。

備劣

令和 5年12 " 1日

導入にあたり、令和5年度山形

県ICT導入支援事業贄補助令小

詰も行っていることを説明し、

職員より早期に導入川来るよう

進めてもらいたいとの要望があ

つた為、株式会礼ワイズマンヘ

述絡し導入の意向を伝えた。

令和 6年3 " 1日~

当口を尊入Υ,定口と光えており

ます。導入することで日々のデ

イサービス日誌、及びサービス

捉供記録に要していた手出きの

時問を短締すると共に、職員の

記録ストレス負担桜減を図るこ

とを当初のΠ的とします。

令和6年4円]ロ~

導入から3か"で、タブレット

端太による記録管鄭に変史した

ことで職員の負担がどの程度幌

減川来たか、また、記録簡素化

によりどの稗度の時間を利用者

様への対応にあてることが出来

たかを検証します。

ソフト導入による記録簡索化を

行ったことに作い、令和 6年度

介護保険制度改正に向けたサー

ビス提供の見直しや新たな加算

算定も視野に入れた人員・設備

等諾体制の見直しを行い、事業

所全休及び職員のスキルアップ

を図ることΠ的とした事業展開

を進めていきます。また、職員

の負担が棒減されているかメン

タルヘルスケアを行い、負担が

生じているようであれば改轡策

を検討していきます。

令和 6年12円 1日~ 導入から'年は絲過しますの

で、導入したことによる記録管

鯉データ梁約。記録管理を簡素

化したことにより、利用者様へ

のサービス提供にどのような影

糾を及ぽしたかを諄価し、業務

内容の見喧し、サービス提供内

容の見直しを行います。

令和7年4"10~

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務
の見直し等について、以下の点を反映させること

システム導入により見えてきた

課題等を11j度検討し、利用者数

に応じたサービス提供の見直し

や人員体制の見直し、記録管鯉

だけでなく、現場での介護レベ

ルで必要と思われるロボット等

の導入も検討し、職員の負担柊

減を図ります。

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実

施、ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目までの取



2 補助事業計画書(1CT導入計画書)

嚇

東

業

業

"

介護サービスの柯1類

1リi

名

導人する製品名・機器仇

導人時期及び台数

名

山形↓1ι1珂齢行智井止小活恊同雜介

雌人Xはりースの別

※該当するガに0を,ι人

{1"業所需1}:0670701424 】

指疋1"1宅介設支援那業所みどり

事業概要(恵義・11的・現

征の幽題点・述川ガ法・職

Uとの導人意鞍の北イi)

通所介没

【,;ι人例】・介維ソフト名 IU瑶人令和 5年10 "導人Υ,定

Wiseman j',1宅川すぐろくケアマネ

導人により逹成すべきΠ

標

(契約期問!山人・ Jース

1人休制の居宅介護支援事業所ということもあり、ソフトを導人す

ることにより祀録管"!の鮪業化、及びケアプラン作成時問の短縮を

【刈り、利川行様への対応が円滑に迅められることをΠ的とします。

0導人後α里年) 1年Π

システム導人により、利川占様へのサービス捉ポ門滑化を関る。

02年Π

',ι鉄の簡●1化により、支援の質の向 1二を図る。

03年Π

ICT活川による利川゛1'Ⅷ々のサービスに対する分析

や舒価を行い、必要と.思われるサービスの提似を允突させる。

関述機関との迎携を円滑に行えることをΠ的とする。

利m行数

導人によりWHJされろ効

架等

職 U 数

(常勤換算)

35 名

年

1.0

効果検刷1のガ法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基'づいて"録)

打~

0導人後(翌年) 1年Π

峨Uのスキルアッブ

02年Π

佃別支援の允火化を1刈る。

03年Π

関述機関との述携を円滑に行うと共に、柔軟な佃別支援対応が

行え_ることを11的とする。

UFE の利jU11{術のイi無

※該当するガに0を'心人

U昨のデータ凝鎚方法及

び CSV 取込機能の活川の

イj無(※該当するノjに0を

,己人)

年

イiの場介は、只体的なデー

タ述携の内容、迎携先、述

挑方法等

jD

例)介維時問の短締、心接・闇接負択の帷波効果、介凄従出"(利

川占)の満足度、収支の收辨等について、Π々の活川状況力杯雀認で

きるΠ誌等を川いるなど他の介護サービス事業行等の参"となる

べき内容等

文'11・1止を半波させる.il'11川

のイi1熈

ケアプランデータ述携シ

ステム利川小'のイi無

※該当するノjに0を,心人

イiの場介は、只休的な文,11

の柿類や見込み1止等

h、 1岻

h'円1モ

※,汁岫iの作成に当たっては、突施要網錦4条(1)にポした資料等を参ぢに、導人による業柄フロ

ーの見心し、導人を進めるための尖施作制、畷Uへの研修,il'11h1や技術的な支援休1,11の柴備につい

て検,1寸を行い、必要に応じて'汁1Ⅷにも幡り込むことがq!ましい。

なお、活刑定着が1村難な I CTを導人する事業行については、導人,11・1川の作成や取判の火施に

あたって、厚乍屶'働告事業「介設ロボットの開窕・ 1ι'誠・"及のプラットフォーム專業」の相談

窓Πや介護乍産竹向 1二総介棚談センターに扣談することを推奨する。

(登鉄ガ法);

①

イj

1',1宅サービス.ih1111,11、サービス捉似票、,防剖,己録等

勺Ⅱ

11圧



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

令和 5年7 " 280~ 令和5年5"よりひとりケア

マネ体制が続いており、求人を

出しても応募が全く無い状況の

中で、ケアマネージャーの負担

が人きくなっている為、モニタ

リングや訪問の際にその場で記

録入力とケアプラン提示を行う

ことはできないかとケアマネー

ジャーからの要望があった為、

効率よく業務が進められるよう

なソフトの導入を検討した。

内

令和5年8"40~

容

令和6年8H210

.^

絲費概要

105,600円

デイサービス同様に現行のソ

フトを導入していたワイズマン

へ相談した処、業務効率を改哲

できるソフトを提案していただ

いた。

令和 5年12 " 10

ケアマネージャーへ捉案いた

だいたカタログを荘に導入の提

案を行い、ケアマネージャーと

しての要望と合致した為導入を

決定とした。

俳i二ぢ'

当口を導入予定口と冴えており

ます。導入することでひとりケ

アマネ体制で業務を遂行するに

あたり、モニタリングやケアプ

ラン提示の際の電子サインによ

る時問短縮、及び氏療機関や多

職師との連携がその場で取れる

等の業務効率を改遮し、ケアマ

ネの負担柊減を図ることをH的

とします。

令和 6年3 冴 1日~

令和6年4打1日~

令和 6年12円 1日~

導入から3力月で記録の簡索化

をすることでどの程度作業効寧

を改筈することが出来たか効果

検証を行います。効果検証を行

い、次年度に向けての課題・問

題点を明確にし、ソフトを活用

した ltでどの程度利用者へ対応

河能か、体制も含めて見直しを

行います。

ひとりケアマネによる居宅介護

支援事業所の問題点を改誓川来

る様、複数体制による居宅介護

支援事業所の運営を図ることを

同的とした事業展開を行いま

す。

導入から1年経過したことで見

えてきたケアマネの負担桃減の

11i確認、及びこの時点で複数休

1Ⅲに整備川来ているかわかりま

せんが、ケアマネを採用し、よ

り多くの地域二ーズに対応川来

る居宅介護支援事業所として運

営出来るような事業所作りが川

来るよう、史なる業務効率化を

図る為には何が必要かを11j度検

証しながらより良い支援を行っ

ていきます。

令和7年4打10~ ソフトを活用したことで得られ

る恬報や業務改雪を再度検証

し、ケアマネージャーー人ひと

りが人きな負担なく円滑に業務

を遂行することが出来ると同時

に、ケアマネージャーとして働

きやすい環境で気持ちよく業務

にあたることが出来る事業所作

りをH指します。

※スケジュール作成の留意点につい

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実



2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

水 業

事

行

業

介護サービスの1爪類

名

1リi

導人する製品名,機暑呈名

導人時期及び台数

咲捺法人礼団絲愛会

名 かがやきの斤: J"}宅介設支援・41業所

【出業所番1}:0672印0103 】

川人Xはりースの別

※該当するガに0を"人

]Ⅱ業概要(恵'i安・ 11的・

現在の剖題点・述川力

法・職Uとの轡人意鞍の

共イn

1パ宅介没支援

・ワイズマンゆCすぐろくケアマネ

・ipad9 世代 4台

令干115年12 打導人・Υ,定

購・リース

j]

導人により逑成すべきΠ

標

・既に導人済みの介護ソフト「ワイズマン」のシステムを逃加で

好人し、職Uが外川している際にも、"録業務が行える。また、

機器完活mし、円滑な仙報共イiやぺーバーレス化、業務効*化に

繋げていく。

利川占数

0導人後(翌年) 1年Π

システムを活川し、外川先の窄き時問等を活刑した"録人力など

が行え.,Π寺問外の削減に繋がる。

02年Π

ICT 機器を使い、利川゛T、ご家族への円滑な1占報捉供や昭B 会議
など通イ.;機器としてもイi効活川ができる。

03年Π

ケアプランや捉供票などの電子化を剛り、ペーバーレス化が図ら

れる。

(契約期闇

職貝数

併"切換

算)

専人によりWΠ寺される効

果等

41、

125 名

4名

年

効宋検"のガ法(効果に

関するデータを客観的な

評仙i指標に乱づいて肥

金')

0導人後(W年) 1年Π

職nの時則1外削減に繋がる。

02年11

円滑な枯報提似や情報共イiが図られ、利川者、ご家族の希望や,深
題創決が門滑に図られる。

03年門

ペーパーレス化が1刈られる。また、電子料名などにも対応でき

Ⅱ

ケアブランデータ述携シ
ステム利川小,清のイi無

※該当する方に0を,,己人

打の場介は、具体的なデ

ータ述携の内奔、述携

先、述携方法等

i、^

U露の利川小.治のイi無

※該当する方に0を"人

Π門のデータ登鉄ガ払及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当する力、に0

を'己人)

年

る。

.イニ 回顧客満足座アンケート火施による利刑行満足度の確認。
定例会議を通じて、業務の短締状況、利使性の向上について進
捗状況の確認、。

1年Πの門標の遠成状況及び、
業務の短村訓犬況、利便枇の向上

について刷蔀忍する。

文,牛址を半減させる計1向

のイi1匹

打

イi

h、'0

イjの場介は、旦体的な文

.じの柿顎や見込み址等

(登録ガ法);

※,汁1師の作成に当たっては、火施要綱第4条(1)にボした資判・等を参ノ5'に、導人による業務フロ

ーの見1πし、導人を世めるための火施体1珂、峨Uへの研修'什1Ⅷや技術的な支援体制の整備につい

て検肘を打い、名要に応じて削'1Ⅷにも俳り込むことがY!ましい。

なお、活川定誇が1村難な I CTを導人するⅢ業者については、剪人,11'11111の作成や取都の火施に

あたって、jリ生屶'働右事業「介設ロポットの開充・尖証・ N及のブラットフォーム"工業」の樹談

窓11や介護乍産竹J何1:総介杣談センターに扣談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

0."、、、
ケアプランや捉供票などの電子化、変史があった際にりアルタ

イムで修正することで、無駄な,^1・類を減らせる。

期問(予定)

令村巧年Ⅱ月1日~

令和 5年Ⅱ月30日

令和5年12月1日~

令和 5年12月31日

ワイズマンソフトの導入に向け

た説明の突施(現在使用してい

るものを使用し説明する)業者

に恊力を依帳する。

内

令和6年3月

補助令決定後、契約、発注

容

突物を使った ICT機器の活用ガ
法について、説明会(業占に恊
/jを依頼する。)

令和 6年12月

導入後の使用状況、時問外の削

減など、 3 か門Πの効果耐疏忍を
1テう。

雜佐概要

定例の会議にて使用方法につい

ての佶報共村や捉案を行う。

イ蔚、15



令和7年1月~

令和 7年12月

令和8年1月~

令和 8年12月

2年Πの目標、利用者、家族の

課題解決の為の情報共有や佶報

提供等に祐極的に活用を行う。

口円に目標の達成度について確
認する。

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

1瓢鷲§武
ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当、＼

3年Πの門標、ペーパーレス化

に向けた取り組みを突施する。

12円に達成度について、確認を

1丁う。



2 袖助事業計画" a cT導入計画書)

事 業

畷

古

業

介設サービスの挿顎

名

1リi

導人する製品名・機器名

導人時期及び台数

1欠療法人社団款愛会

乳

購人Xはりースの別

※該当する方に0を心人

デイサービスセンター満天の家

【Ⅱ工業所排1}:067270船17 】

事業概妾(意裟・Π的・

現在の倒題点・述川方

法・畷Uとの導人意'鞍の

共イD

通所介護、辿所剛・サーピス

IDCデイサービス管"!システム SP/述加雌人(ライセンスキー)

令和15年12 Ⅱ導人予定

1狐・リース

Ⅱ

轡人により達成すべきΠ

橡

通所介忽'汁1向,1Tをパソコン人ノJにて作成している。ワイズマン帳

票移行により、業雋の簡略化と職i、1の業務負捉嵯減に繋げる。

利川打数

0」汀人後 e認年) 1作1_1

通所介没,11'1岡.1H乍成のワイズマンシステムへの移行

峨ιυ",]知

時問外の悧減

02年Π

職Uの榮莇負川幌減

ケアプランデータ迎携の火施

03年Π

業務負批嵯滅による利川打のケア拡入と職n退職*減

(契約期問

導人により期1寺される効

牙ι¥ナ

城U数

側数切換

算)

30 名

13 名

( 9.フ

名)

効采検';正のノゴ法(効架に

関するデータを客観的な

評価指標に基づいて,d

金A)

年

0導人後(翌年) 1年Π

パソコン人力業務の削減印制剖外の削波)

02年Π

現場職Uの業疹euH帷減

03年Π

サービスの向上と峨a介成(管N打・棚談U)

打

LIFE の利川小.清のイi熊

※該当する方に0を.心人

Π露のデータ登鎚方法及

び CSV 取込機能の活川の

介熊(※該当するガに0

を"人)

ー、^

イiの場介は、只休的なデ

タ述携の内奔、述携

先、述携ガ法等

機器発注・納品

ワイズマン帳票へ移行

導入後の効果検証

ケアプラン作成者より朋き取り

を行い、時問外の削減など、3

か円Hの効果硴認を行う。

令和 7年12月

年

管理業柄、扣談U業務の時闇短縮及び時闇外削減について導人前
後を対比する。

文,111止を'ド減させる,汁11川

のイi無

ケアプランデータ迎携シ

ステム利川小,冶の打熊

※該当するガに0を,氾人

導入後の効果検,証

1年HH標のパソコン入力業枋
の削減(時問外の削減)につい

て管"!苫、相談員、機能a噛東指

導員より聞き取り等で硴認す
る。

絲壁概要

111F

(登録方法)

巾1[

令村18年12月

イjの場介は、貝、休的な文

冉・の郁類や見込み址等

※';1・1111jの作成に当たっては、火施要繼第4条(1)にボした資料・等を参"に、導人による業疹フロ

ーのjι心し、導人を進めるための火施休制、職aへの研修'汁11h1や技術的な支援体捌の黎備につい

て検.付を行い、必要に応じて,{1仙iにも嘘り込むことがY!ましい。

なお、活川定着が1'1難な I CTを導人する●Ⅱ業打については、導人.11'1叩の作成や取紲の火施に

あたって、jリ小労働省事業「介護ロポットの開充・メι,1〔・普及のプラットフォーム事業」の相談

窓11や介纓乍産性向 11総介111談センターに扣談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

導入後の効果検.;11
2年"H標の現場職員の業務負

担帷減とケアプランデータ述携
について耐舗忍する。

偵i占'

導入後の効果検証

3年門Π標の業務負担幌減によ
る利用者のケア拡入と職員退職

凖減について科齢忍する。

関わる時問やレクの内容につい

".0

,

イj

期問(Υ,質ι)

令和 5年Ⅱ月

令和5年口月

令和6年3月

ワイズマンシステム帳票移行に

ついて説明の尖施

補助令決定後、契約、発注

内

令和 6年12月

一



※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研修計画

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年同までの取組)

て職員より聴取する。退職率は

前年度対比にて確認する。



2 補助事業計画淋(1CT導入計画書)

那 業

来

打

業

介護サービスの極顎

名

1折

導人する製品名・機器名

導人時期及び台数

礼会む井止法人舟和会則事長庄司

名

購人Xはりースの別

※該当するノjに0を,;己人

1ケ別養設老

【東業所番リ

鄭業概聖:(意義・ 11的・

現作の問題点・述川ガ

法・畷Uとの導人意鞍の

共イi)

介股老人村井止施設

人ホームえんじゅ荘

067250022の

硝一Fi 機器 2機増設、令和 5年 H 打中に導人・Υり'

q→ ・リース(契約期問

"ノ

Ⅱ{フ"

導人により逑成すべき門

標

現作の課題としては、介,池"鉄川のパソコン仕様がディスクト

ツプパソコンであるため、介緻"録の度に介姓U室へ戻り介設"

鎚を行っています。

ご利川行様のj',}室等、現地での介護'心鉄人ノJをn1能にするため

砺一Fi の強化を1刈り、介護スタッフの介護記録業務効*化と移動

負"{の催減を1刈ります。

利川行数

導人により期1リされる効

果等

職U数

(常勤換

算)

0導人後(翌年) 1年H

現地での介段"録による、介設"鉄の効*化と移動負担嵯減

02年Π

現地での介匙尾録による、介護"鉄の効*化と移動負担幌減

03年Π

現地での介設,延録による、介准"録の効*化と移動負捉帆減

別名

効果検誠の力法(効果に

関するデータを客観的な

評仙i指標にJよづいて"

圭b

年

明名

0導人後(哩年) 1年Π

介護"録の効*化、移動負批幌減による介没サービスの質向上

02年1-1

介准,祉鉄の効*化、移動負扣情減による介設サービスの貿向上

03年Π

介没,起録の効*化、移動負捉幌減による介綏サービスの質向上

打 .'、^

UFE の利川小'清のイj熱

※該当するガに0を"人

Π露のデータ登鉄方法及

、CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当するガに0

を,延人)

ケアプランデータ述挑シ

ステム利川ホ'のイi無

※該当するガに0を祀人

打の場介は、只体的なデ

タ述携の内容、述挑

先、述携ガ法等

年

介池従41打より、数項口による 5段階評価を突施し、導人効果

について検証致します。

Wi-Fi アクセスポイント導入

似卜昌

399,400円

文'{11止在'仁減させる,汁iⅧ

のイi無〔

見禎書参照

①

運用開始

イj

(登鉄力法);東絲システムで CSVデータを作成し、 U寵へログ
イン後に CSVデータをアッブロードし登鉄している。

ケアプランデータ述携については、当那業所で使用している介

懲ソワトでは却.俳完」'しています。あとは近隣東業所がケアプラ

ンデーター述挟システムの利刑意向について硫認しています。

1」1[

イiの場介は、只休的な文

,1:の神類や見込み址等

1Ⅱ・
.1、、

qD "

※'汁1叫の作成に当たっては、火施要綱第4条(D にポした資料等を参ぢに、轡人による業枋フロ

ーの見心し、導人を進めるための火施体制、畷Uへの研修'汁1岫や技術的な支援休制の柴備につい

て検肘を行い、必要に応じて,"'1岫にも嘘り込むことが9{ましい。

なお、活川定着が困難なICTを導人する事業おについては、導人'什川の作成や取紕の突施に

あたって、jリ小労働右事業「介纓ロボットの開発・突'111・杵及のプラットフォーム事業」の判談

窓1_】や介纏小産竹向 1二総介側談センターに相談することを扣{奨する。

3 事業・導入スケジュール

.

新規文.11を人ノjする際も、過去に使川した定川1文があれば、

川!文を採川し、必要な佃所は,汀111して文,1:.をまとめるようにす

る。

文,11・の様類としては、 n誌';己録やケース人ノJ、バイタルや食

事、排せつなどといった人力では・括人力機能を川い、"録等の

簡宗化を鬨ります。

111「

期問(ア定)

5年7 j1 25 Π

~5年7 j1 31 打

5年7 j1 25 Π

~5年7j131U

5年7j1 25 11

~5年7j] 3111

5年8j] 1 Π

~5年8j]10Π

介護記録業務の課題分杤

内

5年8 j110 Π

~5年8 打】5 Π

機種選定・導入計画の検討

μ二

響

導入担当者・チーム体制整備
(通人・i円川・効果検.M.の芥川町井)

5年 U jj111

~5年Ⅱ打 30 Π

機器を使用する者(介護職員

等)の意見岫取

終"概要

見積書徴収



5年12 打 H I

~5年12 j1 31 1_1

6年 I J] 1 Π

~6年 lj」 15 "

介護記録方法の見直し(現地

等での介護記録へ切替え)

6年 lj」 16 "

~6年リ131日

効果検証の実施

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

効果検証の結果に基づいた業

務改善の取組検討

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年月までの取組)

介護記録の環境確認

介護ソフトの周知勉強会

介護ソフト会社へ要望等

的本イ具【
①
②
③



2 補助事業計画書(1CT導入計画霄り

事 業

事

打

業

介護サービスの和顎

名

」折

導人する製品名・機器名

導人時期及び介数

礼会む'件止法人舟和会 N来長庄司

名

剛人Xはりースの別

※該当するガに0を,延人

指定通所介纓那業所えんじゅ
【事業所排1}:0672500204】

水業概,要(意裟・ 1_1的・

現イ11の問題点・述川ノj

法・職Uとの導人意襲の

共イD

辿所介懲Ⅲ業所

磁・Fi機器 1機増設、令11巧年 H j1中に導人丁,定

111宏

湧・人により達成すべき門

標

現在の課地は、バソコンやタプレットの台数は足りています

が、Ⅲ-1i の電波が木安定な1時があり、スムーズな介護祀録や体

捌バ、余峨活動で視1懐する動1向がうまく映らいことがあります。

ご利川行様がデイサービスを楽しんで頂くことや、働きやすい

峨場環境整備からⅢ一Fiの電波の柴備を r,定しています。

利川者数

(契約期問

導人により期1寺される効

来牟干

職U数

例竹ψ換

算)

0導人後(翌年) 1年Π

スムーズな介池,記鉄と磁一Fiの環境の安定化

02年Π

スムーズな介没"録と磁一Fiの環嶢の安定化

03年口

スムーズな介姓記鉄とⅢ一Fiの環境の安定化

25 名

効果検'証の方法(効果に

関するデータを客観的な

部価指橡にjよづいて"

全゛)

年

8名

0導人後(豐年) 1年門

ご利川打1果の満足座向上と介艦"録の効*化

02年Π

ご利川行様の満足度向上と介没"録の効*化

03年Π

ご利川打様の満足座向上と介綏,越鉄の効*化

打 i^゛

nFE の利川中.清のイ」無

※該当する方に0を,.己人

UFE のデータ登録ガi厶及

び CSV 取込機能の活川の

打無(※該当するガに0

を矼」人)

ケアプランデータ述携シ

ステム利川「11詰のイi無

※該当する方に0を心人

打の場介は、只体的なデ

ータ述携の内容、速携

先、述携方松等

年

介池従罫打より、数項11による 5段階評価をリι施し、導人効架
について検証致します。

文,11・1止を'1三減させる,;1'1山i

のイi無〔

①

イi

(登鉄ノj法);東絲システムでCSVデータを作成し、 UFE へログ
イン後に CSVデータをアッブロードし登録している。

ケアプランデータ述携については、当事業所で使川している介
設ソワトでは半備完 fしています。あとは近麟出業所がケアプラ
ンデーター連携システムの利川意向について耐畷忍しています。

打の場介は、只休的な文

,11の柯1類やjι込み1止等

111モ

(今"

※'汁両の作成に当たっては、突施変繼第4条 a)にポした資料・等を参占に、導人による業疹フロ

ーの」ι池し、導人を進めるための火施体;W、畷nへの研修'11'11h1や技術的な支援休制の整備につい

て検,1寸を行い、必要に応じて訓 11川にも嘘り込むことがq!ましい。

なお、活用定着がIN難な I CTを導人する事業打については、導人'汁11111の作成や取都の火施に

あたって、厚小屶'働右事業「介設ロポットの開窕・火,征・"及のプラットフォーム事業」の杣談

窓Πや介襲小産竹向上総介棚談センターに扣談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

⑦

新規文,11を人ノjする際も、過去に使川した定川!文があれば、定

川!文を採川し、必饗な佃所は,汀'11{して文.11をまとめるようにす

る。

文.11の師類としては、Π誌'延録やケース人ノJ、バイタルや食

水、排せつなどといった人力では・括人力機能を川い、"録等の

簡業化を侠1ります。

巾Ⅱ

期問(Υ,定)

5年7j125 Π

~5年7j] 31日

5年7 j] 25 Π

~5年7j]31H

5年7 j] 25 Π

~5年7j] 31 Π

5年8 j1 1 Π

~5年8 j110 Π

介護記録業務の課題分析

内

5年8 打 10 Π

~5年8打巧Π

機種選定・導入計画の検討

奔

導入担当者・チーム体制整備
(導人・i.〔川・効果検,1の行扣リ1打)

5年】り」 1 Π

~5年Ⅱ刀 30 Π

機器を使用する者(介護職員

等)の意見聴取

絲1リ概要

見積書徴収

Ⅲ一Fi アクセスポイント導入

イ肪,弓

69,800円 見積書参照

運用開始

スノヲ琳
＼

-
Dj



5年12 j」 1 Π

~5年12jj31Π

6年 lj11 Π

~6年 lj] 31 Π

効果検証の実施

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

効果検証の結果に基づいた業
務改善の取組検討

【具体的】

①パソコンやタブレット現
現地での介護記録実施

ーーーーー(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年月までの取組)



2 補助事業計画書(1CT導入計画霄)

事 業

事

占

業

介護サービスの師類

名

1リi

導人する製品名・機器■

導人時期及び介数

株式会礼ハイム

名

附人Xはりースの別

※該当する方に0を"人

パワーリハデイサーピス汎田

【那業所排レ:・:0670802271

事業概妾(意,空・11的・

現作の岡題点・述川力

怯・職aとの導人意峩の

共イD

通所介護

【,d人例】・介匙ソフト名

介舟ファミリー迦所系心録

A即IC製 Ipnd Ⅲ一Fiモデル

11品・リース

jl

導人により達成すべきΠ

標

現在、相談業枋(介,池.汁【1hl'11・作成、諄仙)やΠ々のΠ報業務を独

n Excel'11式で火施しており、業枋効牛1力勺悪い。また紙ベースで

の佃別"鉄への転,,ι、述締帳への転,越も労働効*が恕い状態であ
る。 PC (タプレッ 1→での人ノjから出力、計世11作成から評仙iまで

をオqヒし、業桷効*在1刈るため。

利則舌数

式雌人令和5年10打導人予定

「タブ鉄」令和5年Ⅱ打導人Υ,定

令和5年 H Ⅱ導人予定

導人により期1寺される効

果等

(契約期問

0導人後や器年) 1年Π

タブレット"録に職Uが慣れる

02午Π

業枋効*化に作う残業の減少

03午Π

同 1・

職n数

し常勤換

算)

ンiι↓1

65 名

効果検'}11.のガiム(効果に

関するデータを客観的な

諄仙i指標にJ'づいて'祉

全向

36

(26.8)

年

0導人後や鼎年) 1年門

,;ι録状況の見え_る化、人力作業の令体化

02年Π

祀録状況の見える化、人力作業の令体化、業務負担幌波

03年11

同トハケアの質の1川 1:

UFE の利川 111,冶のイi無

※該当するガに0を"人

UFE のデータ登録ガ法及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当するノjに0

を'M人)

円 ー^

イiの場介は、只休的なデ

ータ述携の内容、述挑

先、述挑方法等

11吋妾・問接的の業務負扣の,様減について、介,准従事゛1(利川行)
の満足度朋介をする。

年

文,11 址を半減させる.汁11川

のイij無

導入後の使用習熟度を聞き取

り

ケアフランデータ述1好シ

ステム利川小'のイ」'無

※該当する方に0を"人

備品購入費

導入による介護記録方法の見

直し検討

心' j!リ

イj 夬煕

イiの場介は、只体的な文

'11の様類や兄込み址等

※計1Ⅷの作h戈に当たっては、突施要綱第4条(1)にポした資料等を参"に、導人による業務フロ

_ーの兄心し、導人を進めるための突施休制、職Uへの研修,汁1川や技術的な支援体制の整備につい

て検村をtiい、必要に応じて,汁1師にもJ密り込むことがq{ましい。

なお、活川定着が囚難な ICTを導人するⅢ業打については、導人'汁1師の作成や取紕の突施に

あたって、jwk屶'働古小業「介懲ロポットの開充・メι,i111・ N及のプラットフォーム事業」の相談

窓11や介姓乍産性向 1:総介棚談センターに相談することを扣.奨する。

3 事業・導入スケジュール

(登鉄ノj法); UFE において各項Πを人ノJする

IJ

使用料

⑦

ノノ

イi

11H

Π々のケアプラン火行表

郁F

期闇(冉辺

令111 5年7 jj 27 1_1

令和 5年7 j」 27 Π

イ》不11 5 午 7 j1 27 H

業枋の状況分析

冏題点の洗い川し

内

令和15年Π打上句

機蘓進)it ・導人,11'11Ⅲの検,ト1

令ネ11 5年Ⅱ j1 13 Π

~令ネ115年 H 刀 30 Π

キ・f

導人・活川・効果検,証の体制整俳

qH当決め)

令ネ115年 H j1 13 Π

~令和 5年 U " 30 U

Ipad 納品Υ,定

令和6年3月1日

~令和 6年3月31日

絲費概優

介舟ファミリー通所記録「タ

ブ録」導入後の入力作業テス

ト

令和6年4月

~令和6年4

A即le 製 ipad wi-Fiモデ
ル「タブ録」入カテスト

備"

業物述僻委R

会にて

1日

月30日



令和 6年10月~

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

業務効率化、満足度調査

ーーーーー



2 補助事業計画、i詐(1 CT導入計画書)

Ⅲ 業

事

者

業

介護サービスの師顛

名

1リi

導人する製品名・機器名

導人時期及び台数

名

礼会肴井止法人慈敬会

!琳人Xはりースの別

※該当する力に0を,心人

1"刈養護老人ホームひがしざわ
【水業所番 1}:0671400232

介護老人谷井止施設

肝業概要(意襲・11的

仟の問題点・述川ガ法

Uとの導人意裟の共イD

導人する製品名、機器名、台数

・XD ソフトウェアNε灯ケア総介心鉄システム・式雌人

タブレッ N騰末(ipad)Ⅱ台川人・磁 Fi 環境ルーター5 台剛人

導人時期令和 6年 U1導人Υ,定

補助令内ボ、補助金小,舒

購人リース

導人により達成すべきΠ標

現作、介股、看纓紀録は令て紙ベースで"録しており、・つの内容を

佃人"録、「11し送り,U録、看護,;ι鉄等、数柯!類に,ι械しなければなら
ず,延鉄に扣当の時問を要し、畷Uの負捉になっている。ケア総介,d録

システム、タブレットナ揣ボの導人により、'つの"録でそれぞれの,社

録に反映することができるため,"録に要する時問を削波し、ケアの

允火、質の向 1:と職Uの負"川崎戒を1刈ることができる。

侃i占'

.

利川行数

(契約期問

職n数

俳竹ψ換

算)

0導人後(W年) 1年Π

・ケア総介祀録システム、タプレット操作の習熟

・介設、府段"録業拐の効*化及び業傷の削波

02作Π

・介設、肴没"録業務の効*化及び業務の削減

・介護"鉄業務の負IH,條減

03年Π

・業拐の古力化による、ケアの充火、質の向 1'

轡人により期1寺される効果

〒f

卯名

年

π才,

(55 孕,)

効果検,;111のノj松(効架に関

するデータを客観的な諄仙

指標に基づいて"録)

打~

0導人後(W年) 1年Π

・介綏、府護"鉄業枋の効*化及び業務の削波

02作11

・介巡,矼鉄業拐の負打N喩戒

・紙ベースの"録物の削減、保管場所の削減

03年Π

・業務の古力化による、ケアの允災、質の向 1'

ケアブランデータ迎携シス

テム利川小,占のイi無

※該当する方に0を,祀人

イjの場介は、只休的なデー
タ述挟の内奔、迎携先、迎

携方松等

UFE の利川小帶のイi無

※該当するガに0を.;ι人

Π陀のデータ登鉄方法及び

CSV 取込機能の活川のイi無

(※該当するガに0を"

人)

年

令和 6年リ1

令和 5年8 j、1

jD

都門貞任行会、ユニットミーティング等の会議、アンケート等で遵
人効果を検証する。

導人効宋を検"し、業務の見迫し、告ノj化をおこなうこともにケア

の允火、質の向上を図る。

補助金交付決定

文'11・址を'Ⅱ減させる,汁 1111j の

勺、j熈

令不1巧年10 打

打

絲費概要

イiの場介は、只体的な文,11

の郁類や見込み址等

イi

(駆鉄ノj払)

無※今後、データ登鉄及び取込機能を活川していきたい。打

無※今後、利川111.清を進めていきたい。

※,汁1111jの作成に当たっては、火施要網第4条 a)にポした資料等を参ぢに、導人による業莇フローの

見心し、導人を進めるための火施体1珂、畷Uへの研修,汁11h1や技術的な支援休制の柴備について検吋を

行い、必要に応じて'汁1阿にも嘘り込むことがY{ましい。

なお、活用定着が囚難なICTを導人する事業占については、導人計1岫の什成や取矧の火施にあた

つて、川,1夕屶'働右事業「介巡ロポットの開発・火,証・,9及のプラットフォーム旺工業j の初談窓1]や介

纓牛産性向上総介相談センターに和談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

1Ⅲ

ICT ソフト、機器の窕注、納品

(補助金交付決定後)

取扱脱叫会朋催

部分述川開始 U攻扱いに慣れる)

令和5年Ⅱ円

内

無※今後、,汁1岫を策定していきたい。

事前脇議'ヰの作成、批川

令和 5年12 刀

容期闇(予定)

年j] 11

~年j1 Π

現
職



令和6年2刀

令和 6年3jl

令府16年4 jl

部分述川の拡大

取扱いの周知徹底

事業尖紬報化'1H是川

アンケートの火施

木格導人

効果検証(業務の兄心し検肘)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務の

見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当者・

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する者(介

ル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、ケ効果検証

の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績帳告から3年月までの取組)

ソフトウエア

タブレット端ボ

磁 Fiルーター

6,偲9.540円支払
い



2 補助事業計画冉 a cT導入計画書)

取 業

来

占

業

介護サービスの郁顎

右

j折

導人する製品名・機器名

導人時期及び介数

名

社会福;1H厶人慈敬会

購人父はりースの別

※該当するガに0在"人

1"刈養池老人ホームひがしざわ
【!"業所暴牙:067140侃噐

短期人所小活介護

事業概要(愆鞍・11的・

在の削題点・述川方怯・

Uとの尊人意軽の共イD

導人する製品名、機器名,台数

・ND ソフトウェアNEXT ケア総介,心録システム 1勺赫人

・タブレッ 1→論」<(ipad)】台1琳人

導人時期令和 6年1Ⅱ導人冉ど

剛人リース

導人により述成すべきΠ標

現在、介段、¥〒護,心鉄は个て紙ベースで,心録しており、'つの内葬を

佃人,延鉄、小し送り"録、看護,己録等、数斬頬に,超幟しなければなら
ず"録に相当の時冏を要し、城Uの負}Hになっている。ケア総介記録

システム、タブレット゛揣ポの導人により、、つの心録でそれぞれの"

録に反映することができるため、,d録に妾する時問を削減し、ケアの

充災、質の向上と職Uの負1Ⅱ帷波在1刈ることができる。

利用お数

(契約期問

職U数
側"切換

算)

導人により期1寺される効果

等、

0導人後(々里年)]年Π

・ケア総介,越録システム、タブレット操作の智1熟

・介殿、看股,延録業務の効*化及び業疹の削減

02年Π

・介護、府護,謎録業窃の効*化及び業獅の削減

・介設"鉄業膓の負IH,悌減

03年Π

・業病の告力化による、ケアの允尖、質の向上

10 f,

年

6名

(6 名)

効果検"1の方U;(効宋に関

するデータを客観的な諄価

指標にjよづいて紀全向

jj~

0導人後(習年) 1年1_1

・介護、府設"鉄業莇の効*化及び業務の削減

02年Π

・介護'鉄業務の負知.幌減

・紙ベースの泥録物の削減、保管場所の削減

03年Π

・業疹の右ノJ化による、ケアの允火、質の向上

ケアプランデータ池挑シス

テム利川小.清のイi無

※該当するガに0を,U人

イiの場介は、貝.休的なデー
タ迎携の内容、述携先、述

挑方松等

UFE の利川印,冶のイi無

※該当するノjに0を,越人

nFE のデータ登録ガ沽及ひ

CSV 取込機能の活川のイi無

(楽該当する力に0 を,批

人)

年 jD

令和5年Ⅱ打

. 部円貞任占会、ユニットミーティング等の会,罷、アンケート等で導
入効樂を検'河する。

導人効果を検釧:し、業疹の見1貞し、竹力化をおこなうこともにケア

の允火,質の向上を図る。

内

文,1:、1,1を'1を減させる,;111h」の

h、j熈

尊工前恊議.11の作成、援川

イi

イiの場介は、只休的な文,11

の師類や見込み址等

令駒15年12 打

イi

無※◇後、利川小研を世めていきたい。

(登録ガ法) 」

無※今後、データ登鉄及び取込機能を活川していきたい。打

※,汁1向の作成に当たっては、尖施要綱第4条(1)に水した資料等を参ぢに、導人による業務フローの

見心し、導人を進めるための火施休制、峨nへの研修,汁1川や技術的な支援体制の整備について検肘を

行い、必要に応じて,汁1川にも嘘り込むことがY{ましい。

なお、活則定着が囚雉な ICTを導人する弓1業打については、導人,il'1Ⅷの作成や取紕の尖施にあた

つて、 jW1デ屶'働古亊業「介設ロポットの開窕・リι"'・"及のプラットフォームU↓業」の相談窓Πや介

護小産性向 1二総介柳談センターに相談することを挑奨する。

3 事業・導入スケジュール

ぢ'f

補助金内ポ、補助令小'

無※◇後、,汁11h1を策定していきたい。

令1116年1 打

期問( i,凝{)

年j]Π

~年j]Π

補助金交付決定

令111 5年8 jj

絲北概要

ICT ソフト、機器の充注、納品

(補助令交刊決定後)

令和 5年10 打

JN扱,託明会開併

部分述刑開始 U攻扱いに慣れる)

備ε

現
職



令利6年2刀

'

令不116年3 打

令和6年4打

部分述川の拡大

取扱いの周知徹底

事業火紬報告,11提出

アンケートの火施

木格導人

効果検'証(業拐の見心し検村)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務の

見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当者・

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する者(介

ル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、ケ効果検証

の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年列までの取組)

ソフトウエア

タブレット端ボ

Ⅲ Fiルーター

6,侃9,540円支払
い



2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

那 業

事

打

業

介護サービスの1爪類

名

1ザi

導人する製品乳・機器老

導人時期及び台数

名

礼会む,件止法人慈敬会

剛人Xはりースの別

※該当するノjに0を"人

4寺別霪誰老人ホームひがしざわ

【Ⅱf業所;静1}:0671400232

通所介護

来業概要(意裟・Π的

在の問題点・述刑ガ法

nとの導人意鞍の北イD

導人する製品名、機器名、台数

・ND ソフトウェアN以1ケア総介祀録システムー式1猫人

・タプレッ 1、,楊オく(ipad) 1 台購人

導人時瑚令和 6年 U]導人予定

雌人リース

導人により達成すべきΠ橡

現作、介股、看巡"獄は令て紙ベースで"鉄しており、・つの内容を

佃人"録、印し送り,;己録、看准"鉄等、数肌類に,延械しなければなら
ず記録に村1当の時闇を要し、職Uの負扣になっている。ケア総介,;ι録

システム、タブレット,附末の導人により、・つの"鉄でそれぞれの'延

録に反映することができるため、,祀鉄に要する時闇を削減し、ケアの

允火、質の向上と職Uの負IH嵯減を鬨ることができる。

イili^

利川゛〒数

(契約期闇

畷U数

側"切換

'〒一

導人により期1寺される効宋

等

0導人後α旦年) 1年Π

・ケア総介"録システム、タブレット操作の習熟

・介池、看護,祉録業拐の効*化及び業務の削減

02年11

・介纓、而鞭,祉鉄業務の効*化及び業務の削減

・介綏心鉄業疹の負担嵯減

03年Π

・業務の告力化による、ケアの充尖、質の向上

30 名

年

10 名

(7名)

効果検飢のガ仏(効宋に関

するデータを客観的な諄価

指標にJ'づいて',心鉄)

打~

0尊人後(聖年) 1年Π

・介設、宥護祀録業疹の効*化及び業務の削減

02年11

・介複"鉄業疹の負州嵯減

・紙ベースの,氾鍬物の削減、保管場所の削減

03年Π

・業甥の告力化による、ケアの允火、質の向上

ケアプランデータ述挑シス

テム利川"↑'清のイi無

※該当するガに0を,己人

イiの場介は、熊休的なデー

タ連携の内奔、述携先、池

携ガ法等

UFE の利川小,清のイi無

崇該当するガに0を紀人

Π能のデータ登録ガ法及び

CSV 取込機能の活川のイi無

(※該当する方に0 を'{d

人)

年

取扱脱1リ」会開催

都分述川開始 a攻扱いに慣れる)

j])

. 部円貰任行会、ユニットミーティング等の会議、アンケート等で導
人効果を検証する。

導人効果を検証し、業務の見1貞し、街力化をおこなうこともにケア
の允尖、質の向上を1刈る。

文,1卜耻を'r 減させる'a'1111j の

イij煕

イi

イiの場介は、共体的な文'1:

の柿類や見込み址等

無※今後、利川 111,;1リを進めていきたい。

(登録ガ法) ,

無※今後、データ郁録及び取込機能を活川していきたい。イ」

※'汁1岡の作成に当たっては、火施要綱第4条(1)に永した資料等を参ぢに、導人による業務フローの

jι心し、導人を進めるための火施体制、職Uへの仙修,汁1111iや技術的な支援休制の柴備について検肘を

行い、必要に応じて,汁11可1こも犠り込むことがYほしい。

なお、活川定着が困難な ICTを導人する東業占については、導人創1Ⅷの作成や取矧の火施にあた

つて、 jリ牛ヴ列動省事業「介護ロボットの開窕・メι,j111・普及のプラットフォーム事業」の村1談窓Uや介

護牛産性向上総介相談センターに杣談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

1Ⅲ

令羽15年Ⅱ jj

内

亊前恊議,11・の作成、捉出

無※今後、,汁11h]を策定していきたい。

令和 5年12jj

容

補山金内水、補助令印諸

期問(予定)

令和6年1打

年j」日

~年打日

補助金交付決定

令ln5年8 打

絲費概要

ICT ソフト、機器の窕注、納品

(補助令交村決定後)

令和 5年10 打

一
」イ

児
注



令和 6年2jl

令和6年3打

令和6年4打

部分述川の拡大

取扱いの周知徹底

事業突紬報告'11・纏1Ⅱ

アンケートの火施

木格導人

効果検証(業務の見心し検,汁)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務の

見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当者・

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する者(介

ル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、ケ効果検証

の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目までの取組)

ソフトウエア

タブレット端末

Ⅲ Fiルーター

6,029,540 門支払
い



2 補助事業計画森σ CT導入計画書)

事 業

亊

門

業

介設サービスの和顎

才,

j折

導人する製品乳・機器右

導人時期及び台数

仏

礼会郭,1祉法人慈敬会

剛人Xはりースの別

※該野するガに0を,d人

1、7別養懲名人ホームおばなざわ

【Ⅱf業所排1}:0671800241

介護老人福祉施股

事業概斐(意鞍・Π的

在の矧題点・述川ガ法

nとの導人意鞍の北イi)

導人する製品名、機器名、台数

・XD ソフトウェア NEXT ケア総介,;己録システム・1勺職人

・タプレッ 1寸揣オξ(ipad) 7 台揣人

導人時瑚令和 6年1打導人予定

雌人りース

導人により達成すべきΠ標

現在、介護、看維,氾全鄭よ令て紙ベースで,祀録しており、・つの内容を

佃人,矼鉄、小し送り'矼鉄、看護"鉄等、数樋頴に祀幟しなければなら

ず"鉄に相当の時間を要し,職Uの負択になっている。ケア総介'延鉄

システム、タブレット,揣ボの導人により、・つの,;d鉄でそれぞれの"

鉄に反映することができるため、記鉄に喫する時問を削減し、ケアの

允尖、質の向1二と職Uの負扣幌減売鬨ることができる。

俳i"'

.

利用者数

(契約期問

職U数

(常蜘換

算)

導人により期イ寺される効果

等

0導人後(翌年) 1年Π

・ケア総介,心録システム、タブレット操作のW熟

・介股、府没"録榮務の効*化及び業拐の削減

02作Π

・介護、行設.;ι鉄業疹の効*化及び継拐の削減

・介護"鎚業務の負州嵯減

03作Π

・業吻の古ノJ化による、ケアの允災、質の向上

訂名

年

U名

(36 名)

効果検';1fのノj法(効果に関

するデータを客観的な部価

指標に基づいて,砥鉄)

刀~

0導人後(習年) 1年Π

・介没、新池祀録業疹の効*化及び業疹の削減

02 勺二 1_1

・介股"録業枋の負}H幌減

・紙ベースの"鉄物の削減、保管場所の削減

03年11

・奬務の告力化による、ケアの允災、質の向1

ケアブランデータ速挑シス

テム利川中舗のイi無

※該当するガに0を,{ι人

イiの場介は、具体的なデー

タ述挑の内容、述携先、述

携ガ法等

UFE の利11」小,古のイj無

※該当する方に0を"人

nFE のデータ登録ガ法及び

CSV 取込機能の活用のイi無

(※該当するガに0を紀

人)

年 j l )

取扱,兒明会開俳

部分述川開始 U収扱いに慣れる)

部門貞任占会、ユニットミーティング等の会議,アンケート等で導

人効果を検証する。

導人効果を検証し、業務の兄心し、古力化をおこなうこともにケア

の允火、質の向 1二を1叫る。

令和 5年Ⅱ jl

文'11・1止を'r 減させる'汁 11可の

hづ熈

内

イ」

4工前恊議,牛の作成、捉出

イiの場介は、只.体的な文'11

の蒜類や見込み耻等

イ」

(登録ガ法);

無※今後、データ登録及び取込機能を活川していきたい。打

無※今後、利川小,,1ケを進めていきたい。

※,汁1曲の作成に当たっては、火施要刑第4条(1.)にポした資料等を参"に、導人による業務フローの

見心し、導人を進めるための突施休制、職Uへの研修'汁1叫や技術的な支援体制の整備について検肘を

Ijい、必要に16じて,汁111水こも嘘り込むことがマ!ましい。

なお、活川定着が囚雌な ICTを導人するⅢ業行については、導人,il'1川の作成や取紕の火施にあた

つて、姪小屶'働古事業「介股ロボットの開発・火';11:・普及のプラットフォーム事業」の相談窓Πや介

設牛産竹向 1二総介柳談センターに杣談することを挑奨する。

3 事業・導入スケジュール

11Ⅱ

令1Π 5年12 打

奔

補助令内水、補助令叩舗

無※今後、削'1唖を策定していきたい。

令和6年1打

補助釡交付決定

期問(Υ,定)

年jj "

~年j] 1_1

絲佐概要

ICT ソフト、機器の充注、納品

噛柳力令交付決定後)

令痢15年8 打

イ)11巧年10 j】

現
職



令和 6年2j]

令和6年3打

令和6年4刀

部分運用の拡大

収扱いのj吊知徹底

事業突紬報告.11・捉出

アンケートの尖施

木格導人

効来検証(業膓の兄lnし検肘)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務の

見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当者・

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する者(介

ル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、ケ効果検証

の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年月までの取組)

ソフトウエア

タブレット端ボ

Ⅱi Fiルーター

6,029,540円支払
い



2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

事 業

事

打

業

介護サービスの和類

名

1リi

導人する製品名・機器才,

導人時期及び台数

名

礼会智、件止法人慈敬会

購人Xはりースの別

※該当するガに0を"人

1.拐1」養護老人ホームおばなざわ

011業所待 1}:0671800241

短期人所牛活介纏

那業概要(意綻・11的

作の冏題点・述川ノj法

Uとの導人意裟の共イ」')

導人する製品名、機器名、台数

・ND ソフトウェア XEXT ケア総介,祉録システム・式購人

・タブレット端末(ipad) 1 台購人

導人時期令和 6年リj導人i,定

購人りース

導人により達成すべきΠ標

現在、介准、 zi纓"鉄は令て紙ベースで,氾鉄しており、・つの内奔を

1田人"鉄、小し送り,祉録、看殴,'録等、数師類に,'幟しなければなら

ず'己鉄に棚当のn寺朋を要し、職nの負判になっている。ケア総介'鉄

システム、タブレット,揣太の導人により、・つの"録でそれぞれの,記

鉄に反映することができるため、,d録に喪する時問を削減し、ケアの

允火、質の向上と職Uの負IW郡減を1*1ることができる。

例j占

利川行数

(契約期問

畷n数

(常勣換

算)

導人により捗H寺される効果

等

0導人後(翌年) 1年Π

'ケア総介,}ι録システム、タブレット操作の習熟

・介設、看段,d録業疹の効*化及び業務の削減

02年Π

・介池、石世"鉄継務の効*化及び業獅の削減

・介艘"録業務の負1印條減

03年Π

・奬務の竹力化による、ケアの充尖、質の向 lt

訴名

年

2名

a 名)

効果検,;111のガ仏(効架に関

するデータを客観的な評仙

擶標にJ'づいて'己録)

Ⅱ~

0導人後(翌年) 1年Π

・介護、看護"獣業楞の効*化及び業疹の削減

02年Π

・介護,己録業枋の負打川噛戒

・紙ベースの祀録物の削減、保管場所の削減

03年Π

・業務の古ノJ化による、ケアの允突、質の向上

ケアプランデータ述挑シス

テム利川"1'清のイij熈

※該当する方に0庄"人

イjの場介は、具体的なデー

タ述携の内容、述携先、述

携方法等

Π門の利川小'のイ]無

※該当するガに0を'心人

Π琵のデータ登獄ガ法及び

CSV 取込機能の活川のイi熱

(※該当するかに0を,祉

人)

年 jj )

. 部円貨任打会、ユニットミーティング等の会議、アンケート等で導
人効果を検,111する。

導人効宋を検祉し、業傷の見心し、省力化をおこなうこともにケア

の允火、質の向上を1刈る。

ICT ソワト、機器の発注、納品

純郁力金交付決定後)

文,"址を'1三減させる'汁 11hjの

h'無モ

取扱脱咽会開催

部分述川朋始仙対及いに慣れる)

令洞巧年1リ1

イi

イiの場合は、只体的な文'1:

の柿類や兄込み址等

打

(登録ノj法);

無※今後、データ登鉄及び取込機能を活川していきたい。イ」

熊※今後、利j"11{,治を進めていきたい。

※削・血の作成に当たっては、火施要刑第4条(1)にポした資料等を参等に、導人による業疹フローの

見心し、導人を進めるための火施休制、職Uへの研修,;111111や技術的な支援休;例の整備について検肘を

行い、必要に応じて,il'1師にも嘘り込むことがY!ましい。

なお、活川定普が1村雌な ICTを導人する珊業行については、導人'汁1Ⅷの作成や取紕の火施にあた

つて、リ牛労働告那業「介護ロポットの開窕・火'吐・普及のプラットワオーム那業」の相談窓Πや介

没小産竹向 1:総合柳談センターに扣談することを扣_奨する。

3 事業・導入スケジュール

1111

内

事前協議'1{、の作成、捉出

鯉〔※今後、,汁1Ⅷを策定していきたい。

令和 5年稔打

期問(Υ,定)

年jΠ1

~年jj11

芥

補助釡内ボ、補助金[11'清

令和5年8打

令和 6年リ1

補助金交付決定

イ》111 5年10 jl

絲費概要

現
城



令和】6年2 打

令荊16年3 jl

令荊16年4 刀

部分述川の拡大

取扱いの周知徹底

事業突紬報告円●是川

アンケートの火施

本格導入

効果検誠(業拐の見祓し検肘)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務の

見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種送定・導入計画の検討、ウ導入担当者・

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する者(介

ル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、ケ効果検証

の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年月までの取組)

ソフトウエア

タブレット端ボ

職 Fiルーター

6,029,540円支払
い



2 補助事業計画書 a cT導入計画淫)

事 業

事

者

業

介設サービスの肺類

乳

1リi

導人する製品名・機器f,

導人時期及び台数

名

礼会智井止法人慈敬会

雌人Xはりースの別

※該当するガに0を祀人

牡別錠護老人ホームむらやま

b"業所排 1}:06714003邪

介護老人有井止施設

事業概要(意綻・目的

在の剖題点・述川方法

貝との導人意綻のルイj)

導人する製品名、機器乳、台数

・ND ソフトウェアN以T ケア総介"録システム・式j琳人

・タブレット端オξ(ipad) 5 台購人

導人時期令和 6年リ]導人丁,定

!批人リース

導人により達成すべきⅡ標

現在、介池,看懲"全凱よ令て紙ベースで"録しており、・つの内容を

Π,q人,己録、小し送り,心鉄、看護記録等、数神類に",咸しなければなら

ず"録に扣当の時問を暖し、職nの負押になっている。ケア総介"録

システム、タブレット端末の導人により、・つの"録でそれぞれの"

鉄に反映することができるため、.謎録に要する時闇を削湘し、ケアの

允火、質の向 1:と職aの負"N県減をぱ1ることができる。

佃i冴

利川者数

(契約期問

職n数

側"切換

算)

0導人後(翌年) 1年Π

・ケア総介"録システム、タブレット操作の智蔑典

・介護、看綏"録業務の効*化及び業柄の削減

02年Π

・介纏、衝雄"録業疹の効*化及び業膓の削減

・介護'録業務の負"羽愉成

03年Π

・業枋の省ノJ化による、ケアの允リι、質の向上

遵人により期1寺される効宋

29 名

、f

年

器名

a9 名)

効架検'.1fのノj松(効果に関

するデータを客観的な諄価

指標に栞づいて"鉄)

打~

0導人後α1年) 1年Π

・介護、看凄.延鉄業疹の効*化及び業枋の削減

02年Π

・介護,;ι録業務の負川嵯減

・紙ベースの"録物の削減、保管場所の削減

03年Π

・業務の古力化による、ケアの允尖、質の向に

ケアプランデータ速挑シス

テム利川小,清のイi無

※該当するガに0を"人

イiの場介は、共体的なデー

タ述挑の内容、述携先、述

挑方法等

nFE の利川小.冶のイi無

※該冴する力に0を"人

Π凡のデータ登鉄ガ法及び

CSV 取込機能の活川のイi無

(※該当するガに0を祀

人)

年 j])

. 部円1't任゛〒会、ユニットミーティング等の会議、アンケート等で導
人効果を検'111する。

導人効巣を検,111し、業柄の」ιlnし、右ノJ化をおこなうこともにケア

の允火、質の向 kを剛る。

又,牛1止を'F減させる i11fhjの

h'1無

事前協議'牛の作成、捉出

令和5年12打

打

容

イiの場介は、具休的な文,1:

の種頬や見込み唯等

打

無※今後、利川小.冶を世めていきたい。

(登録方松) ,

無※今後、データ登録及び取込機能を活則していきたい。h

※'汁1Ⅷの作成に当たっては、火施要綱第4条 a)にボした資料等を参ぢに、導人による業務フローの

見心し、導人を迅めるための火施体制、畷Uへの仙修,汁仙」や技術的な支援体制の築俳について検肘を

行い、必要に応じて計11川にも嘘り込むことが望ましい。

なお、活川定着が囚難な I CTを導人する事業行については、導人'汁111,jの作成や」収組の火施にあた

つて、jリ牛労働告事業「介護ロポットの開允・火証・ N及のプラットフォーム琳業」の相談窓Πや介

護小産性向上総介杣談センターに扣談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

補助令内水、補助令小.清

令ネ116年リ1

無※今後、,汁11hjを策定していきたい。

補助金交付決定

絲Υ足概要期闇(Υ,定)

年打 U

~年jj n

ICT ソフト、機器の充注、納品

俳棚力金交付決疋後)

令1115年8 打

取扱説咽会開俳

部分述川開始 U攻扱いに慣れる)

令和 5年10 打

令IU 5年Ⅱ JI

内

『

現
峨



令和6年2"

令和 6年3j]

令111 6年4 jl

部分述川の拡大

取扱いの周知徹底

事業火紬報告,11す是川

アンケートの火施

本格導入

効果検証(業莇の見心し検肘)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務の

見直し等について、以下の点を反映させること

トーー、・ーー

ソフトウエア

タブレット端末

Ⅲ Fiルーター

6,029,540 門支払
い



2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

事

那

'

介護サービスの種頴

1リi

名

導人する製品牢'・機器名

導人時朔及び台数

礼会lm祉法人敬4会

名

川人父はりースの別

※該当する方に0を"人

敬XH柳"}宅介護支援事業所

RΠ業所爵IJ :06701050幻

Ⅲ業概要(意鍍・11的・現

在の剖題点・述川力法・職

Uとの導人意綻の共イD

1,,;宅介護支援

ほのぼの NEXT
.ι、、

セキュリティ1 1 、

導人により達成すべき11

標

((i三1^、リース(契約棚問
ICT機器を導人し、活川することで、.防問先での紀鉄及び業務の効

*化および恬蝦共イiの強化を1川る。

式!朧人、

ソフト

導人により期イ寺される効

果等

0専人後 e聖年) 1年Π

邪業所外での祀録等業莇の確立

02年Π

事業所外での職貝闇のイ占帆典イiの強化

03年Π

円滑で効*的な"鉄及びイ,リ報共村の強化

モバイル PC4 台、タブレット端末 4

1剣朧人令和5年Ⅱ門導人i,定

利別行数

職 n 数

(常勤換算)

効果検';1〔のガ松(効果に関

するデータを客観的な部

仙指標にj'づいて"全●

250 名

年

0導人後(翌年) 1作口

肝業所外での空き時闇のイi効活川

02作「1

湃業所外での利則占状況やΥ,定を把樹できる

03年口

業物の効*化及び悩報典イiの強化

7名

"~

UFE の利川小.清のイi無

※該当する方に0を,M人

nFE のデータ昼録ノj法及

び CSV 取込機能の活川の

打無(※該当する方に0を

,d人)

年

文,11・1止を'r 減させる,汁 11川

のイi無

'11類の電子媒体による祀録にて時問効*化の確認

,1卜類而業化に整備,牛類の減少の確認

定瑚ミーティングでの業獅の効*化効果検証

心行山嚇による、小:移動の畑雑化減少の確認

jj )

ケアブランデータ述挑シ

ステム利川Ⅲ誹のイi無

※茲当するガに0を,心人

イiの場介は、只体的なデー

タ述批の内容、連挑先、述

携方法等

イiの場介は、只体的な文,11

の師類や見込み址等

※'汁1山1の作成に当たっては、火施要嗣第4条(1)に水した資料等を参ぢに、導人による業拐フロ

ーの見1貞し、導人を進めるための尖施体制、職Uへの仙修,'1・1阿や技術的な支援休制の柴備につい

て検村を行い、必姜に応じて,il'1岫にも嘘り込むことがq{ましい。

なお、活用定着が囚難な I CTを導人する事業舌については、導人,il'111"の作成や取紕の火施に

あたって、jリ乍労働省事業「介設ロボットの開窕・突誠・汗及のプラットフォーム事業」の初談

窓1_】や介忽乍産竹向 1二総介柳談センターに111談することを挑奨する。

(登鉄ノj法); CSV取込機能

1"T

⑦

ケアプラン、利川行枯報、絲過"録、サービス扣当打会議録、他事

業所への小し送り、照会票などの,1;・類の文,11,帷減。最低隈の,牛類管

川のみとすることが"1能。

①

11Ⅱ

勺Ⅱ
.'、、

ほのぼのNEXTによるケアブランデータ述挑システム

11Ⅱ

業

業

村
脊
 
f



3 事業・導入スケジュール

期問(ア定)

令和5年9月1日

10月31日.^ノ

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実

施、ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績帳告から3年Πまでの取

゜且)

令和 5年11月1日

12月31日"'、y

業務の状況分析・問題点の洗

い出し

機種選定・導入計画の検討

導入担当者・チーム体制整備

実際に機器を使用する者(介

護支援専門員等)の意見聴取

内

令和6年1月1日

~3月31日

タブレット端末等購入

モバイルPC購入

セキュリティソフト購入

ほのぼのNEXT 一式導入

令和 6年4月1日

~令和 9年3月31日

絲費概要

職員の習熟及び教育・研修計

画

導入による記録方法の見直し

予定

効果検証の実施

効果検証の結果に基づいた業

務改善の取組検討

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

例i、ぢ'

2,137,092円



2 補助事業計画1ヰ(1CT導入計画杏)

事

那

業

業

打

介鞭サービスの蘓顎

1リi

名

轡人する製品名・機器名

導人時期及び台数

礼会む井止法人敬4会

名

購人Xはりースの別

※該当する力に0を"人

敬心團1"}宅介没支援出業所

【事業所番り':067010502】

那業概妾(意綻・「1的・現

在の剛題点・述川ノj松・」纖

nとの導人意鞍のハイD

j円宅介懲支援

様のぽの NEXT IU雌人、モバイルPC4 台、タブレット端末4

台、セキュリティソフト 1勺琳人令和 5年Ⅱ打導人Υ,定

導人により述成すべきΠ

標

<1亟1Ξ1ン、リース(契約期問
ICT機器を導人し、活川することでーめ1川先での,,ι録及び業務の効

ヰ1化およびイ,リ報共イiの強化を1刈る。

導人により期待される効

果等

0導人後α里年) 1年口

出業所外での"録等業柄の硫0

02午門

水業所外での畷U問の恬報共イjの強化

03年Π

円滑で効*的な"録及び枯報北イiの強化

利川X数

職 n 数

(常勤換算)

効果検証のガ沽(効果に関

するデータを客観的な部

価指標に1づいて"録)

250 名

年

0導人後(習年) 1年Π

出業所外での牢き時問のイi効活用

02年Π

小業所外での利川打状況やΥ,定を把蝉できる

03年Π

業務の効*化及び"報共イiの強化

7名

打~

nFE の利川小'清のイj無

※該当するガに0を,紀人

UFE のデータ登鉄方松及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当する方に0を

,延人)

年

文,111,t を'F i戒させる,汁 11h]

のイi1熈

,11類の電子媒体による心鉄にて時問効*化の確認

,11、類簡楽化に峡備.11・類の減少の確認

定期ミーティングでの業務の効*化効果検飢

心行心帖による、小移動の煩雑化減少の確認

jj )

ケアプランデータ述携シ

ステム利川小,清のイi無

※該当するガに0を,d人

打の場介は,只体的なデー

タ述携の内奔、迎挟先、述

携ガ法等

イiの場介は、只体的な文,11

の柯!類や見込み址等

※'汁1冊の作成に当たっては、突施要綱第4条(1)に永した資1斗等を参冴に、導人による業疹フロ

ーの見1貞し、導人を進めるための火施体制、職aへの研修,汁1川や技術的な支援体制の察備につい

て検肘を行い、必要に応じて.汁仙iにも嘘り込むことが望ましい。

なお、活川定着が困難な ICTを導人する事業者については、導人'汁11h」の作成や取刈の突施に

あたって、 jリ牛労働省事業「介綏ロボットの開允・火'11・汗及のプラットフォームヨエ業」の村1談

窓Πや介没小産州"1上総介相談センターに棚談することを推奨する。

(登録ノj法); CSV取込機能

11Ⅱ

⑦

ケアプラン、利川゛f1占報、絲過"録、サービス川当者会議録、他事

業所への小し送り、照会票などの,11・類の文'1{幌減。i止低目ιの,牛顎管

理のみとすることが"j能。

①

In干

Inl

ほのぼのNEXTによるケアプランデータ述携システム

仙f

打
登
打



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

令和5年9月1日

10月31日.^

2,137,092円令和 5年11月1日

12月31日^

業務の状況分析・問題点の洗

い出し

機種避定・導入計画の検討

導入担当者・チーム体制整備

実際に機器を使用する者(介

護支援専門員等)の意見聴取

ーーーーー、)

内

令和6年1月1日

~3月31日

容

タブレット端末等購入

モバイルPC購入

セキュリティソフト!嚇入

ほのぼのNEXT 一式導入

令和6年4月1日

~令和 9年3月31日

絲費概要

職員の習熟及び教育・研修計

画

導入による記録方法の見直し

予定

効果検証の実施

効果検証の結果に基づいた業

務改善の取組検討

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務
の見直し等について、以下の点を反映させること

俳j.サ



2 補助事業計画書(1CT導入計画書)

゛ 業

ボ

行

業

介股サービスの柯1顎

名

1折

導人する製品名・機器乳

導人時期及び台数

礼会;t,1祉法人松凪会

名 ヰ、"川笠護老人ホームまほろば荘

【事業所掃り・:06726000引】

則人Xはりースの別

※該当する方に0を"人

介護老人村井止施設

短期人所小活介護

事業概要(意綻・11的

現作の冏題点・述川力

仏・職nとの導人意襲の

典イD

無綵アクセスポイント増股3台移設1台

タブレット 1 台

介護ソフト東絲システム晞畔止見朋鉄」 1台分

令和5年度内に股般予定

0亟》、
J ])

令和6作4月~

令和7年3月

現在、無線アクセスポイントは4台設羅してあるが、無絲環境が

良くないため使刑できる範リHが隈定されいる。,矼録業務は介護ソ

フトのインストールされているイi綵LAN接統のパソコンを使川

しスタッフステーション内でのみ行っている状況である。現作打

線LANで使川しているノート剛バソコン(介准ソフトインスト

ール済み)がホールやj',}室での使川がΠ1能となる。また、タブレ
ツ 1寸紺ボを導人することで、史なるj古丁り休制の確保や記録業務
の効*化が1刈られる観点から、無綵環境を整えタブレットと介護
ソフトを導人したい。

導人により述成すべきH

リース(契約期問

利川行数

井キ

職U数

し常勤換

算)

認

0」斗人後(W年) 1年Π

タブレットやノート刑ノやノユンを使川した"鉄業疹の効*化を検

肘する。

02年11

,矼録業疹を見lnし、効*化を1刈る。

03年Π

打滑な情報の共イi化による業務負担の嵯波をⅨ1る。

導人により期1寺される効

牙ι等

56.07

年 打

効果検証のガ法(効架に

関するデータを客観的な

評価指標に基づいて'祀

金A)

を祀人)

0導人後(モ1年) 1作11

"鉄業疹の時問削減。

↓上、]'り休1川の強化が1刈られる。

02午H

人j,,1占処遇の時問の増加、払1令確保、・!"故防止につながる。
03年11

サービスの質の向上による人居打の満足度の向上。
職Uのモチベーション向 lt。

i^ー

ケアプランデータ述挑シ

ステム利川小請のイi無

※該当する方に0を,;ι人

介の場介は、只体的なデ
タ述携の内容、述携

先、述携方法等

年

nFE の利川巾,府のイi無

※該当するノjに0を,祀人

U死のデータ登録ガ法及

び CSV 取込機能の1舌刑の

介無(※該当するガに0

,氾録業柄の時問短縮、心接処赳時問の確保、職Uの満足度、イ,9報
共イi等について、ミーティングやヒヤリングを尖施し効果を検';1[
する。

文.11・址を'r減させる,;1 川11

の行無

打

イiの場介は、只体的な文

,1:の柯i顎や見込み耻等

(1D j熈

(登鉄ガ法);介護ソフト(東経システムむ,件止見聞録)

① 巾11

.'、、

※'汁1岫の作成に当たっては、火施要綱第4条(D にポした資料等を参."に、導人による業務フロ

ーの見心し、導人を進めるための尖施体;W、職Uへの仙修,;11Ⅷや技術的な支援体制の柴備につい

て検肘を行い、必要に応じて,汁1111jにも嘘り込むことがq!ましい。

なお、活川定着が1村鮓な ICTを導人する事業占については、導人釧'1111jの作成や取紕の火施に

あたって、序牛労働古串業「介護ロボットの開充・火誠・杵及のプラットフォーム琳業」の和談

窓Πや介護牛産性向1二総介相談センターに棚談すること売推奨する。

3 事業・導入スケジュール

打

アクセスポイントの増設工事

タブレット導入

内

令和7年4月~

令和8年3月

タブレット、ノートパソコン

使用方法の検討

容

タブレットやノート剛パソコンを

使川した"鉄業獅の硫立。

期問(予定)

端永を使川した,U録業務の効*化

と業務内奔の検刷。

令和 5年12円~

令和6年1打

絲n概喪

553,745円

令1116年2 打~

令和6年3打

例i冴



※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目までの取組)



2 補助事業計画'" a cT導入計画書)

肝

事

業

り・

占

介護サービスの郁類

1所

名

導人する製品名・機器名

導人時期及び台数

ハイジアインもりや株式会11

名 【"f業1折暴り

デイ・サービス

剛人Xはりースの別

※該当する方に0を"人

通所介池

事業概安(意,安・11的・現

在の開題点・述川力'法・職

nとの導人意鞍の共イD

船70103001 】

「ぬくもりの 11!」

【,心人例】・介護ソフト名 1勺琳人令ln5年10j1導人予定

NDソフトウェア株式会ネ1

ほのぼのNEXT

ケア総介心全1システムデイ版*carepalette ・式

令和6年1刀導人予定

導人により達成すべきΠ

標

0剛

jD

介纏"鉄を下,1卜きしており、内容売転'氾しているため、介准システ

ムを導人、さらにタブレットを使川することで業拐の効*化を行

つ。

人・リース(契約期問

利用者数

職 n 数

(常勤換算)

0導人後α・1年) 1年Π

介設祀録のうち、バイタル、食Ⅲ址、人浴"録の述川を開始する。

02年Π

ケース・Π誌の述jⅡを開始する。

03年Π

小し送りによる砧報北イiを開始する。

岼人により期イ寺される効

架等

25

フ.5

0導人後α4年) 1年Π

タブレットとバソコン在使刑して'心録を作成する事での,'鉄の効

*化

02作Π

ケース"録・11誌の電子化による情報共イiの効*化

03年Π

小し送りによってさらに仙報共イi向上を図りケアの質向上につな

ける

年

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標にj'づいて"録)

ケアプランデータ迎挑シ

ステム利用小耐のイi無

※該当するガに0を,;ι人

イiの場介は、只体的なデー

タ述挑の内奔、述挑先、述

挑方法等

打~

Π陀の利川叩誹のイi無

※該当するノjに0を'心人

UFE のデータ登録ガ法及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当する方に0を

,1己人)

年

価D 介護時問の短締、心接・問接負川の帷減効果、介護従斗f打(利

川打)の満足座、収支の收N等について、Π々の活Ⅲ状況が確認で

きるΠ誌等を川いるなど他の介設サービス亊業岩等の参ぢとなる

べき内奔等

今後小告し利川する。Inr介

(登録ガ法)

文'11・址を'1ι減させる舒1'Ⅲ11

のイi1熈

イi

イiの場介は、具体的な文'1ト

の郁類や見込み址等

※';1仙1の作成に当たっては、火施要綱第4条(D にポした資料・等を参ぢに、導人による業務フロ

ーの見心し、導人を逃めるための尖施体IJI、畷nへの研修釧'11h1や技術的な支援休制の柴俳」につい

て検'付を行い、必要に応じて,汁1岫にも嘘り込むことが望ましい。

なお、活川定着がIN難な ICTを導人する事業打については、導人,111岫の作成や取紕の火施に

あたって、 jリ小労働tiJⅡ業「介没ロボットの開充・ 1{,;111・汗及のプラットフォーム事業」の初談

窓口や介護小産性向 1'.総介扣談センターに相談することを机奨する。

Oj皿

イi

イi

Oj熈

Oj熈



3 事業・導入スケジュール

期問(Υ,定)

.'、^

R5年7打

R5年7 jl

.'、、ノ

R5年8月

R5年8月

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、

R5年8月28日

現状を把握し問題点を探す。

導入ソフトの選定。

1日

2 6日

R5年9月1日

~R5年10月31日

内

職員への導入ソフトの説明と

意見の聴取、提出書類の作成

R5年11月1日

~R5年12月31日

容

協議書の提出

R6年]月1日

~R6年3月31日

導入に向けた担当者の整備や

使用方法についての科疏忍

絲費概要

交付決定後、機器の発注、導

入予定。

"^

R6年4月1日

R7年3月31日

ソフト導入後使用方法等につ

いて研修会を実施。

適時使用状態を確認し、場合

によっては再度研修会等を実

施する。

俳必

実績報告書の提出

使用状況把握のためアンケー

ト、ヒヤリングを実施する。

把握したないようを踏まえな

がら使用方法などの見直しを

検討する。

1
 
3

Π
Π



2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

事

班

業

業

行

介准サービスの1爪類

1リi

右

導人する製品名・機器名

導人時期及び台数

ハイジアインもりや株式会社

名 【事業所番り

デイサービス

購人父はりースの別

※該当するノjに0を,,ι人

地城裕許剛通所介没

1Ⅱ業概優(恵綻・11的・現

在の問題点・述川ガiム・」職

Uとの導人意鞍の共イD

0670103902 】

「ほづみの森」

【,;ι人例】・介纏ソフト牢,'式雌人令和 5年10j」導人予定

XDソフトウェア株式会社

ほのぼのNEXT

ケア総介'ι鉄システムデイ版*carepale杜e ・式

令和6年1刀導人ア定

導人により述成すべきΠ

標

0購人・リース(契約期問

介股"録を丁・'1;.きしており、内容を゛ム.;dしているため、介,渙システ

ムを導人、さらにタブレットを使川することで業枋の効*化を行

つ。

利川占数

職 n 数

C常勤換算)

0導人後α促年) 1年Π

介池,祉録のうち、バイタル,食事址、人浴紀鉄の述川を開始する。

0241三Π

ケース・Π誌の述用を開始する。

03年11

山し送りによる情報共イiを開始する。

導人により期1寺される効

果さ手

18

6.5

年

0導人後α望年) 1年Π

タブレットとバソコンを使用して,6鉄を作成する亊での,心鉄の効

*化

02年1_1

ケース'延録・1砧志の電子化による恬報共イiの効*化

03年Π

小し送りによってさらに"帳典打向上を図りケアの質向上につな

げる

効果検';111の方1ム(効果に関

するデータを客観的な計

仙指標にj'づいて"鉄)

刀~

ケアブランデータ述携シ

ステム利川 f11,硝のイi無

※該当する方に0を"人

イiの場介は、具休的なデー

タ連携の内奔、述携先、述

携ガ法等

UFE の利川 111'冶のイi無

※該当するガに0を,心人

nFE のデータ登鉄ガ法及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当するノjに0を

';己人)

年 j])

例)介准"寺問の短締、1n接・冏接負批の嵯波効果、介護従111者(利

川行)の満足度、収支の收辨等について、Π々の活川状況が確認で

きるΠ誌等を川いるなど他の介股サービス班業占等の参吉となる

べき内容等

ノ>後小告し利川する。h' 1!煕

(登録ガ法)

文,1N止を'1モ減させる"1'11111

のイ"煕

イi

イiの場介は、!ι体的な文'1:

の神類や兒込み1止等

※計1叫の作成に当たっては、突施要網第4条(D に水した資料等を参ぢに、導人による業務フロ

ーの兄偵し、好・人を進めるための尖施休1例、職Uへの仙修,汁11!11や技術的な支援体制の柴備につい

て検肘を行い、必要に応じて'什1阿にも嘘り込むことがq!ましい。

なお、活川定着が困難な ICTを導人する事樂者については、導人,寸1向の作成や取机の尖施に

あたって、疹生労働省事業「介池ロボットの開窕・火';1】:・ N及のプラットフォーム事業」の初談

窓Πや介護小産竹向lt総介樹談センターに棚談することを推奨する。

0無〔

イ」

イi

,

0無〔

0無モ



3 事業・導入スケジュール

期問(・予定)

ー、^

R5年7 打

R5年7 jl

.、^

R5年8

R5年8

の意見聴取、オ機器導入時期、 研修計画

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から

,

R5年8月28日

現状を把握し問題点を探す。

導入ソフトの選定。

1日

2 6日

R5年9月1日

~R5年10月31日

内

職員への導入ソフトの説明と

意見の聴取、提出書類の作成

R 5年11月1日

~R5年12月31日

恊議書の提出

R6年1月1日

~R6年3月31日

導入に向けた担当者の整備や

使用方法についての確認

終費概要

交付決定後、機器の発注、導

入予定。

..、.゛

R6年4月1日

R7年3月31日

ソフト導入後使用方法等につ

いて研修会を実施。

適時使用状態を確認し、場合

によっては再度研修会等を実

施する。

備考

実績報告書の提出

使用状況把握のためアンケー

ト、ヒヤリングを実施する。

把握したないようを踏まえな

がら使用方法などの見直しを

検討する。

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・恬用・効果検証にあたり、実施方法、イ本制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

月
月

1
 
3

Π
Π



2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

出 業

那

打

業

介准サービスの郁顎

名

j折

導人する製品名・機器老

導人時瑚及び台数

;1'会む,件止法人長井む,件止会

名

購人父はりースの別

※該当する方に0を"人

1"刈鰹没老人ホーム慈光園

業所爪1}:0671500122】

老人む井Ⅲ旭設

事業概要(意綻・f1的・

現作の"1題点・述用力

法・畷Uとの導人意綻の

北イD

秤,件止jι開録【兒るツチⅣ】

令IU 5年12 Π導人丁,定

1!匝1^・リース
jl )

各部料のステーションにおいて、 1"止兄聞録(介護用ソフ 1→を

使川し、食1Π、排i世、バイタル、ケース'冠録などの管"!を行って

おります。食事气、1非せつ、バイタルなどは、紙ベースの様式を使

川し,姑人後、担当職Uが智'砕止見開録に人ノJをする作業を打ってお

ります。【見るツチ】を導人することで、その場での人力ができ、

ペーバーレスの火施や1般Uの負扣嵯減にもつながります。

※各部料での業疹負IH在占磁し、タブレットは討台の鮒人を行い

ます。

導人により逑成すべき門

標

【事

タブレット iU琳人力 .'、
「1

利用行数

(契約期問

職U数

し常勤換

算)

導人により期1寺される効

弁1等

0導人後(翌年) 1年Π

効来的に機器を活川できる

02年Π

身体的負州の幌波及び水務作業時問の短繍

03作Π

無駄なく業枋が遂行できる

160 人

73 人

年

効果検,'11'の方法(効果に

関するデータを客観的な

評価指標にj'づいて"

金A)

0導人後(翌匂り 1年Π

タブレットを活川することで、業務の効*化が剛れるとともに、

負川が,1噛咸する

02年Π

業枋の効*化を侠1り、・水桷作業"寺冏の短細を図ることができる

03年Π

職Uの粘料1的・牙体的負川嵯波による矧U臓*の低、ド

" '■、^

ケアプランデータ述携シ

ステム利川111,'のイi無

※該当するガに0を"人

打の場介は、只体的なデ

タ迎携の内容、述挑

先、述携方法等

LIFE の利川 111,;寺のイi無

※該当するノjに0を"人

UFE のデータ登鉄ガ法及

び CSV 取込機能の1舌用の

打無(※該当するガに0

を,d人)

年

職U満足度や身体的負"{,修滅の1"度等訓杏のため、 1Uリ」及び年度
木にアンケート,捌介を火施。 機器の選定・導入計画の検討

絲費概要

【イ】

文 i11・址を半減させる,汁1向

のイi無〔

機秘の選定及びデモ機の提案

機器及び購入業者の選定

機器の購入

会議等での機器活用方法の研

修【カ・キ】

イj

劃

侃i・ぢ

打の場介は、具体的な文

'1;・の郁類や」ι込み址等

(登録ガ法);む井止jι朋鉄

※引仙iの作成に当たっては、火施要綱第4条(1)にポした資料等を参"に、導人による業務フロ

ーの兄心し、導人を進めるための火施体制,職Uへの研修,i11川や技術的な支援体制の整備につい

て検肘を行い、必要に応じて,汁11111にも眺り込むことがY!ましい。

なお、活川定着が1村難な ICTを導人する事業行については、導人,il'1川の作成や取細の火施に

あたって、厚小労働省吋f業「介没ロボットの朋充・メι,11.・普及のプラットフォームU工業」の棚談

窓Πや介纓牛産竹向1二総介側談センターに相談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

市1[

打

11Ⅱ

期問(Υ,河ι)

令和5年4月

令和5年5月

令和 5年6月

専門委員会内で f介維ロボッ

ト・1CT研究チーム」編成

【ウ】

内

令和5年7月

業務においての冏題点、課題

の洗い出し【ア】

令和5年8月

介護ロボット・1CT研究チー

ムを中心に、各部署の会議に

おいて意見を聴取【エ】

交付決定後

響

①
畷
@



令和5年Ⅱ月~令和

5年12月を同途に機

器購入

購入後、部署会議での効果検

証を基に研究チームでの効果

検証(定期的に実施)【ク】

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種遥定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育1州座計画

(マニュアル整備等)、キ導入による介護記録方法の見直し予定、ク効果検証の実施、

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年Rまでの取組)



2 補助事業計画;11(1 CT導入計画霄)

那 業

那

占

業

介裟サービスの新知

名

}所

導人する製品名・機器名

導人時期及び台数

株式会社ハイム

老

揣人Xはりースの別

※該当するガに0を,延人

バワーリハデイサービス泗田

【!"樂所排 1}:0670802271

喫業概要(意鞍・1Ⅱ内・

現仁の剖題点・述川ガ

法・職Uとの導人意綻の

共イD

通所介設

【,;ι人価n ・介'佐ソフト名 IU川人

介舟・ファミリー通所系,;ι鉄「タブ全剣

A叩le製 Ipad 硝一fiモデル

!堆・リース

打

導人により述成すべきΠ

標

現征、+Π談業務(介護,什11hl'11イ乍力戈、'十仙i)やΠ々のΠ報業務を独

1'1 Excel'11式でメι施しており、業疹効ヰ{が1悪い。また紙ベースで

の例別胤鉄への転心、迎紹帳への転"も労働効*が恕い状態であ

る。 PC (タブレット)での人ノJから川力、,汁11h水汀戊から評価まで

を・本化し、業務効*を1刈るため。

利川古数

導人により期1寺される効

牙ι等

(契約期問

0導人後や1・1年) 1年Π

タプレット祀録に職Uが慣れる

02年Π

業枋効*化に作う残業の減少

03年Π

同 lt

職R数

{常勤換

算)

令1Π 5年10 j1導人 f,1"

イ)和 5年Ⅱ j1導人Υ,定

令和 5年 U 打導人Υ,定

定n

65 名

効樂検,;111のガ法(効渠に

関するデータを客観的な

諄仙i指標に J'づいて'矼

録)

36

(26.8)

年

0導人後や削年) 1年Π

肥録状況の見える化、人力作業の令体化

02年Π

"鉄状況のjιえる化、人力作業の令体化、業疹負井1.,降減

03年門

同 b、ケアの質の向 k

U見の利則小'のイi熱

※該当するガに0を紀人

UFE のデータ登鎚ガ法及

び CSV 取込機能の活川の

イi無(※該当するノjに0

を紀人)

jl .、ー

イiの場介は、具体的なデ

タ述携の内容、述携

光、述挑ガ法等

/1

心接・問接的の業疹負択の幌減について、介護従車打(利川行)
の満足度開査をする。

年

使用料

文'11 址を'1を減させる,;111!11

のイ"抵

ケアプランデータ述挑シ

ステム利川小.清のイi無

※該当する方に0を"人

J/

イ]'処〔

イi 巾Ⅱ

打の場介は、具体的な文

'1;の荷類やjι込み1止等

※'ih師の作h戈に当たっては、火施要綱第4条(D にボした資料・等を参冴に、導人による業務フロ

ーの見心し、導人を進めるための尖施体;剖、畷Uへの研修,汁1向や技術的な支援体制の柴備につい

て検ふ1を行い、必要に応じて,汁1川にも俳り込むことがY{ましい。

なお、活川定着が囚雌な ICTを導人する事業吉については、導人'汁向の仟成や取紕の火施に

あたって、j゛,1デ屶'働告事業「介護ロボットの開発・火'証・杵及のプラットフォーム事業」の扣談

窓Πや介護牛産竹向上総介扣談センターに杣談することを推奨する。

3 事業・導入スケジュール

(登録ノj怯); nFE において各項1-1を人ノJする

⑦

打

Π々のケアプラン火行表

11Ⅱ

仙F

期問(ヂ定)

令111 5年7 j] 27 1_1

令和 5年7 打 27 Π

令府1 5年7 j1 27 11

業務の状況分析

剛鼬点の汎い川し

内

令1115年Ⅱ j] 1t甸

機師送)ど・導人.汁11川の検ふ1

令千11 5年11 j1 13 「1

~令1Π5年 H j130 U

芥

導人・活刑・効果検胤の体制整俳

(択当決め)

令府15年Ⅱ j113 Π

~令ネ115年 H j1 30 Π

Ipad 納品 f,定

令和6年3月1日

~令和 6年3月31日

絲賀概要

介舟ファミリー通所記録「タ

ブ録」導入後の入力作業テス

ト

令和6年4見1日

~令和 6年4月30日

A即le 製 ipad wi-Fiモデ
ル「タブ録」入カテスト

備冴

榮物運営委n

会にて

導入後の使用習熟度を聞き取

り

備品購入費

導入による介護記録方法の見

直し検討



令和 6年10月~

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

業務効率化、満足度調査

ーーーーー



2 補助事業計画書 a cT導入計画書)

事 業

事

打

業

介護サービスの赫類

れ

1リi

導人する製品名・機器名

導人時期及び介数

咲療法人礼団悠愛会

名 介護老人保俊施股あこがれ

【!Ⅱ業所排lj :065168001田

購人Xはりースの別

※該当する力に0を"人

介姓老人保俊施設

事業概喫(意袈・11的・

現在の闇題点・述川力

法・職nとの導人意'襲の

ハイD

ND ソフトウエア「ほのぼの NEXT ・ carepa】ette」 2 ライセンス、

A即le ipad Mfi モデル 2 台、×1SSIXMT-550BT データ述"Hポ粉ι
'Ⅱ2 台、バッファロー無綵ルーター1介

令1Π6年1 打導人 r,定

剛人・リース

現作、通所りハビリ利川行のバイタルデータやケア,U録を、専川

の利川打ごとの,祉鉄川紙と、利川占ごとの述絡粧、当Πの利川火
紬表などに下,ヰきで心人するなど、同じ估報在複数下.1:きでおこ

なっており大変効*が恕い状況にある。その為、タブレット
(ipad)とソフト(carepalette)売利用し、簡易的にf延録できる

体捌を作り、,祉鉄業務を電子化することで業務の効*化をΠ指し
たい。

導人により述成すべきΠ

'

利川行数

(契約期問

職n数

儒"切換

算)

0導人後(り・1年) 1年口

バイタルデータを、タブレットを利用し電子化できるようにす

る。

02年Π

現作の下・イ1:、きしているケア,氾鉄と迎締帳を、ソフト上にあるケア
"録と迎絡帳へ人力し効*化を図る。

03年H

下,11.きのアナログ業務を削減し、,心鉄業疹における ICT 化の割介

を 50%以上できるようにする。

100名

労人により期1寺される効

果等、

70.4 名

年 jl

UFE のデータ登鉄ノj法及

び CSV 取込機能の活用の

イi熊(※該当するガに

を,;ι人)

0導人後(製年) 1年Π

バイタルデータ等の下'11,きで 2 度丁・問となっていた業柄を ICT 化
し効*化する。

02年門

下'11き業疹を減らすΠ的で、現征冊子状の池綿帳を1り1Π印刷した
データを挟み込める形式に変史し下,1「き業疹を減らす。

03年11

1年Π、 2年Πに收設・した業拐をブラッシュアップし、アナログ業
務を削波し史なる業疹効*化をΠ指す。

i司、"

効宋検,1の方法(効果に

関するデータを弊観的な

計・仙指標に基づいて,氾

録)

年

ケアプランデータ迎携シ

ステム利川 f11,1Tのイi無

※該当するガに0を',d人

イiの場介は、共体的なデ
ータ述携の内奔、迎挑

先、述携ガ法等

Ππの利川小,占のイi無

※該当するガに0を,{ι人

通所りハビリ畷Uに、 1CT 化に関するアンケートを1征年突施し、
業膓効*化や、業務址の削減、情帳共イiの向上、電子化による職
n満足度などを!兵'什した 1:でフィードバックし、業膓効ヰ1に関す
る PDCA を1川し、史なる効ヰ{化を臣1れるようにしていく。

(登鉄方法)

イi 無〔

文,11・址庄'r減させる"1'1川

のイΠ熈

,

イi 夬煕

イiの場介は、只休的な文

,11の斬類や見込み耻等

※'汁1岡の作成に当たっては、火施要綱第4条(D に水した資料等を参号に、導人による業務フロ

ーの見心し、導人を進めるための火施休制、峨Uへの研修'汁1Ⅷや技術的な支援休制の峡備につい

て検肘を行い、必要に応じて'汁1Ⅷにも嘘り込むことがY!ましい。

なお、活川定箸が1村難な ICTを導人するU工業打については、導人,什1川の作成や取判の火施に

あたって、厚Ⅱデ屶'働告事業「介護ロボットの開発・ 1ι'i正・杵及のプラットフォーム弓工業」の棚談

窓Πや介纏小産竹向E総介棚談センターに扣談することを挑奨する。

3 事業・導入スケジュール

イi 111「

イ」 1肝

期問(Υ,定)

令不Π 5年4 j] 111~

令和 5年6j] 1 臼
~令和 5年7 打 31 Π

通所りハビリ部料での下,11、き作業

の汎い川しと、細分化作業。現化

の課題の共イi。 1CT化するメリッ

トの学習。

他施股、人所部料での導人火紬の

ヒアリング、導人検,ト1の竹報交換

を1」・う。

内 容

令チ11 5年8 j・1 1 "

令和 5年8j131 Π'■、ー

通所りハビリのΠ々の業務におい

て、下問がかかっている業務など

を通所りハビリの課長、上任、相

談Uを中心となり現場スタッフと

沈い出し、他施役と枯報交換を行

う。ハード機器、ソワトの見鞁り

を取りΥ,算化する。

絖佐概妾

「1CT遵人支援解業費補助釡」の

111rilj。

侃iざ



イ)和 5年12 j・1 1 Π

~令和 6年 U131 Π

令1" 6年2 j11日

~令和 6年3 刀 31 Π

令和6年4打HI

~令不" 7年3 j1 31 1_1

ほのぽの NE灯「carepalette」と

タブレット「ipad」、データ述携

体私1訂汁「MT-550BT」、 wifi 榊築刑

のルーターを!琳入。セットアッ

プ。

、

令和 7年4 打 U_1

~令和 8年3j13]Π

操作方法の勉強会売突施し、タブ

レットを用いて、電子化を進める

半備を行う。

利川占のバイタルデータを、タブ

レットを川いて ICT化を進めてい

く。

It紀の進捗状況に介わせ、Ⅲ1子状

の述絡帳の形式を、印刷物を綴る

形式に変史するほか、利川岩のケ

ア紀録を下i咋きからソフト上へ"

録できるようにし、下'1「き業務を

削減する。

ソフト:325,000

円ハード

191.490円

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用する

＼、




